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要  約 
 

（１）国の概要 

タジキスタン共和国（以下「タ」国）は、中央アジアの南東部に位置する内陸国で、

南にアフガニスタン、東に中国、北にキルギスタン、西にウズベキスタンと国境を接し

ている。総面積は 14.31 万 km2（日本の 0.38 倍）で、人口は 791 万人（2013 年予測）で

ある。国土の約 9 割は山岳地で、さらにその 50％が標高 3000m 以上の高地という険しい

地形である。東部には 6000～7000m 級のパミール高原の山々が連なっている。低地は、

北部のフェルガナ盆地や、南西部のヒサール盆地、ヴァフシュ盆地などに限られており、

人口の大部分はこれらの地域に集中している。 

「タ」国は、山岳氷河の雪解け水による豊富な水資源に恵まれ、同国の電力のほとん

どは水力発電で賄われている。主な河川は、アフガニスタンとの国境を流れるアムダリ

ア川やその支流のヴァフシュ川などである。気候は、国土の約 9 割が山岳地帯にあるた

め、全般的に冬場の冷え込みが厳しい。国土の大半は大陸性気候に属し、夏は乾燥し、

平野部では最高気温が 35℃を超える。一方、冬は平均気温が零度近くまで下がる。 

「タ」国は、1991 年 12 月にソ連の解体とともに独立国家となった。独立後に勃発した

内戦により 1990 年代の生産活動は著しく停滞していたが、2002 年以降は平均で 9％とい

う高い経済成長率を続けた。「タ」国の産業構造は、第一次産業 20.0％、第二次産業 20.2％、

第三次産業が 59.8％（2012 年予測）となっている。しかし、輸入依存度の高い経済構造

であるため、2008 年のインフレ率が 11.8％に達したほか、同年秋の世界経済危機以降は、

主要輸出品であるアルミニウムや綿花の国際価格の急落によって大きな経済的影響を受

けた。同国の GDP は全体で 65.2 億米ドル、一人当たりの GDP は 935 米ドル（2011 年）

である。貧困率は改善傾向ではあるものの、2009 年現在 46.7％となお高い水準にある。 

（２）プロジェクトの背景、経緯及び概要 

「タ」国の安全な水へのアクセス率は、国全体で 58.5%（2008 年）である。都市部の

アクセス率は 90.7％と比較的高いものの、村落部は 47.0％に過ぎない。「タ」国政府は、

2000 年に国連のミレニアム宣言に署名し、国連ミレニアム開発目標（MDGs）を達成す

るための国家開発計画「National Development Strategy 2007～2015 年：NDS」を策定した。

また、給水セクターの計画として、2006 年に国家水供給計画「National Water Supply 

Program：NWSP」を策定した。同計画では、給水施設の整備を同国の最重要課題の一つ

として位置付け、2015 年までに国民の安全な水へのアクセス率を 83％（都市部 97％、村

落部 74％）に改善する国家目標を掲げている。 

本プロジェクトの対象サイトのあるハトロン州は「タ」国の南西部に位置し、ピアン

ジ川（アムダリア川の源流の一つ）を挟んでアフガニスタンと国境を接している。民生

の安定が重要な地域であるが、開発の遅れにより未給水人口が多い。この原因として、
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旧ソ連時代に建設された地下水を水源とする既存給水施設の老朽化に加え、独立後は維

持管理が十分に行われておらず、稼働していない施設が多いことが挙げられる。ハトロ

ン州では 83 の既存給水施設の内、51 施設（約 60％）が稼働していない状況にある。 

また、上記の国家水供給計画（NWSP）によると、ハトロン州の安全な水へのアクセス

率は 47％（2006 年 1 月）と全国平均よりも低く、河川水やかんがい用水等の地表水をそ

のまま利用している人が多い。さらに、給水されていても水質に問題があることが多く、

国家公衆疫学センターによる 2004 年の全国モニタリング結果では、ハトロン州は国家水

質基準の不適合率が 69.7％と、全国平均の 46.2％を大きく上回り、全州の中で最低とな

っている。 

このような状況下、独立行政法人国際協力機構（以下「JICA」）は、ハトロン州の開発

重点地区であるハマドニ地区（人口 11.9 万人）を対象として、無償資金協力「ハトロン

州ハマドニ地区給水改善計画」（第 1 次：2007～2009 年、第 2 次：2011～2013 年）を実

施した。同計画はハマドニ地区の給水率の向上と住民の衛生環境の改善に貢献した。し

かしながら、ハトロン州全体の給水状況の改善のためには、更なる協力が必要であるこ

とから、「タ」国政府は、同州内でも安全な水へのアクセスが極端に低く（2011 年で 22％）

且つアフガニスタンと国境を接するピアンジ県（人口約 10 万人）を対象とする給水施設

の整備につき、2011 年 8 月に我が国無償資金協力での実施を要請した。 

上記の要請に応えて JICA は、2012 年 10 月に「ハトロン州ピアンジ県における村落給

水に係る情報収集・確認調査」（以下「確認調査」）のための調査団を派遣し、①ピアン

ジ県内の 1 町 59 村における給水施設の整備・運営状況の把握、②今後の協力を優先すべ

き村落の順位付けや課題抽出、③無償資金協力としての事業規模を考慮して対象とする

町村の絞り込みを行った。この結果、ピアンジ町に加えて、最大 6 村落程度を対象とす

る事業規模が適切であると判断された。 

（３）調査結果の概要とプロジェクトの内容 

上記の確認調査の結果を受けて、日本国政府は本プロジェクトの協力準備調査の実施

を決定し、JICA は 2013 年 4 月 11 日から 6 月 13 日まで調査団を「タ」国に派遣した。調

査団は、先方実施機関である住宅サービス公社（以下「KMK」）に確認調査の結果を伝え

るとともに本プロジェクトに関する協議を実施し、要請内容の確認を行うとともに対象

サイトでの現地調査、施設計画・機材計画の検討及び運営・維持管理体制の調査を実施

した。帰国後、調査団は概略設計を行い、その結果を準備調査報告書（案）として取り

まとめた。その上で、JICA は 2013 年 10 月 21 日から 10 月 25 日までの間、調査団を「タ」

国に派遣し、準備調査報告書（案）の説明を行い、同国政府関係者と内容について協議

した。 

本プロジェクトでは「タ」国政府の要請と現地調査及び協議の結果を踏まえて、以下

の方針に基づき計画することとした。 
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１）本プロジェクトの対象サイトは、当初要請のあったハトロン州ピアンジ県内の 1 町

59 村から、確認調査の調査結果を踏まえ、事業規模及び先方の維持管理能力を考慮

した結果、ピアンジ県の県庁所在地であるピアンジ町と隣接 3 村及びピアンジ町の

北約 5ｋｍに位置する 3 つの村の 1 町 6 村とした。なお、要請のあったピアンジ町の

下水道施設の建設については、確認調査の結果、住民のニーズが低く、ピアンジ県

としても給水を優先すべきとの意向であったことを踏まえ、実施しないこととした。 

２）給水施設は、上記の 1 町 6 村の位置、地形条件等を勘案して「ピアンジ町と隣接 3

村」及び「北部 3 村」の 2 つの地区に分割して計画を策定した。なお、現状におけ

る対象サイトの給水率は約 27％と推定されるが、本プロジェクト実施後の給水率は

100％として計画する。 

３）計画目標年次は、本プロジェクトの実施工程を勘案して 2020 年（施設完工後 3 年と

して設定）とし、計画給水人口約 29,000 人（ピアンジ町と隣接 3 村：24,091 人、北

部 3 村：5,263 人）に安全で清浄な給水を行う計画とした。 

４）給水施設の概略設計方針は、以下のとおりである。 

① 本プロジェクトで使用する資機材のほとんどは輸入品であることから、本プロ

ジェクトでは「タ」国の関連法規がある場合にはそれを尊重しつつ、原則とし

て ISO 等の国際標準規格や同基準に準拠した我が国の基準・規格（JIS 等）に沿

って施設の設計、資機材の調達を行う。 

② 計画給水量は、各地区の計画給水人口に対して、ピアンジ町と隣接 3 村は給水

原単位を 150 ﾘｯﾄﾙ/人/日、北部 3 村は 95 ﾘｯﾄﾙ/人/日とし、有効率 85％、負荷率

80％として算定（ピアンジ町と隣接 3 村：5,315m3/日、北部 3 村：735m3/日）し

た。 

③ 水源は、深井戸の地下水とする。揚水試験等の現地調査の結果に基づいて、井

戸 1 本当たりの能力と必要な本数を算定した。なお、井戸ポンプの運転時間は

24 時間とするが、北部 3 村は冬季（11 月～3 月）に計画停電が実施され、給電

時間が 1 日 10 時間に制限されるため、給電時間内に 1 日の必要水量を揚水でき

る施設とした。 

④ 浄水方法は、水源が水質の良い深井戸の地下水であることから、塩素消毒のみ

とする。塩素剤は「タ」国内で調達可能な高度さらし粉あるいは次亜塩素酸ソ

ーダ（粉末）を使用する。同塩素剤の溶液を取水井と高架水槽間の送水管に注

入ポンプを用いて圧入する。 

⑤ 配水方法は、深井戸から取水した地下水を一旦高架水槽に貯水した後、自然流

下で市街地に配水する。なお、地形条件等を勘案して、ピアンジ町と隣接 3 村

は 4 つ、北部 3 村は 3 つの独立した配水区（ブロック）に分割し、各ブロック

には高架水槽から直送する配水幹線を設ける。 

⑥ 住民には 24 時間給水による給水サービスを提供する。住民は水道メーター付の

各戸給水栓によって給水を受けるものとし、新設する配水管から各戸までの給
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水装置（サドル分水栓、給水管、止水栓、水道メーター、蛇口等）を設置する。 

５）機材調達に係る方針は、以下のとおりである。 

① 本プロジェクトで建設する給水施設の運営・維持管理や給水装置の接続工事に

必要となる車輌、工事用機械、工具類を調達する。 

② 給水装置の接続工事の内、「タ」国側分担工事で使用される配管材についても、

日本側の工事分と合わせて日本側の負担で調達する。 

③ 本プロジェクトの竣工後（2017 年）から計画目標年次（2020 年）までに増加す

る新規接続希望世帯への給水装置の接続工事に必要な配管材も日本側の負担で

調達する。 

６）本プロジェクトの施工体制は、「タ」国の建設事情を勘案して、現地業者をサブコン

トラクターとして起用する形態ではなく、日本の請負業者が現地の技術者や作業員

を雇用し、同業者が派遣する日本人技術者や技能工の下で工事を行う直営方式を採

用する。 

７）実施工程は、計画施設の規模や現地の気象条件等を十分に勘案して効率的な作業工

程とする。クリティカルパスに基づく工期の設定を行う。対象サイトは 12 月～2 月

が厳冬期でコンクリートの打設が困難となることも考慮した工程とする。 

８）本プロジェクトでは、協力対象事業に「ソフトコンポーネント」は含めないものと

する。本プロジェクトで建設される給水施設の運営・維持管理体制の整備は JICA の

技術協力スキーム等により「タ」国側の活動を支援する。なお、同技術協力では従

量料金制への円滑な移行に係る支援を含めるものとする。 

本プロジェクトは、ハトロン州ピアンジ県ピアンジ町及び隣接する 6 村を対象に、給

水施設の整備を行うことにより、安全な水にアクセスできる人口の増加を図り、もって

「タ」国の上位目標である住民の生活環境・衛生状況の改善に寄与することを目的とし

ている。この中において協力対象事業では、給水施設の工事と保守管理用機材の調達を

行うものである。協力対象施設の概要は以下のとおりである。 

協力対象施設・機材の概要 

施設名 
規模・仕様・内容 

ピアンジ町と隣接3村 北部3村 

1. 取水施設 ・取水井（新設） 4本

・井戸ポンプ 56m3/時×4台

・取水井（新設） 2本

・井戸ポンプ 30m3/時×2台

2. 送水施設 ・送水管 φ100～300mm×0.5km ・送水管 φ100mm×0.2km

3. 消毒施設 ・溶解槽（攪拌機付） 2基

・注入ポンプ 2台

・溶解槽（攪拌機付） 2基

・注入ポンプ 2台

4. 給配水施設 ・高架水槽 1,800m3×1基

・配水管 φ75～250mm×65km

・給水管 4,796ヶ所

・消火栓 16ヶ所

・高架水槽 250m3×1基

・配水管 φ75～150mm×25km

・給水管 831ヶ所

・消火栓 1ヶ所
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5. 建屋 ・管理事務所 1棟

・井戸管理棟/消毒設備室 1棟

・井戸管理棟/消毒設備室 1棟

6. 機材 ・クレーン付きカーゴトラック 1台 

・ピックアップトラック 1台 

・小型バックホー・ローダー 1台 

・エンジン溶接発電機 1台 

・水中サンドポンプ 1台 

・アスファルトカッター 1台 

・電気溶接機 1台 

・保守管理用工具類 1式 

・配管材 1式 

（４）プロジェクトの工期及び概略事業費 

本プロジェクトは、無償資金協力の A 型国債案件として実施される。必要工期は、詳

細設計に 3.5 ヶ月、給水施設の建設及び機材調達は 26.5 ヶ月であり、全体工期として 30

ヶ月を要する。本プロジェクトの総事業費は、約 16.47 億円（日本側負担分約 15.95 億円、

「タ」国側負担分約 5,258 万円）と見積もられる。 

（５）プロジェクトの評価 

現状における対象サイトの給水率はわずか27％に過ぎない。給水サービスのない地区

の住民は、給水源として主にハンドポンプ付の浅井戸を使用しているが、これら浅井戸

の地下水は濁っており、水質試験の結果でも細菌に汚染された非衛生的なものであるこ

とが明らかになっている。また、住民の多くは集落の中を流れるかんがい水路の水を食

器洗などの生活用水として日常的に利用しているが、水路の水は非衛生的で濁りが強く、

飲料水以外の生活用水としての利用にも問題がある。 

本プロジェクトは、このような劣悪な給水状況を改善することを目的とするものであ

り、民生の安定や住民の生活環境の改善など、BHN の観点から緊急性の高いプロジェク

トである。本プロジェクトが実施されると、対象サイトの住民約29,000人が直接裨益し、

給水率は100％に改善される。また、安全な水が安定的に給水されることにより、住民の

衛生状況が改善され、水因性疾患の罹患率が軽減されることになる。さらに、各戸給水

による24時間の給水サービスが提供されることにより、児童や女性の水汲み労働が軽減

される効果も期待できる。 

本プロジェクトで建設される給水施設の運営・維持管理は、KMK 傘下の地域ボドカナ

ルの一つであるピアンジ・ボドカナルが行う。現在、同ボドカナルは17人の職員によっ

てピアンジ町及び隣接する村落の一部に給水を行っている。現在は既存の給水施設の老

朽化などにより、十分な給水サービスを住民に提供できていないが、給水施設の運転・

維持管理や料金徴収等の運営管理については、経験とノウハウに問題はない。 

本プロジェクトで建設される給水施設は、既存の給水施設に比べてその規模は大きく
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なるものの、深井戸の地下水を一旦高架水槽に揚水した後、自然流下で市街地に配水す

る基本的な給水システムに変更はない。このため、本プロジェクトで給水施設を建設し

た場合でも、ピアンジ・ボドカナルの技術職員に対する短期間の指導や訓練を行うこと

で適正な施設の運転・維持管理ができるものと判断する。 

一方、運営管理については、本プロジェクトが実施されるとピアンジ・ボドカナルは

「タ」国の政策に従って、現行の定額制から従量料金制に移行することになる。現地調

査期間中に本プロジェクトに係る住民集会を開催して、従量料金制への移行に対する住

民の同意及び水道料金の支払い意思は確認されている。しかしながら、「タ」国では従量

料金制を導入している水道事業体はほとんどないこと、KMK の管轄するボドカナルでは

初めての経験であることから、JICA の技術協力スキーム等の実施を通じて、新しい料金

制度に対応した料金表の制定や料金徴収体制の整備（人員の雇用と教育訓練）、各戸接続

の推進等を行うことで、現在と同様に独立採算で水道事業を運営できる運営・維持管理

体制を構築することが必要である。 

本プロジェクトが実施されると、ピアンジ・ボドカナルの職員は、現在の 17 人から約

1.7 倍の 28 人の体制となる。また、管轄する給水区域も拡大されるため、人件費だけで

はなく、他の水生産コストも増加することになる。一方、同ボドカナルの経営規模（契

約件数）は、計画目標年次の 2020 年には現在の 3.4 倍になると想定される。本プロジェ

クトの運営・維持管理費と料金収入に係る試算によると、現在と同程度の料金水準（水

単価）が本プロジェクト実施後も維持されれば、料金収入によって十分に運営・維持管

理費を賄うことが可能である。 

本プロジェクトの実施に際しての環境社会面での影響は、KMK が環境保全委員会に提

出した本プロジェクトに係る申請書類の審査の結果、影響は小さいと判断され、新規に

建設する深井戸の申請手続きや施設の供用開始後の水質モニタリング等の実施を求めら

れているものの、本プロジェクトの実施についてすでに承認済みである。また、本プロ

ジェクトは、我が国の無償資金協力の制度により、特段の困難なくその実施が可能であ

ると判断する。 

本プロジェクトは、上記のように多大な効果が期待されると同時に広く住民の公衆衛

生の改善と生活の安定に寄与するものであることから、本プロジェクトに対して我が国

の無償資金協力を実施することの妥当性が確認される。 

最後に、本プロジェクトで建設される給水施設の運営・維持管理体制の整備について

は、KMK が責任を持って実施することになる。しかし、上述のとおり「タ」国では従量

料金制に係る経験が少ないことから、本プロジェクトの運営・維持管理体制の整備に当

っては、JICA の技術協力スキームの実施により、従量料金制への円滑な移行を含めて、

KMK の活動を支援することが望まれる。また、このような無償資金協力と技術協力スキ

ームの連携によって、本プロジェクトはより円滑且つ効果的に実施しうるものと考える。 
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写真 1：ピアンジ町内のかんがい水路 
濁ったかんがい水路の水を食器洗い等の生活用水

として日常的に利用している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2：生活用水源の浅井戸 
小口径の鉄管を地面に打ち込んだだけの浅井戸。対

象サイトの主な生活用水源となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3：浅井戸の水 
濁っているだけではなく、水質試験の結果、大腸菌

等で汚染されていることが明らかになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4：ハンドポンプ付き井戸 
道路沿いのハンドポンプ付井戸。住民による維持管

理がされず、故障後は放置されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

写真 5：ボドカナルの既存高架水槽 
100m3と容量が小さいため、水需要の時間変動に対

応できず、ピーク時に空になることが多い。 

 

 

 

 

 

58.84 X 78.55 (35%) 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

写真 6：ボドカナルの既存深井戸（No.5） 
井戸の建設材料が粗悪で、井戸水に砂が混入するた

め、ポンプが頻繁に故障する原因となっている。 



現地写真 

 

 

 

 

 

58.84 X 78.55 (35%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 7：ボドカナルの既存深井戸（No.3） 
井戸から大量の砂を吸い上げた結果、井戸周りの地

盤が陥没し、使用不能となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 8：ボドカナルの既存消毒設備 
さらし粉の溶解槽から井戸への吸引管が目詰まり

しており、正常な消毒処理ができない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 9：ピアンジ町内の漏水状況 
既存の配水管は老朽化のため漏水を生じている。保

守用機材がないため、適切な修理ができない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 10：ピアンジ町内の給水栓 
時間給水で且つ給水圧が低いため、蛇口は常時開放

されており、無駄水の原因になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 11：サルマントイ 1 村の既存高架水槽 
2003 年に井戸ポンプが故障して以来、放置されてお

り、復旧するのは困難と判断される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 12：ボドカナルのワークショップ 
老朽化した電気溶接機が 1 台あるだけで、他の維持

管理用機材はない。工具類も貧弱である。 



現地写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 13：井戸試掘調査 
北部 3 村の水道水源として、サルマントイ 2 村で深

井戸 1 本の試掘調査を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 14：ボーリング調査 
高架水槽を建設するボドカナルの敷地内とサルマ

ントイ 2 村でボーリング調査を実施した。 

 

 

 

 

 

 

58.84 X 78.55 (35%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 15：配管ルート踏査 
本プロジェクトで布設する配水管の予定ルートを

ボドカナル所長とともに踏査し、確認を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 16：ステークホルダーミーティング 
本プロジェクトの実施に係るステークホルダーミ

ーティングを開催し、地元住民の合意を得た。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 17：ホジャンド市水道公社表敬 
従量料金制を導入しているホジャンド水道公社を

訪問して、同制度の内容や問題点等を調査した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 18：ホジャンド市水道公社の水道メーター 
本プロジェクトでも各戸の給水栓に水道メーター

を設置し、従量料金制に移行する。 
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第１章 プロジェクトの背景・経緯 

 

1-1 当該セクターの現状と課題 

1-1-1 現状と課題 

「タ」国の安全な水へのアクセス率は、国全体で58.5%（2008年）である。都市部のア

クセス率は90.7％と比較的高いものの、村落部は47.0％に過ぎない。本プロジェクトの対

象サイトのあるハトロン州は、同国の南西部に位置し、ピアンジ川（アムダリア川の源

流の一つ）を挟んでアフガニスタンと国境を接している。民生の安定が重要な地域であ

るが、開発の遅れにより未給水人口が多い。この原因として、旧ソ連時代に建設された

地下水を水源とする既存給水施設の老朽化に加え、独立後は維持管理が十分に行われて

おらず、稼働していない施設が多いことが挙げられる。ハトロン州では、83の既存給水

施設の内、51施設（約60％）が稼働していない状況にある。このため、ハトロン州の安

全な水へのアクセス率は47％（2006年1月）と全国平均よりも低く、河川水やかんがい用

水等の地表水をそのまま利用している人が多い。また、給水されていても水質に問題が

あることが多く、国家公衆疫学センターによる2004年の全国モニタリング結果では、ハ

トロン州は国家水質基準の不適合率が69.7％と、全国平均の46.2％を大きく上回り、全州

の中で最低となっている。 

1-1-2 開発計画 

「タ」国政府は、2000年に国連のミレニアム宣言に署名し、国連ミレニアム開発目標

（MDGs）を達成するための国家開発計画「National Development Strategy 2007～2015年：

NDS」を策定した。また、給水セクターの計画として、2006年に国家水供給計画「National 

Water Supply Program：NWSP」を策定した。同計画では、給水施設の整備を同国の最重

要課題の一つとして位置付け、2015年までに国民の安全な水へのアクセス率を83％（都

市部97％、村落部74％）に改善する国家目標を掲げている。 

1-1-3 社会経済状況 

「タ」国は、1991年12月にソ連の解体とともに独立国家となった。独立後に勃発した

内戦により1990年代の生産活動は著しく停滞していたが、2002年以降は平均で9％という

高い経済成長率を続けた。「タ」国の産業構造は、第一次産業20.0％、第二次産業20.2％、

第三次産業が59.8％（2012年予測：The World Fact Book）となっている。しかし、輸入依

存度の高い経済構造であるため、2008年のインフレ率が11.8％に達したほか、同年秋の世

界経済危機以降は、主要輸出品であるアルミニウムや綿花の国際価格の急落によって大

きな経済的影響を受けた。同国の GDP は全体で65.2億米ドル、一人当たりの GDP は935

米ドル（2011年）である。貧困率は改善傾向ではあるものの、2009年現在46.7％となお高

い水準にある。 
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1-2 無償資金協力の背景・経緯及び概要 

JICA は「タ」国政府の要請に基づき、ハトロン州の開発重点地区であるハマドニ地区

（人口11.9万人）の給水状況を改善するため、無償資金協力「ハトロン州ハマドニ地区給

水改善計画」（第1次：2007～2009年、第2次：2011～2013年）を実施した。同計画はハ

マドニ地区の給水率の向上と住民の衛生環境の改善に貢献した。しかしながら、ハトロ

ン州全体の給水状況の改善のためには、更なる協力が必要であることから、「タ」国政

府は同州内でも安全な水へのアクセスが極端に低く（2011年で22％）且つアフガニスタ

ンと国境を接するピアンジ県（人口約10万人）を対象とする給水施設の整備につき、2011

年8月に我が国無償資金協力での実施を要請した。 

上記の要請に応えて JICA は、2012年10月に「ハトロン州ピアンジ県における村落給水

に係る情報収集・確認調査」のための調査団を派遣し、①ピアンジ県内の1町59村におけ

る給水施設の整備・運営状況の把握、②今後の協力を優先すべき村落の順位付けや課題

抽出、③無償資金協力としての事業規模を考慮して対象とする町村の絞り込みを行った。

同調査の結果、本プロジェクトの実施に当っては、ピアンジ町に加えて、最大6村落程度

を対象とする事業規模が適切であると判断された。 

1-3 我が国の援助動向 

（１）無償資金協力 

「タ」国の給水分野に対する我が国の無償資金協力の実績は下表のとおりである。 

表1-3-1 我が国無償資金協力の実績（給水分野） 

（単位：億円） 

実施年度 案件名 供与限度額 概要 

2007～2009年 ハトロン州ハマドニ地

区給水改善計画 

10.0 モスクワ町にて水源井戸3本

建設。給水センター向け資材

供与。 

2011～2013年 第二次ハトロン州ハマ

ドニ地区給水改善計画 

7.8 モスクワ町・メハナタバッ

ド・ジャモアットにおける2

村の給水施設改修及び新設。

（２）技術協力 

「タ」国の給水分野に対する我が国の技術協力の実績は下表のとおりである。 

表1-3-2 我が国技術協力の実績（給水分野） 

協力内容 実施年度 案件名／その他 概要 

専門家派遣 2012年度 指導科目：ハトロン州

ハマドニ地区地下水

開発のための専門家

派遣（人数：1名） 

給水センター向け井戸掘削技

術指導（4本） 
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開発計画調査

型技術協力 

2007～2009年度 ハトロン州南部地域

持続的地方飲料水供

給計画調査 

ハトロン州内の8地区におけ

る給水施設の改修及び維持管

理体制の改善に係る計画策

定。農業水道建設公社、州政

府関係者に対する計画策定、

維持管理に関する技術移転。

1-4 他ドナーの援助動向 

給水分野における他ドナーの援助実績は下表のとおりである。 

表1-4-1 他ドナー国・国際機関による援助実績（給水分野） 

（単位：千 US ドル） 

実施年度 機関名 案件名 金額 援助 

形態 

概要 

2013～ 

2016年 

欧州復興開発

銀行（EBRD） 

北部都市給水シ

ステム復旧計画

（第2期） 

16,000

(9,000)

有償 4地方都市での給水施

設改修、料金徴収業務

及び運営体制の改善。

2013～ 

2016年 

同上 ハトロン州給水

システム復旧計

画 

15,000

(7,000)

有償 2地方都市での給水施

設改修、料金徴収業務

及び運営体制の改善。

2012～ 

2015年 

同上 中部都市給水シ

ステム復旧計画 

21,000

(14,000)

有償 4地方都市での給水施

設改修、料金徴収業務

及び運営体制の改善。

2012～ 

2015年 

同上 北部都市給水シ

ステム復旧計画 

23,200

(13,200)

有償 6地方都市での給水施

設整備、維持管理機材

の供与。 

2008～ 

2013年 

同上 南部都市給水シ

ステム復旧計画 

8,000 

(6,000)

有償 3地方都市での水源開

発、給水施設整備、維

持管理機材の供与。 

2008～ 

2011年 

同上 ホジャンド市給

水システム改修

計画（第2期） 

10,400 有償 給水施設の拡充、水道

メーターの100％設

置、運営・維持管理手

法の支援、漏水防止活

動の支援。 

2004～ 

2008年 

欧州復興開発

銀行（EBRD） 

スイス開発協

力機構（SDC） 

ホジャンド市給

水システム改修

計画（第1期） 

5,300 有償 給水施設の改善と取

水施設建設、給水世帯

の30％の水道メータ

ーの設置。 

2002～ 

2006年 

世界銀行 ドゥシャンベ市

給水施設改善計

画 

17,000 有償 給水システムのリハ

ビリと水利用効率の

改善。 

1996～ 

2000年 

UNICEF コミュニティ、学

校給水事業 

不明 無償 ハンドポンプ付浅井

戸3万本の建設。 

注）金額の括弧内は無償ポーション。 
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第２章 プロジェクトを取り巻く状況 

 

2-1 プロジェクトの実施体制 

2-1-1 組織・人員 

（１）住宅サービス公社（KMK） 

本プロジェクトの「タ」国側実施機関は、住宅サービス公社（KMK）である。同公社

は、2012年の大統領令に基づき、首都ドゥシャンベとホジャンド市の大都市を除く同国

の水道事業（都市部及び村落部）を管轄している。KMK は、独立採算を原則とする国営

企業であるが、一方で大統領府直轄の組織として、KMK の総裁には閣僚級の権限が与え

られている。KMK の組織図を図2-1-1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2-1-1 「タ」国住宅サービス公社（KMK）組織図 

（２）ピアンジ・ボドカナル 

本プロジェクトで建設される給水施設の運営・維持管理は KMK 傘下の地域ボドカナル

の一つであるピアンジ・ボドカナルが行う。現在、同ボドカナルは 17 人（所長 1 人、事

務要員 5 人、技術要員 11 人）の職員によってピアンジ町及び隣接する村落の一部に給水

を行っている。現在は既存の給水施設の老朽化などにより、十分な給水サービスを住民

に提供できていないが、給水施設の運転・維持管理や料金徴収等の運営管理については、

経験とノウハウに問題はない。本プロジェクトが実施されると、新しい給水施設が建設
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され、管轄する給水区域も拡大されることになるが、事業の拡大に伴う増員や職員への

教育訓練の実施によって、適切な運営。維持管理が行えるものと判断する。 

2-1-2 財政・予算 

ピアンジ・ボドカナルは KMK の子会社であり、独立採算による運営・維持管理を行っ

ている。収入は料金収入のみであるが、料金の徴収率はほぼ100％である。一方、支出の

内訳は、人件費が45％、動力費（電気、燃料）8％、保守費9％、租税手数料19％（KMK

への上納金8％を含む）、事務所費19％となっている。ここ数年は10～20％程度の粗利益

を出しており、概ね健全な財務状況である。同ボドカナルの過去3年間の財政状況を表

2-1-1に示す。 

表2-1-1 ピアンジ・ボドカナルの財政状況 

（単位：ソモニ） 

項目 2009年 2010年 2011年 備考 

1. 収入 153,773 183,278 262,221 料金収入のみ 

2. 運営・維持管理費 146,310 152,358 229,676  

3. 収支（1-2） 7,463 30,920 32,545  

注）予算年度：1月～12月 

現地調査で収集した2013年度のピアンジ・ボドカナルの水生産計画及び予算計画によ

ると、人件費（社会保険料含む）が全体の経費の約56％、水生産に必要な経費（電気代、

燃料費、薬品費）が約10％、KMK サービス費及び税金が16％、施設の補修費とその他の

経費（事務所経費等）が各々約9％となっている。 

同ボドカナルの現在の職員は17人であり、事業規模を勘案すると概ね適正な要員数で

あると考えられるが、経費全体に占める人件費の割合が56％と突出している。また、経

営努力による経費の縮減が困難な KMK サービス費（上納金）や税金が16％もあり、人件

費とこれら経費で全体の経費の70％以上を占めている。 

「タ」国では電気料金が格安であることから、水生産のための電気代を経費全体の約

4％と低く抑えることが可能である。このため、上記のように人件費が突出した経費の構

成になっているものと考えられる。現在のところピアンジ・ボドカナルは黒字での経営

を行っているが、この経費の構成を勘案すると、本プロジェクトが実施された後も職員

の増加を極力抑え、経費と料金収入がバランスした健全な経営を行う必要がある。 

2-1-3 技術水準 

本プロジェクトで建設される給水施設は、既存の給水施設に比べてその規模は大きく

なるものの、深井戸の地下水を一旦高架水槽に揚水した後、自然流下で市街地に配水す

る基本的な給水システムに変更はない。また、現在のピアンジ・ボドカナルの技術レベ

ルは、既存施設の運転・維持管理については問題なく行える水準に達していることから、
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本プロジェクトで給水施設を建設した場合でも、短期間の指導や訓練を行うことで適正

な施設の運転・維持管理ができるものと判断する。 

2-1-4 既存施設・機材 

ピアンジ町にはピアンジ・ボドカナルが運転管理する既存給水システムがある。旧ソ

連時代の1950～80年代に建設された施設で老朽化が著しい。同システムは、深井戸の地

下水を水源として、一旦、高架水槽に揚水した後、自然流下で市街地に配水している。

しかし、配水管網の通水能力の不足や老朽化によって給水圧の低下や出水不良を生じて

おり、ピアンジ町の人口（約11,000人）の約60％に給水しているに過ぎない。また、水源

の深井戸は老朽化しているだけではなくその構造的欠陥から砂を含んだ水を揚水してお

り、井戸周りの地盤の陥没や井戸ポンプの頻繁な故障の原因となっている。 

ピアンジ町に布設されている既存配水管の延長は約40ｋｍと推定さる。その管種は比

較的管径の大きいもの（100～250ｍｍ）はアスベスト管、40～80ｍｍの配管は鋼管が主

に使用されている。これらの既存の配水管は、ソ連時代に布設されたもので老朽化して

いること、また、アスベスト管は漏水、鋼管は錆こぶによる通水障害があり、漏水の増

加や給水圧の低下を招く原因となっている。 

さらに、ピアンジ町の主要な道路下には配水管が布設されているが、一部の幹線配水

管を除くと、主に50ｍｍ程度の小口径の配管で配水管網が構成されているため、特に、

給水区域の末端では給水圧の低下や出水不良の原因となっている。 

本プロジェクトのもう一つの対象サイトであるピアンジ町の北約5ｋｍに位置する3つ

の村には1960年代に建設された給水システムがある。郡役場（ジョモアット）の運営に

より2003年まで使用されていたが、現在は放棄された状態である。現地調査の結果でも

復旧工事による機能回復は困難であると判断される。 

上記のように、本プロジェクトの対象サイトでは給水サービスを受けられるのはピア

ンジ町の住民の約60％のみであり、対象サイト全体ではわずか27％に過ぎない。現在、

給水サービスのない地区では、給水源として主にハンドポンプ付の浅井戸が使用されて

いるが、これら浅井戸の水は濁っており、細菌の汚染も疑われる非衛生的なものである。

また、住民の多くは集落の中を流れるかんがい用水路の水を食器洗いなどに利用してい

るが、用水路の水は非衛生的で濁りが強く、飲料水以外の生活用水としての利用にも問

題がある。 

2-2 プロジェクトサイト及び周辺の状況 

2-2-1 関連インフラの整備状況 

首都ドゥシャンベから対象サイトのピアンジまでは約200ｋｍ、車で約4時間の行程で

ある。ドゥシャンベからクルガンチュベを経てドゥスティまでは、アフガニスタン国に

通じる幹線道路であり、舗装の状態も良好である。特に、クルガンチュベからドゥステ



 

- 8 - 

ィは日本の援助（無償資金協力）によって改修が行われており、快適な走行が可能であ

る。ドゥスティから先は、一部区間で部分的に舗装が傷んでいるが、定期便の大型バス

も運行しており、通行に問題はない。 

ピアンジ町には食事のできる宿泊施設はない。民宿等の宿舎は比較的清潔であるが水

洗のトイレはない。これらの民宿は警備員もおらず、人の出入りも多いことから、本プ

ロジェクトの工事期間中は、安全確保や盗難防止のため、水道や電力のサービスが利用

できるピアンジ町内に宿舎を設けることが望ましい。 

電力事情は、ピアンジ町では24時間給電されている。数ヶ月に1回程度の停電はあるが、

短時間の停電であり、電力供給に特段の問題はない。一方、ピアンジ町に隣接する村落

は冬季（11月～3月）に計画停電が実施され、1日10時間の給電となる。 

本プロジェクトの対象サイトでは携帯電話及びインターネット（携帯電話の回線を利

用）が利用できる。季節によって、隣国アフガニスタンからの砂嵐の影響で電波事情が

悪くなる場合もあるが一時的なものである。 

2-2-2 自然条件 

（１）気象条件 

ピアンジ町にある観測所（空港）で収集した気象データ（2008年～2012年）によると、

対象サイトの年平均気温は約17℃、年平均降水量は約340mm である。降水量は11月～5

月に集中し、2月がピークとなる。一方、夏季の6月～10月はほとんど雨が降らない。ま

た、夏と冬の気温差と一日の 高気温と 低気温の差が大きい内陸性気候の特徴が認め

られる。 

本プロジェクトの工事への影響としては、6月～8月は 高気温が35℃を超えるため、

日中の作業では熱中症等への対処が必要である。また、5月下旬～9月上旬は日平均気温

が25℃を上回るため、品質管理の観点からコンクリートの打設は涼しい時間帯に行うな

どの配慮が必要である。一方、12月下旬～2月上旬は、日平均気温が4℃以下になるため、

寒中コンクリートあるいは同工事の休止を検討する必要がある。 

2月～6月は比較的強い風が吹く時期であり、風速5.5m/秒（風力4）以上の日が1ヶ月当

り7日～10日程度発生する。この時期の後半は降水量が減ってくることから、土工事の現

場では埃の飛散防止のための散水等の対策が必要である。 

（２）地質条件 

対象サイトは、ピアンジ川右岸の氾濫原に位置しており、起伏の少ない沖積層に覆わ

れている。表層は細粒土（シルト～粘土）であり、高架水槽の建設予定地点であるピア

ンジ・ボドカナルの敷地内とサルマントイ2村で行ったボーリング調査では、各々、7m

と5m の厚さを確認した。これらの表層の下位は、河川によって運ばれた玉石を混入する
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密実な砂礫層であり、高架水槽の基礎の支持層はこの砂礫層に求めることになる。 

一方、配管のためのトレンチ掘削は細粒土が対象となる（ただし、道路の表層部は路

盤材の礫で置換されている）。この細粒土は、乾燥しており自立するため、掘削性は良

いが、飛散による埃の発生に対して対策が必要である。 

（３）水理地質・水質条件 

ピアンジ・ボドカナルの敷地は、砂礫主体の地層であり、本プロジェクトの取水井（深

井戸）で取水を計画している60m 以深も良好な帯水層を形成している。既存井の揚水試

験の結果、50m3/時程度の揚水は十分に可能であり、隣接する他の井戸への影響も軽微（水

位低下30cm 程度）であることを確認した。 

サルマントイ2村で行った試掘井の調査の結果、同サイトは60m 以深において、粘性土

と砂礫の互層となっており、揚水可能水量は上記のボドカナルより少ないものの、20～

30m3/時は揚水可能であると判断される。 

地下水の水質については、現地で化学分析・微生物学的分析を実施し、良好な水質で

あることを確認した。また、農薬の地下水汚染については、サンプルを日本に持ち帰っ

て分析を行ったが、対象サイトで懸念されていた農薬の成分は検出されなかった。 

2-2-3 環境社会配慮 

2-2-3-1 環境影響評価 

2-2-3-1-1 環境社会影響を与える事業コンポーネントの概要 

環境社会配慮調査の対象とした本プロジェクトの計画概要を表2-2-1に示す。また、ピ

アンジ町と隣接3村及び北部3村の給水施設全体配置計画図を各々、第3章の図3-2-1及び図

3-2-2に示す。この他、建設時に使用する主な建設機械及び工事用車輌を表2-2-2、表2-2-3

に示す。 

表2-2-1 環境社会配慮調査の対象とした本プロジェクトの計画概要 

項目 ピアンジ町と隣接 3 村 北部 3 村 

計画目標年次 2020 年 2020 年 

計画給水人口 24,091 人 5,263 人 

給水原単位 150 ﾘｯﾄﾙ/人/日 95 ﾘｯﾄﾙ/人/日 

計画給水量 5,315 m3/日 735 m3/日 

水源 地下水 地下水 

配水システム 高架水槽を用いた自然流下方式 高架水槽を用いた自然流下方式 

浄水システム 塩素剤による消毒 塩素剤による消毒 

配水管網 4 つの独立した配水区に分割 3 つの独立した配水区に分割 

配水管長 全て新設、約 65km 全て新設、約 25km 
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日本側負担 配水本管から水道メータまでの工事 配水本管から水道メータまでの工事 

「タ」国側負担 水道メータから先の蛇口までの工事 水道メータから先の蛇口までの工事 

給水管接続数 4,796 ヶ所 831 ヶ所 

その他 「タ」国側の工事に用いる配管材料は協力対象事業の中で一括して調達 

表2-2-2 使用する主要建設機械 

建設機械 仕様 台数 期間 備考 

ラフテレーンクレーン 25t 1 12.5 ヶ月 バックフォーは配水

管網の工事にも使用

（使用期間は 24 カ

月） 

バックホー 0.28m3 

0.80m3 

3 

1 

15 ヶ月 

2 ヶ月 

コンクリートミキサー 0.2m3 4 13 ヶ月 

トラッククレーン 35t 1 12.5 ヶ月 

表2-2-3 使用する主要工事用車輌 

車輌タイプ エンジン形式 

大積載容量 

台数 

（日 大）

期間 備考 

ダンプトラック ディーゼルエンジン

10t 

1 15 ヶ月 土砂や骨材の運搬に

使用 

クレーン付きトラック ディーゼルエンジン

4t 

1 1 ヶ月 送水管の吊り下げ設

置に使用 

トラック 4t 2 15 ヶ月 配水管の運搬に使用

2-2-3-1-2 ベースとなる環境社会状況 

本プロジェクト対象サイトの環境及び社会の状況は表2-2-4に示すとおりである。 

表2-2-4 本プロジェクトの対象サイトの環境及び社会の状況 

項目 内容 

汚染対策 大気質 本プロジェクトの対象サイトでは大気質の観測は行われていない。

ただし、同サイトには工場等の発生源が少ないことから、現況の大

気質は比較的良好な状態にあると考えられる。 

水質 ピアンジ町には地下水を水源とした既存の給水施設が存在する。ピ

アンジ町の水源である6本の井戸の内、3本は揚水される井戸水に砂

が混じる現象がみられる。また、周辺6村の住民は、居住地に浅井戸

を設けて水源として利用しているが、濁りがあるなど、現況の水質

は良好な状態にない。 

廃棄物 本プロジェクトの対象サイトから発生する廃棄物については、ピア

ンジ県の所有する既設処分場において埋め立て処分されている。 

騒音・振動 本プロジェクトの対象サイトでは騒音・振動の観測は行われていな

い。ただし、同サイトにおける工場等の発生源が少ないことから、

現況の騒音・振動レベルは比較的良好な状態にあると考えられる。
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項目 内容 

自然環境 気象 ピアンジ観測所における過去5年間（2008～2012年）の観測結果（平

均値）をみると、月別の 高気温は42.7℃（8月）、 低気温は-18.8℃

（1月）である。年間平均降水量は約340ｍｍであり、6月から10月に

かけて降雨が少ない。また、月別日 高風速の平均値は4.3ｍ/秒から

6.4ｍ/秒の範囲にある。 

地形・地質 本プロジェクトの対象サイトは、ピアンジ川沿いの平坦地（比高差

10ｍ未満）に位置している。同サイトの地質は、ピアンジ川から供

給された沖積の氾濫原堆積物により構成されている。ボーリング調

査結果によると、地表から深さ5ｍないし7ｍまではシルト層または

礫混じりシルト層、それ以下は砂礫と粘土やシルト混じり砂礫の互

層となっている。 

地下水 ボーリング調査結果によると、本プロジェクトの対象サイトの帯水

層は、砂礫と粘土・シルト混じり砂礫の互層であり、地下水位は地

表から10ｍ未満となっている。 

土壌 本プロジェクトの対象サイトの位置するピアンジ県では、大規模な

かんがいによる綿花栽培が営まれていることから、夏場には表土で

毛細管現象が生じやすく、土壌の塩類集積が進行しているとされて

いる。 

洪水の可能性 本プロジェクトの対象サイトに隣接するメクバル郡では、2004年に

洪水被害が発生している。その後、ピアンジ川の護岸整備が行われ

ている。 

自然保護区 自然保護区や国立公園等は、本プロジェクトの対象サイトには存在

しない。隣接するアフガニスタン国側にImam Sahib (Kunduz) Wildlife 

Managed Reserveが位置しているが、本プロジェクトの対象サイトか

らはピアンジ川を隔てて約5ｋｍ離れている。なお、Imam Sahibは、

Bird Life Internationalにより、IBAs（Important Bird Areas）の一つに挙

げられている。 

生態系 本プロジェクトの対象サイトは、主に市街地、宅地、耕作地及び草

地といった人為的影響がみられる地域であり、野生動物の調査は行

われていない。「タ」国ならびにアフガニスタン国側のImam Sahib 

(Kunduz) Wildlife Managed Reserve に分布情報がみられるIUCN Red 

Listの絶滅危惧種は、以下のとおりであり、主に高山帯や森林帯、河

川や湿地等を好む種があげられている。 

分類 学名 
絶滅危惧種

カテゴリー

哺乳類 Capra falconeri EN 

 Cuon alpinus EN 

 Equus hemionus EN 

 Panthera tigris EN 

 Panthera uncial EN 
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 Acinonyx jubatus VU 

 Gazella subgutturosa VU 

 Ovis orientalis VU 

 Vormela peregusna VU 

鳥類 Vanellus gregarious CR 

 Falco cherrug EN 

 Neophron percnopterus EN 

 Oxyura leucocephala EN 

 Aquila clanga VU 

 Aquila heliacal VU 

 Chlamydotis undulate VU 

 Columba eversmanni VU 

 Haliaeetus leucoryphus VU 

 Marmaronetta angustirostris VU 

 Otis tarda VU 

 Pelecanus crispus VU 

爬虫類 Phrynocephalus strauchi VU 

 Testudo horsfieldii VU 

魚類 Pseudoscaphirhynchus fedtschenkoi CR 

 Aspiolucius esocinus VU 

 Cyprinus carpio VU 

 Luciobarbus brachycephalus VU 

 Luciobarbus capito VU 

昆虫類 Parnassius autocrator VU 

Saga pedo VU 

被子植物 Crataegus darvasica CR 

 Crataegus necopinata CR 

 Pyrus korshinskyi CR 

 Pyrus tadshikistanica CR 

 Swida darvasica CR 

 Zygophyllum darvasicum CR 

 Lonicera paradoxa EN 

 Prunus tadzhikistanica EN 

 Pyrus cajon EN 

 Amygdalus bucharica VU 

 Betula pamirica VU 

 Malus sieversii VU 

被子植物 Rhus coriaria VU 

絶滅危惧種カテゴリー： 
Critically Endangered (CR), Endangered (EN), Vulnerable (VU) 
出典：IUCN, protectedplanet.net, Bird Life International 
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項目 内容 

社会環境 人口等 本プロジェクトの対象サイトは、ハトロン州ピアンジ県ピアンジ町

と周辺6村（シャクマット村、イモン・マシュラボフ村、ハッサンシ

ェロブ村、サルマントイ1村、サルマントイ2村、トゥルディシャイ

ク村）で、2012年の人口は約24,000人である。 

保健・教育施設 本プロジェクトの対象サイトには、病院・診療所6ヶ所、教育施設11

ヶ所（学校入学前の幼児の教育施設2ヶ所を含む）が存在している。

土地利用 本プロジェクトの対象サイトの土地利用は、主に市街地、宅地、耕

作地及び草地である。耕作地では主に綿花が栽培されている。 

下水道 本プロジェクトの対象サイトには、下水道が整備されておらず、ピ

アンジ・ボドカナルがし尿の運搬、処理を行っている。 

産業 本プロジェクトの対象サイトの内、ピアンジ町を除く周辺6村の主要

産業は農業である。ピアンジ町では商業の他、工業や建設業も営ま

れている。 

文化遺産 本プロジェクトの対象サイトには、歴史的・考古学的文化遺産は分

布していない。 

景観 本プロジェクトの対象サイトには、配慮すべき景観資源や眺望点は

分布していない。 

2-2-3-1-3 「タ」国の環境社会配慮制度・組織 

「タ」国の環境影響評価制度は以下の法律と政令により運営されている。 

・環境保護に関するタジキスタン共和国の法律 No.903 (a)；1993年12月27日施行 

・環境審査に関するタジキスタン共和国の法律 No.20；2003年4月22日施行 

・環境影響評価の手順に関するタジキスタン共和国の政令 No.464；2006年10月3日施行 

「タ」国の環境影響評価制度の審査機関は、同国政府の環境保全委員会である。環境

保全委員会は議長のほか、①大気利用・モニタリング局、②水資源利用・モニタリング

局、③水文気象局、④森林・特別保全地域局、⑤総務局により構成されている。環境保

全委員会は、州毎に支部が設置されており、その下に地方事務所が置かれ、開発行為が

環境関連法を遵守して実施されているかどうかを管理する。 

「タ」国の環境影響評価制度プロセスを図2-2-1に示す。すべての開発事業者は、プロ

ジェクトの申請資料を環境保全委員会に提出する必要がある、同委員会は、関連部門と

の協力の下、提出された資料を基にプロジェクトのスクリーニングを実施し、詳細な環

境影響評価手続きが必要か否かを判断する。 

本プロジェクトについては、調査団支援の下、2013年6月に KMK が環境保全委員会へ

申請資料を提出し、同年8月に環境保全委員会より本プロジェクト実施に関する承認を受

けている（承認レターの写しは資料5参照）。 
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図2-2-1 「タ」国の環境影響評価制度プロセス 
出典：環境影響評価の手順に関するタジキスタン共和国の政令 No.464 

2-2-3-1-4 代替案（ゼロオプションを含む）の比較検討 

給水施設の配置に関する代替案としては、対象サイト内の町村毎に給水施設を分離し

て建設する案が考えられる。しかし、給水施設を分離して建設すると、個人が使用して

いる土地を収用しなければならない可能性があり、場合によっては住民移転が生じる可

能性もある。また、環境への影響として、工事中の騒音や粉塵、振動、排水等の環境に

与える影響も各所に分散することとなる。このため、本プロジェクトでは技術や費用、

用地取得面及び環境社会配慮面（工事中の粉じん、騒音・振動等の影響）で優位となる
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給水施設をまとめて建設する案を採用している。また、仮に本プロジェクトが実施され

ない場合には、安全な水が安定的に供給されないことになるため、本プロジェクトの実

施は妥当であると考えられる。 

2-2-3-1-5 スコーピング 

JICA環境社会配慮ガイドラインに基づく本プロジェクトのスコーピング結果は表2-2-5

に示すとおりであった。 

表2-2-5 スコーピング結果 

分類 No 影響項目 
評価結果 

評価理由 
工事中 供用時

汚染対策 1 大気質 B- D 工事中：工事中の建設機械や工事車輌の台数が少

ないことから、排ガスによる影響は小さい。ただ

し、送・配水管網の建設工事に伴う粉じんの発生

が想定される。 

供用時：供用時の大気質への影響はほとんど生じ

ないと想定される。 

2 水質 B- D 工事中：工事中に有害物質を含む排水の放流は想

定されない。ただし、新規井戸のボーリング工事

時に伴う濁水の発生が想定される。 

供用時：給水施設稼働時に水質汚濁物質を引き起

こすような作業は想定されない。 

3 廃棄物 B- D 工事中：送・配水管網の建設工事に伴うアスファ

ルト・コンクリート塊、残土の発生が想定される。

供用時：給水施設稼働時に汚泥等の廃棄物はほと

んど生じないと想定される。 

4 土壌汚染 D D 土壌汚染を引き起こすような作業等は想定されな

い。 

5 騒音・振動 B- D 工事中：送・配水管網の建設工事に伴う騒音・振

動の発生が想定される。 

供用時：施設働による騒音・振動はほとんど生じ

ないと想定される。 

6 地盤沈下 D D 工事中：地盤沈下を引き起こすような作業は想定

されない。 

供用時：サイトの地質は砂礫層が主であり、粘土

層が厚く堆積していないことから、地盤沈下は生

じにくいと考えられる。 

7 悪臭 D D 悪臭を引き起こすような作業等は想定されない。

8 底質 D D 底質へ影響を及ぼすような作業等は想定されな

い。 
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分類 No 影響項目 
評価結果 

評価理由 
工事中 供用時

自然環境 9 保護区 D D プロジェクト対象地内に国立公園や保護区等は存

在していない。 

10 生態系 D D プロジェクト対象地は、既に人為的影響のみられ

る住宅地内の草地や道路であり、生態系への影響

は生じないと考えられる。 

11 水象 D B- 工事中：河川流量や河床の変化を引き起こすよう

な作業は想定されない。 

供用時：地下水の揚水に伴う地下水位の変化の範

囲は限定的と考えられる。 

12 地形・地質 D D 大規模な切土や盛土は計画されていないことか

ら、地形・地質への影響はほとんど生じないと想

定される。 

13 跡地管理 D D 跡地管理が必要となる作業等は想定されない。 

社会環境 14 住民移転 D D 送・配水管網の建設工事及び給水施設の稼働に伴

う住民移転は想定されない。 

15 少数民族・

先住民族 

D D プロジェクト対象地に少数民族・先住民族は居住

していないと考えられる。 

16 生活・生計 B+ B+ 工事中：工事中の地域住民の雇用等が期待される。

供用時：安全な水を安定的に供給することが期待

される。 

17 文化遺産 D D プロジェクト対象地に文化遺産は存在しないこと

から、影響は想定されない。 

18 景観 D D プロジェクト対象地に配慮すべき景観資源や眺望

点は存在しないことから、影響は想定されない。

19 労働環境 

（労働安全

を含む） 

B- C- 工事中：アスベストを含む既設の水道管の扱いに

ついて配慮が必要と考えられる。 

供用時：消毒用塩素の使用時の安全管理状況が不

明である。 

その他 20 事故防止策 B- D 工事中：住宅地内での工事となるため、工事中の

事故に対する配慮が必要と考えられる。 

供用時：給水施設の稼働に伴う事故は想定されな

い。 

A+/-: Significant positive/negative impact is expected. 

B+/-: Positive/negative impact is expected to some extent. 
C+/-: Extent of positive/negative impact is unknown. (A further examination is needed, and the impact could be 

clarified as the study progresses) 
D: No impact is expected. 

2-2-3-1-6 環境社会配慮のＴＯＲ 

スコーピング結果に基づく環境社会配慮調査の TOR を表2-2-6に示す。 
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表2-2-6 本準備調査における環境社会配慮調査の TOR 

環境項目 調査項目 調査手法 

大気質 ① 気象条件の確認 

② プロジェクト対象地近隣の保全対

象施設（住居、学校、病院等）の確

認 

③ 工事中の影響要因 

① 既存資料調査 

② 現地調査 

③ 事業計画内容（工事時間帯、範囲、

建設機械等の種類と稼動台数等）の

確認 

水質 ① 飲用水や地下水の水質 

② 水利用の状況 

③ 工事中の影響要因 

① 既存資料調査、現地調査 

② 現地調査 

③ 事業計画内容 

廃棄物 ① 廃棄物の処理方法 

② 工事中の影響要因 

① 関連機関へのヒアリング、現地調査

② 事業計画内容 

騒音・振動 ① 工事中の騒音・振動規制基準の確認

② プロジェクト対象地近隣の保全対

象施設（住居、学校、病院等）の確

認 

③ 工事中の影響要因 

① 関係機関への質問、ヒアリング 

② 現地踏査 

③ 事業計画内容（工事時間帯、範囲、

建設機械等の種類と稼動台数等）の

確認 

地盤沈下 ① 地下水位および地質状況の確認 

② 供用時の影響要因 

① 既存資料調査、現地調査 

② 事業計画内容（揚水計画内容）の確

認 

悪臭 ① 影響要因 ① 事業計画内容の確認 

底質 ① 影響要因 ① 事業計画内容の確認 

保護区 ① 保護区 ① 関係機関へのヒアリング 

生態系 ① 希少な動植物の分布状況 ① 既存資料調査、関係機関へのヒアリ

ング、現地調査 

水象 ① 地下水位の状況 

② 供用時の影響要因 

① 現地調査 

② 事業計画内容（揚水計画内容）の確

認 

地形・地質 ① 影響要因 ① 事業計画内容の確認 

住民移転 ① 工事箇所における家屋の分布、土地

利用の状況 

② 用地取得手続きの状況 

① 現地調査 

② 関係機関へのヒアリング 

少数民族・先住

民族 

① 少数民族・先住民族の状況 ① 関係機関へのヒアリング 

生活・生計 ① 地下水の利用状況 

② 影響要因 

① 現地調査 

② 事業計画内容の確認 

文化遺産 ① 文化遺産の有無の確認 ① 関係機関へのヒアリング、現地調査

景観 ① 景観の眺望点の有無の確認 ① 関係機関へのヒアリング、現地調査

労働環境（労働

安全を含む） 

① 労働安全対策 

② 影響要因 

① 関連機関へのヒアリング 

② 事業計画内容（既設のアスベスト管

の扱い、消毒施設等）の確認 
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環境項目 調査項目 調査手法 

事故防止策 ① プロジェクト対象地近隣の保全対

象施設（住居、学校、病院等）の確

認 

② 影響要因 

① 現地調査 

② 事業計画内容の確認 

ステークホルダ

ー協議（SHM） 

① 給水計画の概要等の説明と、住民要

望や基本的合意の確認 

① 住民集会の開催状況の確認 

2-2-3-1-7 環境社会配慮調査結果 

環境項目ごとの環境社会配慮調査結果を表2-2-7に示す。 

表2-2-7 環境社会配慮調査結果（予測を含む） 

項目 予測結果 

大気質 工事中 現地調査の結果、送・配水管網の布設工事箇所沿いには家屋のほか、病院・

診療所6ヶ所、教育施設11ヶ所（学校入学前の幼児の教育施設2ヶ所を含む）

の分布が確認された。ビューフォート風力階級によると、5.5ｍ/秒以上の風

速で粉じんが発生するとされている。ピアンジ観測所の気象データより、

本プロジェクトの対象サイトでは年間約18％の割合で5.5ｍ/秒以上の風速

が発生している。特に、6月～10月にかけては、降雨も少ないため、配水管

網の建設工事に伴う粉じんの影響が生じやすいと予測される。このほか、

工事中の建設機械や工事車輌の台数が少なく、工事期間も限られているこ

とから、排ガス（NO2、ＳO2など）による影響は小さいと考えられる。 

供用時 本プロジェクトでは、既存の消毒施設を流用せず、消毒設備室や塩素剤溶

解注入設備を新設することから、施設の稼働に伴う塩素による大気汚染が

生じる恐れは少ないと考えられる。 

水質 工事中 現地調査の結果、北部3村においては村内を流れるかんがい用水路を食器の

洗浄に利用する様子が確認された。本プロジェクトでは、ピアンジ町のほ

か、北部3村の2ヶ所で水源の井戸を設ける計画であるが、新規井戸掘削工

事に伴う濁水の放流先がかんがい用水路とならないような配慮が必要であ

る。 

供用時 現地調査の結果、水源として使用する地下水の水質は、「タ」国の水質基

準を達成しているものの、供用時の揚水に伴う地下水の水質変化について

不確実性が残ると考えられる。このほか、本プロジェクトでは、給水施設

の稼働に伴う排水の放流は計画されておらず、周辺のかんがい水路の水質

の悪化は生じないと考えられる。 

廃棄物 工事中 現地調査の結果、送・配水管網の布設工事箇所では、残土のほか、コンク

リート・アスファルト殻が一部発生すると考えられる。ピアンジ県の道路

維持管理局へヒアリングした結果、道路工事で発生する残土やコンクリー

ト・アスファルト殻についてはピアンジ県の既存の埋め立て処分場で処分

されており、本プロジェクトで発生する残土やコンクリート・アスファル

ト殻についても適切に処分することが可能である。 
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 ＜既設の埋め立て処分場の位置＞ ＜埋め立て処分場の状況＞

供用時 本プロジェクトでは、給水施設の稼働に伴う廃棄物の発生は計画されてお

らず、本事業による影響は生じないと考えられる。 

土壌汚染 工事中 

供用時 

本プロジェクトでは、工事中に土壌汚染を引き起こすような作業は計画さ

れておらず、影響は生じないと考えられる。 

騒音・振動 工事中 本プロジェクトでは、送・配水管の布設工事に際して、既設道路を開削（概

ね幅1.5ｍ×深さ1.5ｍの範囲を掘削）し、埋め戻す計画である。この掘削工

事に伴う騒音レベル（L5）や振動レベル（L10）の予測結果は以下のとおり

であり、布設工事箇所の移動に応じて影響も減少することが予測される。

ただし、現地調査の結果、布設工事箇所沿いには家屋のほか、病院・診療

所6ヶ所、教育施設11ヶ所（学校入学前の幼児の教育施設2ヶ所を含む）の

分布が確認されていることから、工事時間帯を遵守（夜間工事の回避）す

る必要がある。 

掘削箇所からの離隔 騒音レベル（L5） 振動レベル（L10） 

5ｍ 89 53 

10ｍ 83 48 

25ｍ 75 41 

50ｍ 69 34 
 

供用時 本プロジェクトでは、騒音・振動の発生源となる機械類を建屋内に設置す

るほか、既存の設備（バキュームポンプ）よりも騒音・振動の少ない設備

（深井戸用水中ポンプ）を導入する計画であり、影響は生じないと考えら

れる。 

地盤沈下 工事中 本プロジェクトでは、工事中に地盤沈下を引き起こすような作業は計画さ

れておらず、影響は生じないと考えられる。 

供用時 現地調査（ボーリング調査）の結果、水源となる井戸の地質は砂礫層が主

であり、粘土層が厚く堆積していないことから、地下水の揚水に伴う地盤

沈下は生じないと考えられる。 

悪臭 工事中 

供用時 

本プロジェクトでは、悪臭を引き起こすような作業は想定されておらず、

影響は生じないと考えられる。 

底質 工事中 

供用時 

本プロジェクトでは、底質の悪化を引き起こすような作業は想定されてお

らず、影響は生じないと考えられる。 

保護区 工事中 

供用時 

現地調査（環境保全委員会へのヒアリングを含む）の結果、プロジェクト

対象地に国立公園や保護区等は位置しておらず、さらに新たに保護区等と

して指定される計画もないため、影響は生じないと考えられる。 

生態系 工事中 

供用時 

環境保全委員会へのヒアリングした結果、プロジェクト対象地において

IUCNレッドリストの絶滅危惧種の分布情報は得られなかった。現地調査の
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結果、プロジェクト対象地は、絶滅危惧種の生息に適していない市街地や

宅地、草地であることを確認しており、生態系への影響は生じないと考え

られる。 

水象 工事中 本プロジェクトでは、地下水位の変化を引き起こすような作業は想定され

ておらず、影響は生じないと考えられる。 

供用時 本プロジェクトでは、ボーリング調査結果や揚水試験結果を踏まえて揚水

計画を策定しており、地下水の揚水に伴い地表流水や地下水の流れに著し

い影響が生じる恐れは少ないと考えられる。 

ただし、現地調査の結果、本プロジェクトの対象サイトに住む住民は、既

存水道のほか、ハンドポンプ付井戸を利用していることが確認されており、

地下水揚水に伴う地下水位への影響を低減するため、揚水計画で定めた地

下水揚水量を遵守する必要がある。 

地形・地質 工事中 本プロジェクトでは、大規模な切土や盛土は計画されていないことから、

地形・地質への影響は生じにくいと考えられる。 

住民移転 工事中 

供用時 

現地調査の結果、工事エリア内に家屋が存在していないことを確認してお

り、本事業による住民移転は生じないと考えられる。 

少数民族・

先住民族 

工事中 

供用時 

「タ」国の民族は、タジク系（79.9％）、ウズベク系（17.0％）、キルギス

系（1.3%）、ロシア系（1.0％）、その他（0.8%）により構成されている。

現地調査の結果、本プロジェクトの対象サイトに少数民族・先住民族の居

住はみられず、本事業による影響は生じないと考えられる。 

生活・生計 工事中 工事に際して住民の雇用が期待される。 

供用時 施設供用時には、安全な水が安定的に供給されることで、本プロジェクト

の対象サイトの住民の生活は改善される。 

なお、現地調査の結果、本プロジェクトの対象サイトに住む住民は、既存

水道のほか、ハンドポンプ付井戸を利用していることが確認されているが、

本プロジェクトでは水道施設完成後も既存の浅井戸を閉鎖する計画は無

く、住民の生活に対する悪影響は生じないと考えられる。 

文化遺産 工事中 

供用時 

現地調査の結果、本プロジェクトの対象サイトに考古学的、歴史的、文化

的、宗教的に貴重な遺産、史跡等はみられず、本事業による影響は生じな

いと考えられる。 

景観 工事中 

供用時 

現地調査の結果、本プロジェクトの対象サイトに配慮すべき景観資源や眺

望点の分布はみられず、本事業による影響は生じないと考えられる。 

労働環境 工事中 工事中の労働環境については「タ」国の労働法が遵守される。特にアスベ

スト管を含む既設の管は、本プロジェクトの配水管として使用しない計画

である。さらに、新規の配水管を埋設するための掘削工事に際しては、既

設のアスベスト管の布設地域を事前に確認し、アスベスト管を破損しない

ように注意深く掘削すること、また、露出したアスベスト管は、新規配管

を布設後、掘削土でそのまま埋め戻すことにより、工事中の労働者環境へ

の悪影響は生じにくいと考えられる。 

供用時 労働環境については「タ」国の労働法が遵守される。また、本プロジェク

トでは施設供用時における労働災害防止に係る安全設備として、管理棟や

消毒設備室、塩素剤溶解注入設備の新設を計画している。さらに、KMKは
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現況において安全管理作業マニュアルを有しており、引き続きプロジェク

ト関係者へのソフト面での対応が実行されることから、供用時の労働者環

境への悪影響は生じにくいと考えられる。 

事故防止策 工事中 本プロジェクトでは、配水管布設工事に際して、既設道路を開削（概ね幅

1.5ｍ×深さ1.5ｍの範囲を掘削）し、埋め戻す計画である。そのため、道路

幅員が狭い場所では、交通阻害等の社会環境への影響が一時的に生じると

考えられる。 

供用時 給水施設の稼働に伴う事故は特に想定されず、影響は生じないと考えられ

る。 

2-2-3-1-8 影響評価 

環境社会配慮調査結果を踏まえた影響評価結果を表2-2-8に示す。工事中の大気質（粉

じん）、水質（濁水）、廃棄物、騒音・振動、事故防止策、ならびに供用時の地下水の

水質及び水象（地下水位）に若干の影響が生じるものと判断される。 

表2-2-8 影響評価結果 

分類 No 影響項目 

スコーピング時の

影響評価 

調査結果に基づく

影響評価 評価理由 

工事中 供用時 工事中 供用時

汚染対策 1 大気質 B- D B- D スコーピング段階と同様

の評価である。 

2 水質 B- D B- D スコーピング段階と同様

の評価である。 

3 廃棄物 B- D B- D スコーピング段階と同様

の評価である。 

4 土壌汚染 D D D D スコーピング段階と同様

の評価である。 

5 騒音・振動 B- D B- D スコーピング段階と同様

の評価である。 

6 地盤沈下 D D D D スコーピング段階と同様

の評価である。 

7 悪臭 D D D D スコーピング段階と同様

の評価である。 

8 底質 D D D D スコーピング段階と同様

の評価である。 

自然環境 9 保護区 D D D D スコーピング段階と同様

の評価である。 

10 生態系 D D D D スコーピング段階と同様

の評価である。 

11 水象 D B- D B- スコーピング段階と同様

の評価である。 
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12 地形・地質 D D D D スコーピング段階と同様

の評価である。 

13 跡地管理 D D D D スコーピング段階と同様

の評価である。 

社会環境 14 住民移転 D D D D スコーピング段階と同様

の評価である。 

15 少数民族・

先住民族 

D D D D スコーピング段階と同様

の評価である。 

16 生活・生計 B+ B+ B+ B+ スコーピング段階と同様

の評価である。 

17 文化遺産 D D D D スコーピング段階と同様

の評価である。 

18 景観 D D D D スコーピング段階と同様

の評価である。 

19 労働環境 

（労働安全

を含む） 

B- C- D D 工事中：アスベスト管を

含む既設の管は使用しな

い。また掘削工事に際し

ては、既設のアスベスト

管を破損しないように注

意深く掘削すること、ま

た露出したアスベスト管

はそのまま埋め戻すこと

により、工事中の労働者

環境への悪影響は生じな

いと考えられる。 

供用時：本プロジェクト

により管理棟や消毒設備

室、次亜塩素酸ソーダ溶

解注入設備は新設され

る。また、KMKは安全管

理作業マニュアルに基づ

きプロジェクト関係者へ

のソフト面での対応を図

ることから労働者環境へ

の悪影響は生じないと考

えられる。 

その他 20 事故防止策 B- D B- D スコーピング段階と同様

の評価である。 

A+/-: Significant positive/negative impact is expected. 

B+/-: Positive/negative impact is expected to some extent. 
C+/-: Extent of positive/negative impact is unknown. (A further examination is needed, and the impact could be 

clarified as the study progresses) 
D: No impact is expected. 
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2-2-3-1-9 緩和策および緩和策実施のための費用 

影響評価の結果、B もしくは C とされた項目に対し、本プロジェクトの実施段階にお

いて推奨される影響の緩和策を表2-2-9に示す。 

表2-2-9 推奨される影響の緩和策 

No. 影響項目 推奨される緩和策 実施機関 責任機関 費用（US$）

工事中 

1 大気質 ・掘削工事箇所では、散水により粉じん

の発生を防止する。 

工事請負業

者 

KMK 建設費に含

む 

2 水質 ・井戸掘削に伴う泥水は、敷地内に仮設

沈砂池を設けて全て地下浸透させる、

あるいはきれいな上水のみを周辺水路

へ放流する。 

工事請負業

者 

KMK 建設費に含

む 

3 廃棄物 ・道路の開削工事に伴い発生した土砂は、

埋戻し土として現場で再利用する。 

・アスファルト塊等の再利用が困難な廃

棄物は、KMKが指定する既設の処分場

へ運搬し、適切に処分する。 

工事請負業

者 

KMK 建設費に含

む 

4 騒音・振動 ・宅地内では施工計画の工事時間帯を遵

守（夜間工事の回避）する。 

・使用する重機や車両は定期的な点検・

整備を行う。 

・周辺住民から苦情があった場合は工事

請負業者とKMKが対応策を協議し、実

施する。 

工事請負業

者 

KMK 建設費に含

む 

5 事故 ・事前に地域住民へ工事工程等を説明す

るほか、必要に応じて誘導員の配置や

迂回路の案内を行うなど、交通阻害が

生じないように配慮する。 

工事請負業

者 

KMK 建設費に含

む 

供用時 

1 水質 ・水道水の水質監視を行う。 

・仮に基準値より値が超えた場合には、

給水を中断し、その原因を特定する。

その後、必要な処理を施し、基準値内

に排水が収まることを確認した後、給

水を再開する。 

ピアンジ・

ボドカナル

KMK 施設管理費

に含む。 

2 水象 ・地下水揚水量計画を遵守する。 

・水源地周辺の住民より、既存の地下水

利用に関する苦情が出された場合は、

ピアンジ・ボドカナルとKMKが対応策

を協議し、実施する。 

ピアンジ・

ボドカナル

KMK 施設管理費

に含む。 
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2-2-3-1-10 環境管理計画・モニタリング計画 

工事中と供用時のモニタリング計画を各々、表2-2-10、表2-2-11に示す。 

表2-2-10 モニタリング計画案（工事中） 

環境項目 項目 手法 地点 基準等 頻度 責任/実施機関

大気汚染 粉じんの状

況 

目視による

確認* 

住宅地内の

工事箇所 

発生あり/な

し 

常時 

(工事中) 

KMK/ 

工事請負業者 

騒音振動 宅地におけ

る工事時間

帯 の 制 限

（昼間の時

間帯のみ工

事を実施） 

工事時間帯

の記録* 

住宅地内の

工事箇所 

制限あり/な

し 

常時 

(工事中) 

KMK/ 

工事請負業者 

水質 濁水の状況 目視による

確認* 

ボーリング

工事箇所 

流出あり/な

し 

常時 

(工事中) 

KMK/ 

工事請負業者 

社会環境 交通阻害の

状況 

目視による

確認* 

住宅地内の

工事箇所 

交通阻害あ

り/なし 

常時 

(工事中) 

KMK/ 

工事請負業者 

＊ 必要に応じて住民ヒアリングにより情報を補完する。 

表2-2-11 モニタリング計画案（供用中） 

環境項目 項目 手法 地点 基準等 頻度 責任/実施機関

水質 アンモニア 水質分析

による方

法（GOST
335-74） 

水源地の

井戸（ピア

ンジ町と

隣接 3 村

及び北部 3
村） 

1.5mg/l 供 用 開

始後の1
年間（年

2 回） 

KMK/ 
ピアンジ・ボド

カナル 
 硝酸 42mg/l

 亜硝酸 3mg/l

 総硬度 7mEq/l

 蒸発残留物 1000mg/l

 塩化物 350mg/l

 硫化物 500mg/l

 鉄 0.3mg/l

 銅 1mg/l

 亜鉛 5mg/l

 ヒ素 0.005mg/l

 水銀 0.0005mg/l

 ヘキサクロロシクロ

ヘキサン（リンデン） 
0.002mg/l

 DDT（異性体数） 0.002mg/l

 クロム 0.05mg/l

 シアン化合物 0.035mg/l

 モリブデン 0.25mg/l

 鉛 0.03mg/l

 フッ素 1.5mg/l

 アルミニウム 0.2mg/l

 マンガン 0.05mg/l
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 カルシウム 130mg/l

 CaCO3 300mg/l

 マグネシウム 65mg/l

 MgCO3 200mg/l

 ポリリン酸塩 3.5mg/l

 K+Na 20mg/l

 1ml 中の一般細菌 50 個

 大腸菌群 非検出

水象 地下水の状況 地下水位

と揚水量

の計測* 

水源地の

井戸 
計 画 揚 水

量以下 /超
過 

供 用 開

始から1
年間 

KMK/ 
ピアンジ・ボド

カナル 

＊ 必要に応じて住民ヒアリングにより情報を補完する。 

2-2-3-1-11 ステークホルダー協議 

本プロジェクトの実施に関して、2013年5月6日に対象サイト内においてステークホル

ダー協議を開催した（議事録は資料6参照）。同協議の開催状況を表2-2-12に、参加者か

らの意見及び本プロジェクトへの反映状況を表2-2-13に示す。ステークホルダー協議では、

本プロジェクト実施に対する基本的な理解が得られており、参加者からの意見について

も本プロジェクトの計画に反映されている。 

表2-2-12 本プロジェクトに関するステークホルダー協議の開催状況 

項目 内容 

実施日 2013 年 5 月 6 日 

実施者 
ピアンジ・ボドカナル（KMK） 

※調査団は全ての住民協議に同席した。 

実施場所 
トゥルディシャイク村、サルマントイ村、ハッサンシェロブ村、イモン・マシュラ

ボ村、シャクマット村の 5 ヶ所で開催。 

実施手法 住民集会 

参加者 

本プロジェクトの対象サイトのマハラ（村議会議長）及び住民 

トゥルディシャイク村：23 名、サルマントイ村：21 名、ハッサンシェロブ村：11 名、

イモン・マシュラボ村：12 名、シャクマット村：約 40 名 

※資料 6 の参加者リストに名前を記載していない参加者もみられた。 

協議内容 

・給水計画の説明 

・従量制の水道料金の導入、環境のネガティブインパクト 

・意見交換 

備考：ステークホルダー協議に出席した各村のマハラ 

・トゥルディシャイク村 Mr. NAZVIEV Pirmsko 

・サルマントイ村 Mr. KURBONOV. A  

・ハッサンシェロブ村 Mr. IMOMOV. R 

・イモン・マシュラボ村 Mr. NAZAROV. M 
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表2-2-13 ステークホルダー協議参加者からの意見とプロジェクトへの反映状況 

参加者からの意見 プロジェクトへの反映状況 

我々はこのプロジェクトの重要性を理解し、プロ

ジェクト実施を歓迎する。 

－ 

工事中の地域住民の雇用をお願いしたい。 本プロジェクトでは、工事中に地域住民の雇用が

期待できる。 

配水管については新設して欲しい。 本プロジェクトでは、配水管は新設する計画であ

る。 

住民の生活改善につながるプロジェクトである。

井戸や高架水槽を作る場合、無償で土地を提供し

たい。 

－ 

給水施設ができた場合、現在使用している水は水

質が悪いため、使用できなくした方が良い。 

→この意見に対しては、同席していたマハラより、

地域で決めるべき話であるとの回答あり。 

本プロジェクトでは水道施設完成後も既存の浅井

戸を閉鎖する計画は無い。 

2-2-3-2 用地取得・住民移転 

本プロジェクトは主に既存敷地内で実施する計画であり、住民移転は生じない計画で

ある。ピアンジ町と隣接3村の新規井戸や高架水槽の建設予定地は、ピアンジ・ボドカナ

ルの既存敷地内を利用する計画であり、用地取得は生じない。北部3村の新規井戸や高架

水槽の建設予定地は、郡役場（ジャモアット）の既存敷地（旧給水施設跡地）を利用す

るほか、必要な揚水量を確保するため旧給水施設跡地から離れた耕作跡地を使用する計

画である。 

この耕作跡地の使用者は、2003年まで使用されていたジョモアットの旧給水施設の職

員（現在、旧給水施設跡地の管理を行っている）であり、井戸を建設する場合は無償で

土地を提供したいとの申し出を受けている。なお、この耕作跡地の使用に要する手続き

に関するピアンジ県土地管理委員会支所へのヒアリング結果は次のとおりであり、今後、

KMK により同国国内手続き及び JICA 環境社会配慮ガイドラインに沿って用地所得手続

きが進められる計画である。 

・「タ」国の土地は全て国有地であるが、井戸建設予定地の現況土地利用が農地、果

樹園、放牧地である場合、土地管理法に基づく手続きが必要である。 

・土地使用者の同意がある場合、ピアンジ・ボドカナルからピアンジ県土地管理委員

会支所へ申請（申請費用は1,000ソモニ）し、現在の土地使用者に令状が達して掘削

が許可されるまで数週間が必要である。 

・土地使用者の同意が無い場合は、土地管理委員会（中央機関）の判断を要するため、

手続きに数ヶ月を要する。 

・使用者の同意がある場合、代替地は特に準備されない。使用者が代替地を必要とす

る場合は、ピアンジ県が無償で提供する。 
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2-3 その他 

「タ」国では水汲みは主に児童や女性の労働である。現在、本プロジェクトの対象サ

イトで給水サービスのあるのは、ピアンジ町と隣接する一部村落のみであり、水道施設

がない地区の住民は、長時間の水汲み労働を強いられている。本プロジェクトは、この

ような未給水地区を解消して給水率を100％に改善するとともに各戸給水栓による24時

間の給水サービスを提供することで水の運搬距離の短縮し、児童や女性の水汲み労働の

軽減に配慮した計画とする。 
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第３章 プロジェクトの内容 

 

3-1 プロジェクトの概要 

（１）上位目標とプロジェクト目標 

「タ」国政府は、国家水供給計画（NWSP）に基づき、国民の安全な水へのアクセス率

を2015年までに83％（都市部97％、村落部74％）に改善する国家目標を掲げている。こ

の中で本プロジェクトは、ハトロン州ピアンジ県ピアンジ町及び隣接する6村を対象に、

給水施設の整備を行うことにより、安全な水にアクセスできる人口の増加を図り、もっ

て「タ」国の上位目標である住民の生活環境・衛生状況の改善に寄与することを目的と

する。 

（２）プロジェクトの概要 

本プロジェクトは、上記目標を達成するために給水施設の建設と機材の調達を行うと

ともに、同施設の運営・維持管理体制の整備を実施することとしている。これにより、

本プロジェクトの対象サイトであるピアンジ町を含む1町6村の給水施設が整備されると

ともに、適切な施設の運営・維持管理が行われることが期待される。この中において、

協力対象事業は、給水施設の建設と保守管理用機材の調達を、「タ」国側は、建設工事

の一部と運営・維持管理体制の整備を行うものとする。 

本プロジェクトで計画されている必要な投入及び活動、プロジェクトの目標を達成す

るために期待される成果は以下のとおりである。 

１）投入 

＜日本側＞ 

【施設建設】 

ピアンジ町と隣接3村： 

① 水源施設 

・取水井 φ200mm×96.0m×4本（1井当り能力：56m3/時） 

・井戸ポンプ 4台（清水用水中モーターポンプ） 

② 送水施設 

・送水管 SGPWφ100～300mm×0.5km 

③ 消毒設備 

・塩素剤溶解注入設備 1式 

④ 給配水施設 

・高架水槽 1,800m3×1基（高さ20m） 

・配水管 PVCφ75～250mm×65km 

・給水装置 4,796ヶ所（給水管、水道メーター） 

・消火栓 16ヶ所 
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⑤ 建屋 

・管理事務所 1棟 

・井戸管理棟 1棟 

・消毒設備室 1棟（井戸管理棟に併設） 

北部3村： 

① 水源施設 

・取水井 φ200mm×90.5m×2本（1井当り能力：30m3/時） 

・井戸ポンプ 2台（清水用水中モーターポンプ） 

② 送水施設 

・送水管 SGPWφ100mm×0.2km 

③ 消毒設備 

・塩素剤溶解注入設備 1式 

④ 給配水施設 

・高架水槽 250m3×1基（高さ20m） 

・配水管 PVCφ75～150mm×25km 

・給水装置 831ヶ所（給水管、水道メーター） 

・消火栓 1ヶ所 

⑤ 建屋 

・井戸管理棟 1棟 

・消毒設備室 1棟（井戸管理棟に併設） 

【機材調達】 

・クレーン付きカーゴトラック 1台 

・ピックアップトラック 1台 

・小型バックホー・ローダー 1台 

・エンジン溶接発電機 1台 

・水中サンドポンプ 1台 

・アスファルトカッター 1台 

・電気溶接機 1台 

・保守管理用工具類 1式 

・配管材（給水管、蛇口等） 1式 

【人材】 

・コンサルタント会社（本邦法人） 

・請負業者（本邦法人及び現地業者） 

＜「タ」国側＞ 

【施設建設】 

・ピアンジ・ボドカナル敷地内の既存送水管切回し工事 

・給水管の接続工事の内、日本側が設置する水道メーターより先の民地内の工事 
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・集合住宅に給水するための増圧ポンプの設置工事 

【人材】 

・KMK のカウンターパート 

・ピアンジ・ボドカナルのカウンターパート 

・ピアンジ・ボドカナルの職員（所長、技術要員、事務要員、集金人） 

・現地請負業者（送水管切回し工事、給水管接続工事、増圧ポンプ設置工事） 

【ローカルコスト】 

・「タ」国側分担工事に関する費用 

・KMK のプロジェクト運営管理費用 

・ピアンジ・ボドカナルのプロジェクト運営管理費用 

・工事用輸入資機材の免税措置に関する費用 

・その他、我が国の無償資金協力で負担されない一切の費用 

２）活動 

【給水施設の建設】 

・給水施設の工事を行う。 

【機材の調達】 

・保守管理用機材の調達を行う 

【運営・維持管理体制の整備】※ 

・ピアンジ・ボドカナルの要員（技術要員、事務要員、集金人）の雇用を行う。 

・上記要員に対する施設の運転・維持管理、運営管理に係る教育訓練を行う。 

・従量料金制に合致した料金表の制定、料金徴収体制の整備を行う。 

※上記の活動を支援するため JICA の技術協力プロジェクトを実施する予定。 

３）成果 

・対象サイトの1町6村に給水施設が整備される。 

・KMK 及びピアンジ・ボドカナルによって給水施設の適切な運営・維持管理が行わ

れる。 
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3-2 協力対象事業の概略設計 

3-2-1 設計方針 

（１）基本方針 

本プロジェクトは、「タ」国政府と調査団との合意に基づいて、ハトロン州ピアンジ

県の県庁所在地であるピアンジ町と隣接3村及びピアンジ町の北約5ｋｍに位置する3つ

の村の1町6村を対象サイトとし、同地域の住民の安全な水へのアクセスを改善する。 

本プロジェクトの「タ」国側実施機関は、住宅サービス公社（KMK）である。本プロ

ジェクトで建設される給水施設の運営・維持管理は、KMK 傘下のピアンジ・ボドカナル

が行う。 

本プロジェクトでは、要請に基づき、深井戸の地下水を水源とする給水システムを建

設する。取水した地下水は、塩素消毒を行った後、高架水槽に一旦貯留し、自然流下で

配水する。住民へは各戸給水栓（水道メーター付）によって給水する。 

無償資金協力による協力対象事業では、上記の給水施設の建設と保守管理用機材の調

達を行う。一方、同給水施設の工事の内、①ピアンジ・ボドカナルの敷地内の既存送水

管の新設送水管への接続工事（切回し工事）、②給水管の接続工事の内、日本側が設置

する水道メーターより先の民地内の工事及び集合住宅に対する増圧ポンプの設置工事、

③建設される給水施設の運営・維持管理に必要な体制の整備は「タ」国側の責任及び費

用負担によって行われるものとする。 

協力対象事業で実施する給水施設の工事及び保守管理用機材の調達は、本邦請負業者

が行うものとし、現地技術者や作業員の雇用等により限られた投入で 大限の効果が得

られる実施体制とする。施工監理及び機材の調達監理は、本邦コンサルタントが実施し、

協力対象事業に係る品質監理や工程監理等を行う。 

（２）自然環境条件に対する方針 

１）気象条件 

対象サイトの年平均降水量は約340ｍｍと少なく、本プロジェクトの主要工事である配

管のためのトレンチ掘削やコンクリート構造物の構築等に係る作業効率に大きな影響は

ないと判断される。一方、対象サイトは12月～2月が厳冬期となり、コンクリートの打設

が困難となる。同期間については品質管理の観点からコンクリート工事は休止するもの

とし、この休止期間を反映した工程計画とする。対象サイトにおいて比較的強い風の吹

く時期（2月～6月）については、土工事での埃の飛散を防止するため、散水等の対策を

講じるものとする。 

２）地質条件 

本プロジェクトの高架水槽の建設予定地であるピアンジ・ボドカナルの敷地内とサル



 

- 33 - 

マントイ2村で行ったボーリング調査の結果、各々、深さ7ｍと5ｍ以深に N 値50以上の砂

礫層が確認されていることから、高架水槽の建設に当っては、これらの砂礫層を支持層

として計画する。なお、同砂礫層は大量の地下水が賦存する帯水層であり、開削による

工事は困難であると判断されるため、基礎形式は杭基礎とする。配管のためのトレンチ

掘削は、対象サイト内の土質条件及び掘削深度から土留め等の対策は必要ないと判断さ

れるため、掘削面に適切な法勾配を考慮した素掘りとする。 

３）水理地質・水質条件 

本プロジェクトの水源である深井戸の建設予定地域で行った揚水試験の結果に基づい

て、ピアンジ・ボドカナルの敷地内は60m3/時、サルマントイ2村は30m3/時程度の揚水能

力を持つ深井戸を計画する。水質分析の結果、これら深井戸の地下水は良好な水質であ

ることが確認されているため、特段の浄水処理は行わず、塩素剤による消毒処理のみを

行うものとする。 

（３）社会経済条件に対する方針 

本プロジェクトの対象サイトの一つであるピアンジ町はピアンジ県の県庁所在地であ

り、県役場、病院、学校、市場、銀行、警察、軍などの公共施設や政府機関が集中して

いる。また、農産物をはじめとする物資の集散地であり、ピアンジ県の経済活動の中心

地となっている。ピアンジ町に隣接する3つの村（シャクマット村、イモン・マシュラボ

フ村、ハッサンシェロブ村）は、対象サイト内の幹線道路沿いに位置しており、現在は

農業や畜産によって生計を立てる世帯が多いものの、今後はピアンジ町の発展に伴って

都市部としての開発が進むものと推察される。 

一方、ピアンジ町の北約5ｋｍに位置する北部3村（サルマントイ1村、サルマントイ2

村、トゥルディシャイク村）は、ほぼ全世帯が農業で主な生計を立てており、今後も暫

くは農村としての発展に留まるものと考えられる。本プロジェクトの給水計画の策定に

当っては、ピアンジ町と隣接3村は「都市部」、北部3村は「村落部」に分類し、KMK の

ガイドラインに従って各々の給水原単位を適用する。 

対象サイトの居住形態は、ピアンジ町内に10棟程度の集合住宅があるものの、概ね戸

建住宅であり、2～3世帯の同居（1戸当り5～11人が居住）が一般的である。本プロジェ

クトでは、配水管網の各地点で10ｍ以上の給水圧を確保するものとして計画する。この

ため、戸建て住宅では十分な給水圧が得られるものと考えられるが、集合住宅の高層階

では給水圧が不足する恐れがある。集合住宅でこのような給水圧の不足が生じる場合に

は、「タ」国側の負担で増圧ポンプを設置するなどの対策を講じるものとする。 

（４）建設事情／調達事情に対する方針 

１）関連法規、基準・規格 

「タ」国では施工に係る関連法規や設計に係る独自の基準・規格については未だ整備
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の途上にある。このため、ドナーの支援による各プロジェクトでは、ソ連時代に使用さ

れていた GOST や SNiP 等の基準の他に ISO 等の国際的な標準基準・規格が利用されてい

る。水道事業の計画や運営に関する基準としては「上水道実施ガイドライン（Guideline on 

the Implementation of Drinking Water Supply Project in Tajikistan）」が SDC（スイス開発協

力機構）と UNDP の協力により策定され、2009年10月に法令 No.307として施行されてい

る。同ガイドラインには、施設設計に係る基礎的事項（給水原単位、配管径の選定、消

毒剤の注入量等）、組織運営や経営などの項目が含まれている。 

本プロジェクトを実施する場合、使用する資機材のほとんどは輸入品であり、ISO 等の

国際標準規格に準じた資機材を調達することになる。従って、本プロジェクトでは「タ」

国の関連法規がある場合にはそれを尊重しつつ、原則として ISO 等の国際標準規格や同

基準に準拠した我が国の基準・規格（JIS 等）に沿って施設の設計、資機材の調達及び施

工を行うものとする。 

２）資機材調達の難易 

本プロジェクトの主要な建設資機材は、セメント、鉄筋、配管材料（塩ビ管、鋼管、

弁類、水道メーター等）、消毒設備等である。これらの資機材の内、セメントについて

は「タ」国内で製造している他、国内のマーケットでパキスタン製やイラン製のセメン

トが調達可能であり、その品質や供給にも問題はない。鉄筋については、同国では製造

していないが、ロシア製の鉄筋が国内のマーケットで調達できる。 

配管材料については、国内のマーケットでトルコ製の塩ビ管（100mm 以下）が入手で

きるが、まとまった数量の配管材料を調達するのは困難である。また、直管以外の各種

継手材の入手が難しいため、本プロジェクトの配管材料を「タ」国内で調達するのは困

難である。その他、消毒設備等についても「タ」国内での調達は困難である。このため、

本プロジェクトでは、セメントと鉄筋以外の工事用資機材、消毒設備等は、日本あるい

は第三国からの調達とする。 

３）労働力の水準 

「タ」国では大規模な建設工事に対応できる現地業者は少ない。また、現地の技術者

（エンジニア）は現場での経験が少なく技術力も低い。さらに、専門的な技能を持つ作

業員（大工、鉄筋工、配管工、機械工等）についても、他国へ出稼ぎに出る者が多く、

「タ」国内では十分な技能を持つ作業員を雇用するのは難しい状況にある。このため、

本プロジェクトでは、現地の技術者や作業員のみでは不足する技術面を補い、所定の品

質を確保するため、日本の請負業者の技術者や日本人技能工を現地に派遣して工事を実

施するものとする。また、事業費の積算では、上記の労働力の水準を勘案して、歩掛り

の割増し等の調整を行うものとする。 

（５）現地業者の活用に対する方針 

「タ」国では、基礎工事（現場打ち杭）やさく井工事等の特定の工事を行う専門業者
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はいるものの、各種の建設工事を一括で請負える業者は少ない。また、自前で建設機械

や技術者を揃えられる業者もほとんどいないのが現状である。このため、本プロジェク

トでは、現地業者をサブコントラクターとして活用する形態ではなく、日本の請負業者

が現地の技術者や作業員を直接雇用し、直営で工事を行う体制を採用する。ただし、前

述の基礎工事やさく井工事の専門業者については、工期の短縮や事業費の縮減の観点か

らその活用を検討する。 

（６）運営・維持管理に対する対応方針 

１）運営・維持管理組織 

本プロジェクトで建設される給水施設の運営・維持管理は KMK の監督の下、ピアン

ジ・ボドカナルが行う。本プロジェクトの給水施設は、既存施設のあるピアンジ町に加

えて、同町の北約 5ｋｍにある村落の 2 ヶ所に建設される。また、24 時間の給水サービ

スを予定しているため、技術職員（運転員）の増員が必要である。運転員の勤務体制を

昼間と夜間の 2 シフト、また、施設の規模を考慮して、1 シフト当りの要員配置をピアン

ジ町 2 人、北部の村落 1 人とすると、合計で 6 人の運転員が必要であり、現在の運転員 4

人に追加して 2 人の増員が必要である。その他の保守管理や消毒作業については本プロ

ジェクトの実施後も現在の職員で対応可能である。 

一方、運営面に関しては、現在は定額制の料金制度を採用しているため、集金人1人当

り、毎月約800世帯の集金業務を行っているが、本プロジェクトの実施に伴って従量料金

制に移行すると、水道メーターの検針が新たに作業として加わるため、（従量料金制が

導入されているホジャンド市水道公社の実績に倣うと）集金人1人当りの担当は500世帯

程度になるものと考えられる。本プロジェクトの供用開始当初（2017年）の契約件数は

約5,600世帯と推定されることから、11人の集金人が必要であり、現在の2人の集金人に加

えて9人の増員が必要になる。 

上記のように本プロジェクトでは、現在のピアンジ・ボドカナルの職員に追加して運

転員 2 人、集金人 9 人の計 11 人の増員が必要であり、施設の供用開始後は総勢 28 人の

体制となる。増員する職員の雇用については、技術職員、事務職員とも業務内容や要求

される技術水準を勘案すると、ピアンジ町及びその周辺地域から必要な人員を確保でき

るものと判断する。 

２）初期操作・運用指導 

本プロジェクトの給水施設の建設に関連して請負業者が調達する井戸ポンプや消毒設

備等の機器単体の操作方法は、竣工時に請負業者の技術者が「タ」国側（ピアンジ・ボ

ドカナルの技術要員及び KMK のエンジニア）に指導を行うものとする。一方、給水施設

全体の運転・維持管理、運用については、技術職員に対して建設された施設を実際に運

転しながら暫くの期間（ 低3ヶ月程度）指導を継続し、習熟のための教育訓練が必要で

ある。また、事務職員についても、供用開始前に従量料金制や料金徴収に係る教育訓練
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を実施するとともに、供用開始後も暫くはモニタリングを継続して、必要に応じて追加

的な指導を行う必要がある。 

上記のように、技術職員及び事務職員の教育訓練は、施設の竣工前後に一定の期間指

導を継続する必要があるため、実施時期に制約のある無償資金協力の「ソフトコンポー

ネント」でこれらの指導を行うのは難しいものと判断される。従って、本プロジェクト

の実施に伴うピアンジ・ボドカナルの技術職員及び事務職員の教育訓練は、JICA の技術

協力スキームを活用して、無償資金協力と技術協力スキームの連携によって実施される

ものとする。 

（７）施設・機材等のグレードの設定に係る方針 

本プロジェクトの給水施設や調達機材は以下の条件に合致したグレードとする。 

① 対象サイトの気象条件下で十分な耐久性を有すること。 

② 本邦請負業者の技術者の指導・管理の下、「タ」国の技術者や作業員で施工可能な

工法や仕様であること。 

③ ピアンジ・ボドカナルの有する知識・スキルで運転・維持管理ができること。 

④ 給水サービスの質（水量、水質、水圧、給水時間等）について住民がその利便性を

十分に認識でき且つ水道料金の支払いに係る住民の合意が形成できること。 

⑤ 運転・維持管理の費用が安く且つ住民が支払い可能な料金水準で給水サービスが提

供できること。 

（８）工法／調達方法、工期に係る方針 

１）工法／調達方法に係る方針 

本プロジェクトの施工では、特殊な工法は採用せず、現地の建設事情や技術レベルを

勘案して、一般的な建設機械と人力の併用によって工事を行うものとする。また、現地

の技術者や作業員、資機材を 大限に活用できる方法とし、対象サイトで雇用機会の創

出を図るものとする。 

２）工期の設定に係る方針 

本プロジェクトの工事は、高架水槽等のコンクリート工事、配水管の布設工事（約90km）

及び事務所や井戸管理棟などの建築工事から成る。本プロジェクトの工期の設定に当っ

ては、休日や降雨日等を勘案した作業休止係数、各種工事の1日当り施工量や適切な編成

数を勘案して必要工期を算定し、その中のクリティカルパスに基づいて工期の設定を行

うものとする。なお、対象サイトは12月～2月が厳冬期でコンクリートの打設が困難とな

ることから、同期間はコンクリート工事を休止するものとして工程計画を策定する。 
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3-2-2 基本計画（施設計画／機材計画） 

3-2-2-1 全体計画 

本プロジェクトに係る当初の「タ」国側要請内容及び現地調査時に調査団と「タ」国

側で協議し、合意された内容を基に、現地踏査、自然条件調査（既存井戸調査、物理探

査、試掘調査、地盤調査、水質調査、地形測量）、社会条件調査等で得られたデータや

情報の解析等を通じて、本プロジェクトの目的を達成するための 適且つ合理的な事業

計画、施設・機材計画を策定した。同計画を表3-2-1に示す。 

表3-2-1 本プロジェクトの事業計画と施設・機材計画 

項目 
事業計画、施設・機材計画 

ピアンジ町と隣接3村 北部3村 

1. 給水区域 ・ピアンジ町 

・シャクマット村 

・イモン・マシュラボフ村 

・ハッサンシェロブ村 

・サルマントイ1村 

・サルマントイ2村 

・トゥルディシャイク村 

2. 目標年次 2020年 

・本プロジェクトの計画施設完工後3

年として設定。 

同左 

3. 給水人口 24,091人 

・ピアンジ町と隣接3村の人口増加率

2.9％（2007年16,607人→2012年19,166

人）を用いて2020年の給水人口を推

定。 

5,263人 

・北部3村の人口増加率1.0％（2007

年4,642人→2012年4,860人）を用いて

2020年の給水人口を推定。 

4. 給水原単位 150ﾘｯﾄﾙ/人/日 

・KMK のガイドラインに沿って都市

部150ﾘｯﾄﾙ/人/日、村落部95ﾘｯﾄﾙ/人/

日を採用するが、ピアンジ町に隣接

する3村は都市としての発展が期待

されることから150ﾘｯﾄﾙ/人/日を採用

する。 

95ﾘｯﾄﾙ/人/日 

・KMK のガイドラインに沿って村落

部の95ﾘｯﾄﾙ/人/日を採用する。 

5. 給水量 5,315m3/日 

・給水人口24,091人、原単位150ﾘｯﾄﾙ/

人/日と、有効率85％、負荷率80％と

して計算。 

735m3/日 

・給水人口5,263人、原単位95ﾘｯﾄﾙ/人

/日と、有効率85％、負荷率80％とし

て計算。 

6. 水源 深井戸：4本（新設） 

・井戸の運転時間は24時間とする。

深井戸：2本（新設） 

・井戸の運転時間は夏季24時間、冬

季は計画停電のため10時間とする。

7. 施設建設予定地 新設井戸：ピアンジ・ボドカナルの

敷地内に4井。 

高架水槽：ピアンジ・ボドカナルの

敷地内に1基。 

新設井戸：郡役場の所有する既存井

戸の敷地内に1本、同敷地の西約100m

の地点に1本。 

高架水槽：上記の既存井戸の敷地内

に1基。 
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8. 施設計画 【水源施設】 

・取水井（新設） 4本

・井戸ポンプ 56m3/時×4台

【送水施設】 

・送水管 φ100～300mm×0.5km

【消毒設備】 

・溶解槽（攪拌機付） 2基

・注入ポンプ 2台

【給配水施設】 

・高架水槽 1,800m3×1基

・配水管 φ75～250mm×65km

・給水管（メーター共） 4,796ヶ所

・消火栓 16ヶ所

【建屋】 

・管理事務所 1棟

・井戸管理棟/消毒設備室 1棟

【水源施設】 

・取水井（新設） 2本

・井戸ポンプ 30m3/時×2台

【送水施設】 

・送水管 φ100mm×0.2km

【消毒設備】 

・溶解槽（攪拌機付） 2基

・注入ポンプ 2台

【給配水施設】 

・高架水槽 250m3×1基

・配水管 φ75～150mm×25km

・給水管（メーター共） 831ヶ所

・消火栓 1ヶ所

【建屋】 

・井戸管理棟/消毒設備室 1棟

9. 機材計画 ・クレーン付きカーゴトラック 1台 

・ピックアップトラック 1台 

・小型バックホー・ローダー 1台 

・エンジン溶接発電機 1台 

・水中サンドポンプ 1台 

・アスファルトカッター 1台 

・電気溶接機 1台 

・保守管理用工具類 1式 

・配管材 1式 

10. 運営・維持管理計画 ・KMK 傘下のピアンジ・ボドカナルが村落部を含めて対象サイトの1町6村

に建設される給水施設の運営・維持管理を行う。 

・24時間給水による給水サービスを提供する。 

・料金制度を現行の定額制から従量料金制に移行する。 

・上記の24時間給水及び従量料金制への移行に必要な要員を確保する。 

・独立採算を基本とする事業運営を行う。 

・同ボドカナルの技術要員、事務要員、集金人の教育訓練、従量料金制に対

応した料金表の開発、料金徴収体制等の整備を JICA の技術協力プロジェク

トで実施する予定。 

上記の表の内容に関して、施設・機材計画の詳細、要請内容から変更となった理由及

び代替案の検討経緯等については次項で詳述する。 
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3-2-2-2 施設計画 

（１）基本計画 

本プロジェクトの基本計画は、現地調査時に「協議議事録」及び「テクニカルノート」

で「タ」国側と調査団の間で確認、合意した内容に従って以下のとおりとする。 

１）計画給水区域 

本プロジェクトの計画給水区域は、ピアンジ町及び近隣の6村（シャクマット村、イモ

ン・マニュラボフ村、ハッサンシェロブ村、サルマントイ1村、サルマントイ2村、トゥ

ルデンシャイク村）とする。なお、本プロジェクトの給水施設は上記の町村の位置、地

形条件等を勘案して以下の2つの地区に分割して計画を策定する。 

＜ピアンジ町と隣接3村＞ 

・ピアンジ町 

・シャクマット村 

・イモン・マニュラボフ村 

・ハッサンシェロブ村 

＜北部3村＞ 

・サルマントイ1村 

・サルマントイ2村 

・トゥルデンシャイク村 

２）目標年次と計画給水人口 

本プロジェクトの計画目標年次は2020年（竣工後3年）とする。計画給水人口は、各町

村の2007年の人口と現地調査で入手した 新のデータである2012年の人口から人口増加

率を算定し計画目標年次2020年の人口を以下のとおり推定する。 

＜ピアンジ町と隣接3村＞ 

・人口  2007年 2012年 

ピアンジ町 9,053 11,022 

シャクマット村 3,430 3,671 

イモン・マニュラボフ村 1,753 2,073 

ハッサンシェロブ村 2,371 2,400 

合計 16,607 19,166 

・人口増加率： 年率2.9% 

・計画給水人口： 19,166×(1+0.029)8＝24,091人 

＜北部3村＞ 

・人口  2007年 2012年 

サルマントイ1村 2,203 1,923 
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サルマントイ2村 844 1,254 

トゥルデンシャイク村 1,595 1,683 

合計 4,642 4,860 

・人口増加率： 年率1.0% 

・計画給水人口： 4,860×(1+0.010)8＝5,263人 

３）給水原単位 

本プロジェクトの計画給水原単位は KMK のガイドラインに従って以下のとおりとす

る。ただし、ピアンジ町に隣接する3村（シャクマット村、イモン・マニュラボフ村、ハ

ッサンシェロブ村）は、今後、都市部としての発展が期待されていることから都市部の

給水原単位（150ﾘｯﾄﾙ/人/日）を採用する。 

・都市部： 150ﾘｯﾄﾙ/人/日（各戸給水栓、浴室あり） 

・村落部： 95ﾘｯﾄﾙ/人/日（各戸給水栓、外水栓) 

なお、「タ」国で従量料金制を採用しているホジャンド市ボドカナルから得た情報に

よると、同ボドカナルの管轄区域内の集合住宅5棟（居住者数1,165人）の水道メーターで

計測された1ヶ月間の使用水量（2013年5月分）は5,992m3/月であった。同水量から給水原

単位を推定すると165.9ﾘｯﾄﾙ/人/日となる。 

ホジャンド市は「タ」国の第2の都市で、本プロジェクトの対象サイトであるピアンジ

町に比べて生活水準が高いことや下水道が整備されて水洗トイレ等の水利用機器が普及

していることを勘案すれば、本プロジェクトで採用する上記の都市部の給水原単位（150

ﾘｯﾄﾙ/人/日）は妥当であると判断する。 

４）計画給水量 

給水施設の規模を決定する計画給水量の内、一日平均水使用量は、上記２）の計画給

水人口（給水率は100％とする）に３）の給水原単位を乗じて算定する。一日平均給水量

と一日 大給水量は、各々、有効率0.85、負荷率0.80として算定する。また、配水管の設

計に必要となる時間 大給水量については「タ」国に時間係数に係る基準がないため「水

道施設設計指針・解説（2000年）日本水道協会」の同係数の推定式を使用して算定する。 

＜ピアンジ町と隣接3村＞ 

・一日平均水使用量 ＝ 計画給水人口×給水原単位 

 ＝ 24,091人×150ﾘｯﾄﾙ/人/日÷1,000 

 = 3,614m3/日 

・一日平均給水量 ＝ 一日平均水使用量÷有効率（＝0.85） 

 ＝ 3,614m3/日÷0.85 

 ＝ 4,252m3/日 

・一日 大給水量 ＝ 一日平均給水量÷負荷率（＝0.80） 
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 = 4,252m3/日÷0.80 

 = 5,315m3/日 

・時間 大給水量 ＝一日 大給水量÷24時間×時間係数（＝1.85）※ 

 ＝ 5,315m3/日÷24×1.85 

 ＝ 410m3/時 

 ※時間係数＝2.7445×（一日 大給水量÷24）-0.0728 

＜北部3村＞ 

・一日平均水使用量 ＝ 計画給水人口×給水原単位 

 ＝ 5,263人×95ﾘｯﾄﾙ/人/日÷1,000 

 = 500m3/日 

・一日平均給水量 ＝ 一日平均水使用量÷有効率（＝0.85） 

 ＝ 500m3/日÷0.85 

 ＝ 588m3/日 

・一日 大給水量 ＝ 一日平均給水量÷負荷率（＝0.80） 

 = 588m3/日÷0.80 

 = 735m3/日 

・時間 大給水量 ＝一日 大給水量÷24時間×時間係数（＝2.14）※ 

 ＝ 735m3/日÷24×2.14 

 ＝ 65.5m3/時 

 ※時間係数＝2.7445×（一日 大給水量÷24）-0.0728 

５）計画取水量と取水井の能力 

＜ピアンジ町と隣接3村＞ 

当該地区の一日 大給水量（＝5,315m3/日）を新設する取水井から取水する。井戸の

適揚水量を50～60m3/時、井戸ポンプの運転時間を24時間とすると井戸の計画取水量、所

要能力及び必要な井戸の本数は以下のとおりである。 

・計画取水量： 222m3/時（＝5,315m3/日÷24） 

・井戸本数： 4本 

・井戸能力： 56m3/時（56×4本＝224 m3/時＞222） 

＜北部3村＞ 

当該地区の水源も取水井から取水する地下水とする。同地区は冬季（11月～3月）に計

画停電が実施され、給電時間が1日10時間に制限される。計画取水量の算定に当っては、

夏季の一日 大給水量に対する単位時間当りの取水量30.6m3/時（＝735m3/日÷24）に比

べて冬季の一日平均給水量に対する取水量58.8m3/時（＝588m3/日÷10）の方が大きいた

め、井戸の計画取水量、所要能力及び必要な井戸の本数は冬季の値を持って決定する。 
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井戸の 適揚水量を20～30m3/時、井戸ポンプの運転時間を10時間とすると井戸の計画

取水量、所要能力及び必要な井戸の本数は以下のとおりである。 

・計画取水量： 58.8m3/時（＝588m3/日÷10） 

・井戸本数： 2本 

・井戸能力： 30m3/時（30×2＝60m3/時＞58.8） 

６）給水方法 

＜ピアンジ町と隣接3村＞ 

ピアンジ町と隣接3村には、本プロジェクトで新しい給水システムを建設し、24時間給

水による給水サービスを住民に提供する。同地区の取水井及び高架水槽はピアンジ・ボ

ドカナルの敷地内に新設する。既存の配水管は老朽化しており、通水能力も不十分であ

るため、原則として使用しないものとし、本プロジェクトで配水管網を新設する。 

当該地区の給水区域は、その地形条件や標高を勘案して、①ピアンジ町北部、②ピア

ンジ町南部、③シャクマット村、④イモン・マシュラボフ及びハッサンシェロブ村の4つ

の独立した配水区（ブロック）に分割して給水する。各ブロックには高架水槽から直送

する配水幹線を布設する。 

住民は各戸給水栓によって給水を受けるものとし、新設する配水管から各戸までの給

水装置（サドル分水栓、給水管、止水栓、水道メーター、蛇口等）を設置する。給水装

置の工事は、配水管から水道メーターまでを日本側が、水道メーターより先の民地側を

「タ」国側の負担で実施するものとする。 

＜北部3村＞ 

現地調査の結果、北部3村の既存給水施設の復旧は困難であると判断されるため、同地

区には本プロジェクトで新しい給水システムを建設し、24時間給水による給水サービス

を住民に提供する。当該地区の取水井はサルマントイ2村の既存給水施設の敷地内及び同

敷地の西側約100m の地点に新設する。高架水槽は上記の既存給水施設の敷地内に建設す

る。 

既存の配水管は老朽化や通水能力の不足のため、本プロジェクトで配水管網を新設す

る。当該地区の給水区域は、その地形条件や標高を勘案して、①サルマントイ1村、②サ

ルマントイ2村、③トゥルディシャイク村の3つの独立したブロックに分割して給水する。

各ブロックには高架水槽から直送する配水幹線を布設する。 

住民は各戸給水栓によって給水を受けるものとし、新設する配水管から各戸までの給

水装置（サドル分水栓、給水管、止水栓、水道メーター、蛇口等）を設置する。給水装

置の工事は、配水管から水道メーターまでを日本側が、水道メーターより先の民地側を

「タ」国側の負担で実施するものとする。 

７）浄水方法 
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本プロジェクトの水源は60m 以深の帯水層から取水する水質の良い地下水であること

から、浄水処理は塩素消毒のみとする。使用する塩素剤は「タ」国で調達可能な高度さ

らし粉あるいは次亜塩素酸ナトリウム（粉末）を使用する。取水井から高架水槽に送水

する送水管に注入ポンプを用いて同塩素剤の溶液を圧入する。 

８）施設配置計画 

上記の検討結果に基づくピアンジ町と隣接3村及び北部3村の給水施設（取水井、送水

管、高架水槽、配水幹線、配水管等）の全体配置計画を各々、図3-2-1及び図3-2-2に示す。 
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（２）概略設計 

本プロジェクトの水道施設の概略設計に当たっては、「水道施設設計指針・解説（日

本水道協会、2000年）」「水道事業実務必携（全国簡易水道協議会、平成24年度版）」

等の関連する設計基準に準拠した設計を行う。また、資機材の仕様については、JIS（日

本工業規格）もしくは ISO（国際標準化機構規格）に合致したものを選定する。 

本プロジェクトで建設する給水施設の設計条件及び規模は以下のとおりである。 

＜ピアンジ町と隣接3村＞ 

１）取水井 

ピアンジ町と隣接3村の水道用水源としてピアンジ・ボドカナルの敷地内に取水井（深

井戸）を建設する。 

【設計条件】 

・地質条件 GL-7～-49m 及び GL-52～-90m 付近に良好な帯水層が存在す

る。細砂を含有するため、揚水により井戸内へ細砂を引き込

まないよう留意する。 

・取水帯水層 基本的には汚染のリスクが少ない下部帯水層からの取水とす

るが、掘削状況に応じて、上部帯水層からの取水も考慮する。 

・計画取水量 222m3/時（＝5,315m3/日÷24時間） 

・井戸本数 4本 

・井戸能力 1井当り56m3/時（56×4＝224m3/時＞222） 

【施設規模】 

・井戸口径 200mm 

・井戸深度 GL-96.0m 

・掘削口径 350mm 

・掘削深度 GL-101.5m 

・ケーシング 200mm（鋼製） 

・スクリーン 200mm×38.5m、巻き線型 

２）井戸ポンプ 

上記の取水井から地下水を取水し、ピアンジ・ボドカナルの敷地内に新設する高架水

槽へ送水する。 

【設計条件】 

・ポンプ動水位 EL=350.0m 

・ポンプ設置位置 EL=340.0m 

・高架水槽流入高 EL=394.0m（高架水槽 HWL=393.5m） 

・揚水管 φ100mm、L=35m（地上部10m 含む） 
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・送水管 φ150mm～300mm、L=470m 

・流速係数 110（SGPW 管） 

・計画取水量 56m3/時×4台 

・損失水頭 3.59m～4.76m 

・全揚程 48.76m（＝394.0m－350.0m＋4.76m） 

【施設規模】 

・井戸ポンプ 0.94m3/分×49m×15kW×4台（清水用水中モータポンプ） 

・付属品 仕切り弁、逆止弁、空気弁、圧力計、流量計 

３）送水施設 

井戸ポンプによって揚水された地下水を高架水槽へ送水するための送水管を布設する。

なお、既存送水管の新設送水管への接続（切り回し）は「タ」国側負担工事とする。 

【施設規模】 

・送水管： SGPWφ150mm×160m（JIS10K フランジ接続） 

 SGPWφ250mm×120m（JIS10K フランジ接続） 

 SGPWφ300mm×190m（JIS10K フランジ接続） 

４）塩素剤溶解注入設備 

取水された地下水の消毒を行うため、高度さらし粉あるいは次亜塩素酸ソーダ（粉末）

の溶液を注入ポンプで注入する。 

【設計条件】 

・処理水量 5,315m3/日 

・注入率 1～3mg/l（平均1.5mg/l） 

・有効塩素濃度 60%（高度さらし粉／次亜塩素酸ソーダ） 

・溶解濃度 3% 

・比重 1.05 

・注入量 5,315×1.5×（100/60）×（1/1.05）×（1/24）×（100/3）÷1,000 

 = 17.6ﾘｯﾄﾙ/時 

【施設規模】 

・塩素溶解槽 1,000ﾘｯﾄﾙ×2槽（攪拌機付） 

・中間貯留槽 200ﾘｯﾄﾙ×1槽 

・注入ポンプ 17.6ﾘｯﾄﾙ/時×2台（1台予備） 

５）高架水槽 

取水井からの送水量と配水量の時間変動を調整するとともに所定の給水圧を確保する

ためにピアンジ・ボドカナルの敷地内に高架水槽を建設する。 

【設計条件】 
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・容量 一日 大給水量（5,315m3/日）の8～12時間分 

・有効水深 3～6m 

【施設規模】 

・高架水槽 1,800m3×1基、高さ20m、有効水深5.5m、RC 造 

 夜間及び早朝（午後9時～午前5時）の水需要がほとんどない

時間帯を勘案して、8時間分（5,315m3/日÷24×8時間＝

1,772m3）の貯水量を確保する。 

・付属設備 保守管理用ラダー、水位計（圧力式）、避雷針 

６）建屋 

各建屋は、設置する設備の大きさやピアンジ・ボドカナルの技術要員、事務要員の配

置を勘案して以下の規模とする。 

【施設規模】 

・事務所 1棟（17.5m×9.0m） 

・井戸管理棟 1棟（9.0m×6.5m） 

・消毒設備室 1棟（井戸管理棟に併設） 

７）場内付帯施設 

夜間の運転・保安用の外灯を設置するとともに建屋の屋内照明設備、排水の処理施設

を設ける。 

【施設規模】 

・外灯 水銀灯200W 

・室内照明 蛍光灯及び白熱灯 

・排水設備 簡易浄化槽、排水管、マンホール、浸透桝 

８）配水管 

高架水槽から市街地に給水するための配水管を布設する。 

【設計条件】 

・管種 埋設部は水道用硬質塩化ビニル管（VP 管）、水路横断・橋梁

部等の露出配管は水道用亜鉛引き鋼管（SGPW）を使用する。 

・流速係数 塩ビ管の流速係数は C=130とする。 

・給水圧 給水区域内の各地点で 低1.0kgf/cm2（0.1MPa）の給水圧を確

保する。 

・時間 大給水量 410m3/時（時間係数=1.85） 

・管径 水理計算に基づいて所定の給水圧が得られるように管径を定

める。配水管網を構成する管の口径は 低100mm とする。 

・配水区 地形条件や標高を勘案して4つの独立した配水区（ブロック）
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に分割する。各ブロックには高架水槽から直送する配水幹線

を布設する。 

・埋設深度 配水管の埋設深度（土被り）は1.00m とする。 

【施設規模】 

・配水幹線 ピアンジ町北部用：φ250mm×1.10km 

 ピアンジ町南部用：φ150mm×0.16km 

 シャクマット村用：φ200mm×0.75km 

 イモン・マシュラボフ村用：φ250mm×1.96km 

・配水管 φ75mm～250mm×61km 

 管径、距離及び各地点での給水圧は巻末の水理計算書参照 

・流量計 高架水槽内で各配水幹線に設置（ウォルトマン型） 

・付帯設備 制水弁、空気弁、排泥弁 

９）給水装置 

住民へ給水するための給水装置（各戸給水栓）を設置する。 

【設計条件】 

・給水方法 各戸給水を原則とする。給水管は配水管からサドル付分水栓

を用いて分岐し、水道メーターを経由して各戸に給水する。 

・設置数 当該地区の全世帯を対象とする。協力対象事業では下記の計

画目標年次の想定世帯数に接続できる配管材料を調達する。

ただし、接続工事は竣工年における世帯数とする。 

 竣工年（2017年）： 4,796世帯 

 計画年次（2020年）： 5,226世帯 

【施設規模】 

・給水管 PVCφ15mm～25mm×119.9km 

・水道メーター φ15mm（直読式）×5,226個 

・蛇口 φ15mm×5,226個 

・その他配管材 エルボ、ソケット、チーズ、止水栓、他 

１０）消火栓 

当該地区の主要公共施設の近傍に防火用の消火栓を設置する。 

【施設規模】 

・消火栓 単口消火栓φ65mm×16ヶ所 

＜北部3村＞ 

１）取水井 

北部3村の水道用水源としてサルマントイ2村の既存給水施設の敷地内及び同敷地の西



 

- 50 - 

側約100m の地点に取水井（深井戸）を建設する。 

【設計条件】 

・地質条件 GL-5～-29m、GL-44～-59m 及び GL-76～-84m 付近に良好な帯

水層が存在する。細砂を含有するため、揚水により井戸内へ

細砂を引き込まないよう留意する。 

・取水帯水層 基本的には汚染のリスクが少ない下部帯水層からの取水とす

るが、掘削状況に応じて、上部帯水層からの取水も考慮する。 

・計画取水量 58.8m3/時（＝588m3/日÷10時間） 

・井戸本数 2本 

・井戸能力 1井当り30m3/時（30×2＝60m3/時＞58.8） 

【施設規模】 

・井戸口径 200mm 

・井戸深度 GL-90.5m 

・掘削口径 350mm 

・掘削深度 GL-96.0m 

・ケーシング 200mm（鋼製） 

・スクリーン 200mm×16.5m、巻き線型 

２）井戸ポンプ 

上記の取水井から地下水を取水し、サルマントイ2村の既存給水施設の敷地内に新設す

る高架水槽へ送水する。 

【設計条件】 

・ポンプ動水位 EL=346.0m 

・ポンプ設置位置 EL=336.0m 

・高架水槽流入高 EL=386.0m（高架水槽 HWL=385.5m） 

・揚水管 φ80mm、L=35m（地上部10m 含む） 

・送水管 φ100mm、L=185m 

・流速係数 110（SGPW 管） 

・計画取水量 30m3/時×2台 

・損失水頭 8.27m～9.82m 

・全揚程 49.82m（＝386.0m－346.0m＋9.82m） 

【施設規模】 

・井戸ポンプ 0.50m3/分×50m×5.5kW×2台（清水用水中モータポンプ） 

・付属品 仕切り弁、逆止弁、空気弁、圧力計、流量計 

３）送水施設 

井戸ポンプによって揚水された地下水を高架水槽へ送水するための送水管を布設する。 
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【施設規模】 

・送水管： SGPWφ100mm×185m（JIS10K フランジ接続） 

４）塩素剤溶解注入設備 

取水された地下水の消毒を行うため、高度さらし粉あるいは次亜塩素酸ソーダ（粉末）

の溶液を注入ポンプで注入する。 

【設計条件】 

・処理水量 588m3/日（588÷10時間＝58.8m3/時） 

・注入率 1～3mg/l（平均1.5mg/l） 

・有効塩素濃度 60%（高度さらし粉／次亜塩素酸ソーダ） 

・溶解濃度 3% 

・比重 1.05 

・注入量 588×1.5×（100/60）×（1/1.05）×（1/10）×（100/3）÷1,000 

 = 4.7ﾘｯﾄﾙ/時 

【施設規模】 

・塩素溶解槽 500ﾘｯﾄﾙ×2槽（攪拌機付） 

・中間貯留槽 200ﾘｯﾄﾙ×1槽 

・注入ポンプ 4.7ﾘｯﾄﾙ/時×2台（1台予備） 

５）高架水槽 

取水井からの送水量と配水量の時間変動を調整するとともに所定の給水圧を確保する

ためにサルマントイ2村の既存給水施設の敷地内に高架水槽を建設する。 

【設計条件】 

・容量 一日 大給水量（735m3/日）の8～12時間分 

・有効水深 3～6m 

【施設規模】 

・高架水槽 250m3×1基、高さ20m、有効水深4.5m、RC 造 

 夜間及び早朝（午後9時～午前5時）の水需要がほとんどない

時間帯を勘案して、8時間分（735m3/日÷24×8時間＝245m3）

の貯水量を確保する。 

・付属設備 保守管理用ラダー、水位計（圧力式）、避雷針 

６）建屋 

各建屋は、設置する設備の大きさを勘案して以下の規模とする。 

【施設規模】 

・井戸管理棟 1棟（9.0m×6.5m） 

・消毒設備室 1棟（井戸管理棟に併設） 



 

- 52 - 

７）場内付帯施設 

夜間の運転・保安用の外灯を設置するとともに建屋の屋内照明設備、排水の処理施設

を設ける。 

【施設規模】 

・外灯 水銀灯200W 

・室内照明 蛍光灯及び白熱灯 

・排水設備 排水管、マンホール、浸透桝 

８）配水管 

高架水槽から市街地に給水するための配水管を布設する。 

【設計条件】 

・管種 埋設部は水道用硬質塩化ビニル管（VP 管）、水路横断・橋梁

部等の露出配管は水道用亜鉛引き鋼管（SGPW）を使用する。 

・流速係数 塩ビ管の流速係数は C=130とする。 

・給水圧 給水区域内の各地点で 低1.0kgf/cm2（0.1MPa）の給水圧を確

保する。 

・時間 大給水量 65.5m3/時（時間係数=2.14） 

・管径 水理計算に基づいて所定の給水圧が得られるように管径を定

める。配水管網を構成する管の口径は 低100mm とする。 

・配水区 地形条件や標高を勘案して3つの独立した配水区（ブロック）

に分割する。各ブロックには高架水槽から直送する配水幹線

を布設する。 

・埋設深度 配水管の埋設深度（土被り）は1.00m とする。 

【施設規模】 

・配水幹線 サルマントイ1村用：φ150mm×0.17km 

 サルマントイ2村用：φ150mm×0.05km 

 トゥルディシャイク村用：φ150mm×0.52km 

・配水管 φ75mm～150mm×24km 

 管径、距離及び各地点での給水圧は巻末の水理計算書参照 

・流量計 高架水槽内で各配水幹線に設置（ウォルトマン型） 

・付帯設備 制水弁、空気弁、排泥弁 

９）給水装置 

住民へ給水するための給水装置（各戸給水栓）を設置する。 

【設計条件】 

・給水方法 各戸給水を原則とする。給水管は配水管からサドル付分水栓

を用いて分岐し、水道メーターを経由して各戸に給水する。 
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・設置数 当該地区の全世帯を対象とする。協力対象事業では下記の計

画目標年次の想定世帯数に接続できる配管材料を調達する。

ただし、接続工事は竣工年における世帯数とする。 

 竣工年（2017年）： 831世帯 

 計画年次（2020年）： 856世帯 

【施設規模】 

・給水管 PVCφ15mm～25mm×20.8km 

・水道メーター φ15mm（直読式）×856個 

・蛇口 φ15mm×856個 

・その他配管材 エルボ、ソケット、チーズ、止水栓、他 

１０）消火栓 

当該地区の主要公共施設の近傍に防火用の消火栓を設置する。 

【施設規模】 

・消火栓 単口消火栓φ65mm×1ヶ所（郡役場前） 

3-2-2-3 機材計画 

（１）全体計画 

本プロジェクトでは、給水施設の建設に加えて、同施設の保守管理や給水管の接続工

事に必要となる機材や工具類を調達する。また、本プロジェクトは2017年の竣工を予定

しているが、その後、同年から計画目標年次（2020年）までに増加する給水人口に対応

するため、新規接続希望世帯への給水栓の接続工事に必要な配管材（サドル分水栓、給

水管、水道メーター、蛇口等）も合わせて調達する。 

１）機材選定の基本方針 

調達する機材、工具類及び配管材は、本プロジェクトで建設する給水施設の運営・維

持管理を行うピアンジ・ボドカナルに配備あるいは供与する。これらの資機材は下記の

方針に従って選定する。 

① ピアンジ・ボドカナルの、人員、技術力、保有資機材等を勘案して選定する。 

② 同組織の施工能力向上の効果が見込まれ且つ汎用性が高いこと。 

③ 給水施設の保守管理及び給水管の接続工事に必要な数量であること。 

④ 故障し難いこと。現地でスペアパーツの調達ができること。 

⑤ 対象サイトの気象条件（ 高気温40℃、 低-20℃）に適応した機材であること。 

２）調達機材計画 

① 保守管理・工事用車輌 

現在、ピアンジ・ボドカナルは施設の維持管理のための車輌を保有しておらず、日
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常の業務に支障を生じている。このため、本プロジェクトの実施後の保守管理や新規

の給水管の接続工事に必要となる以下の車輌を調達するものとする。 

・クレーン付カーゴトラック 

・ピックアップトラック 

・小型バックホー・ローダー 

② 工事用機械 

給水施設の保守管理及び給水管の接続工事に必要な以下の機械を調達する。これら

の機械の内、ピアンジ・ボドカナルは簡素なワークショップに電気溶接機を所有して

いるが、同溶接機は老朽化が進んでおり更新の必要があるため調達機材に含めるもの

とする。 

・エンジン溶接発電機 

・水中サンドポンプ 

・アスファルトカッター 

・電気溶接機 

③ 工具類 

給水管接続工事に必要な以下の基本ツールを調達する。ピアンジ・ボドカナルの所

有する工具は老朽化や破損しているものが多く、その種類も限られているため、それ

らの工具も含めて更新する。数量については、ピアンジ・ボドカナルのワークショッ

プと北部3村の給水施設に常備するもの、トラックやピックアップに搭載し、現場で使

用するものを考慮して算定する。 

・パイプネジ切り機 

・パイプバイス 

・パイプレンチ 

・チェーントング 

・コーナーレンチ 

・コンビネーションレンチセット 

・モンキーレンチ 

・ラチェットレンチセット 

・電気工具セット 

・エンジニアリング工具セット 

・電動ディスクグラインダー 

・電動高速カッター 

④ 配管材 

本プロジェクトの給水管の設置箇所数は、竣工年の2017年で5,627世帯、計画目標年

次2020年は455世帯増加して6,082世帯になるもと推定される。本プロジェクトでは水道
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メーターより先の民地側は「タ」国負担工事となるが、「タ」国側の同工事に必要な

5,627世帯分の配管材と、竣工後の給水管接続用としてサドル付分水栓を含む455世帯分

の配管材を日本側で調達する。 

・サドル付分水栓 

・水道管用亜鉛めっき鋼管 

・硬質塩化ビニル管 

・鋼製エルボ 

・樹脂製チーズ 

・蛇口 

（２）機材計画 

１）主要機材 

本プロジェクトで調達する主な機材の仕様、数量及び使用目的は下表のとおりである。 

表3-2-2 主要機材リスト（機材） 

機材名 仕様 数量 使用目的 

1. クレーン付き

カーゴトラッ

ク 

2WD 平ボディートラック 

大積載量：4t 

空車時 大クレーン容量：2.93t×2.6m 

大作業半径：9.8m 

大地上揚程：11.4m 

ブーム長さ・形式：約10m, 4段油圧伸縮式 

1台 井戸のメンテナンス

時に水中ポンプや揚

水管の揚げ降ろしを

行う。配管工事の際に

配管材や工事用機材

を運搬する。 

2. ピックアップ

トラック 

形状：ダブルキャビン 

トランスミッション：5速マニュアル 

動輪：4WD（パートタイム4WD も可） 

1台 日常の給水施設保守

管理業務や料金徴収

業務で使用する。 

3. 小型バックホ

ー・ローダー 

足回り：ホイール型 

バックホーバケット幅：600mm 

フロントローダー：平積1.0m3 

走行速度： 高40km/時 

1台 新設管の布設や既存

管の修理・補修工事な

どの掘削作業で使用

する。 

4. エンジン溶接

発電機 

適用溶接棒：2.0～3.2mm 

エンジン：水冷ディーゼルエンジン 

出力：直流溶接用電源（30～280A） 

交流電源：10kVA, 50Hz, 3相, 380V 

ホルダー及びターミナル付キャプタイヤ 

38sq×20m 

1台 鋼管（SGP 管）の補修

に使用する。現場で電

気工具の電源として

使用する。 

5. 水中サンドポ

ンプ 

口径：150mm 

全揚程：10m 以上 

動力：単相200V あるいは三相400V, 50Hz, 

9kW 程度 

排水ホース：50m 巻き 

1台 漏水修理の際の排水

に使用する。 
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6. アスファルト

カッター 

大切断深さ：150mm 以上 

切断深度調節装備：手動スクリュー式 

走行方式：半自動式 

1台 給水管の接続工事等

で道路舗装を切断す

るのに使用する。 

7. 電気溶接機 適用溶接棒：1.6～6.0mm 

電源：220V, 50Hz 

出力：直流溶接用電源（30～300A） 

1台 ボドカナルの修理工

場で各種の補修作業

に使用する。 

２）工具類 

給水施設の日常の保守管理業務に使用する工具類として以下のものを調達する。 

表3-2-3 調達工具類 

品名 仕様 数量 

1. パイプねじ切り機 オスタ形（ねじ切能力 1/4～1 1/4インチ） 

替刃チェーザ：15A～20A、25A～32A 

4台 

2. パイプバイス 適応サイズ：1/8～6インチ 

チェーン型 

パイプ支持台：1台 

4台 

3. パイプレンチ 600mm 8丁 

4. パイプレンチ 300mm 8丁 

5. チェーントング くわえられる管呼び寸法：15A～32A 8丁 

6. コーナーレンチ くわえられる管呼び寸法：15A～32A 6丁 

7. コンビネーションレンチセット 07, 08, 10, 12, 13, 14, 17, 19mm 4組 

8. ラチェットレンチセット 07, 08, 10, 12, 13, 14, 17, 19mm 2組 

9. モンキーレンチ 幅：7～19mm 2丁 

10. 電気工具セット ラジオペンチ、強力ニッパ、電工ペンチ、 

ピンセット、ツマミドライバー、 

ドライバー（+）No.0・No.1・No.2、 

ドライバー（-）4mm・5mm、 

ナット回し5.5BOX、ハンダこて、 

ハンダ吸取線、こて先クリーナー、 

ヤニ入りハンダ、ハンダクリーナー、 

やすり（平丸・平）、ソルだーアシスト、 

カッターナイフ、キャリングバック 

2セット 

11. エンジニアリング工具セット ソケット（6角）、ソケット（12角）、 

ラチェットハンドル（371）、 

エクステンションバー（321（150mm）） 

スパナセット、ロングめがねレンチ（45°）、 

モンキーレンチ、ペンチ、 

コンビネーションキャプタイヤ、 

貫通ドライバー (+) (-)、 

コンビネーションハンマー、 

六角棒 L 形レンチセット 

2セット 
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12. 電動ディスクグラインダー 電源：50Hz, 220V, 単相 

ディスク直径：10cm 前後 

ディスク：切断用、研磨用各10枚 

2台 

13. 電動高速カッター 電源：50Hz, 220V, 単相 

ディスク直径：300mm 前後 

ディスク：10枚程度 

2台 

３）配管材 

給水管接続工事に使用する配管材として以下のものを調達する。 

表3-2-4 調達配管材 

品名 仕様 数量 

1. サドル分水栓 150×25A 

100×25A 

75×25A 

20個 

122個 

85個 

2. 水配管用亜鉛めっき鋼管 15A 8,110m 

3. 硬質塩化ビニル管 呼び径13 

呼び径25 

65,370m 

4,540m 

4. 鋼製90°エルボ 15A 12,164個 

5. 樹脂製チーズ 呼び径13×13 

呼び径25×25 

6,082個 

227個 

6. 樹脂製ソケット 呼び径13 

呼び径25 

13,074個 

908個 

7. 樹脂製径違いソケット 呼び径25×13 455個 

8. 樹脂製エルボ 呼び径13 

呼び径25 

13,529個 

454個 

9. 樹脂製金属入給水栓ソケット 呼び径13 

呼び径25 

6,082個 

227個 

10. 樹脂製金属入バルブソケット 呼び径13 

呼び径25 

12,619個 

454個 

11. 塩ビ接着剤 500g 144個 

12. 制水弁 25A 

15A 

227個 

6,537個 

13. 弁筐 樹脂製φ150mm 227個 

14. 水道メーター 15A、直読式 455個 

15. 水道メーターボックス 樹脂製、底なし、350（L）×270（W）程度 455個 

16. 蛇口 15A、クロムメッキ仕上げ、寒冷地仕様 6,082個 
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3-2-3 概略設計図 

本プロジェクトの概略設計図は以下の図面で構成される。 

（１）ピアンジ町と隣接３村 

図面番号 図面名 

P001 ピアンジ・ボドカナル内施設一般平面図 

P002 井戸構造、ポンプ設備図 

P003 井戸周り配管、設備図 

P004～P005 高架水槽構造図 

P006～P007 高架水槽配管図 

P008 事務所棟建屋図 

P009 井戸管理棟／消毒設備室建屋図 

P010 塩素溶解注入設備図 

P011 ピアンジ・ボドカナル内電気単線結線図 

P012 配水管路、付帯設備位置図（ピアンジ町北部） 

P013 配水管路、付帯設備位置図（ピアンジ町南部） 

P014 配水管路、付帯設備位置図（シャクマット村） 

P015 配水管路、付帯設備位置図（イモン・マシュラボフ村） 

P016 配水幹線管路図 

（２）北部３村 

N001 北部3村井戸サイト内施設一般平面図 

N002 井戸構造、ポンプ設備図 

N003 井戸周り配管、設備図 

N004 高架水槽構造図 

N005 高架水槽配管図 

N006 井戸管理棟／消毒設備室建屋図 

N007 塩素溶解注入設備図 

N008 北部3村井戸サイト内電気単線結線図 

N009 配水管路、付帯設備位置図（サルマントイ1村） 

N010 配水管路、付帯設備位置図（サルマントイ2村） 

N011 配水管路、付帯設備位置図（トゥルディシャイク村） 

N012 配水幹線管路図 

（３）共通 

図面番号 図面名 

C001 送配水管布設標準断面図 
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C002 給水管布設標準図 

C003 配水管水路横断工（水管橋） 

C004 配水管付帯施設工（仕切り弁、空気弁、排泥弁、消火栓） 

C005 配水管スラストブロック標準図 
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P002 井戸構造、ポンプ設備図
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P003 井戸周り配管、設備図
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P011 ピアンジ・ボドカナル内電気単線結線図
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N002 井戸構造、ポンプ設備図
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N003 井戸周り配管、設備図
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N008 北部3村井戸サイト内電気単線結線図
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3-2-4 施工計画／調達計画 

3-2-4-1 施工方針／調達方針 

（１）基本事項 

本プロジェクトの「タ」国側実施機関は、大統領府直轄の住宅サービス公社（KMK）

である。建設される給水施設の運営・維持管理は、KMK 傘下のピアンジ・ボドカナルが

担当する。本プロジェクトの実施に係るコンサルタント及び工事請負業者との契約は

KMK が行う。 

本プロジェクトの詳細設計（設計図書作成）、入札業務の補助及び工事期間中の施工

監理、機材の調達監理は、日本国籍のコンサルタントが担当する。無償資金協力の実施

に係る交換公文（E/N）及び贈与契約（G/A）が署名された後、KMK はコンサルタント・

サービスに係るコンサルタント契約を締結する。 

本プロジェクトの建設工事及び機材調達は、日本国法人の請負業者によって行われる。

KMK は、コンサルタントの支援の下に入札を実施し、請負業者を選定する。コンサルタ

ントは、請負業者の実施する建設工事及び機材調達に対する施工監理、調達監理を行う。

KMK は、建設工事や機材調達の進捗に応じてコンサルタント及び請負業者への支払いに

係る証明書の承認、発給等を行う。 

（２）施工方法 

本プロジェクトで採用する施工方法は、現地の建設事情や技術レベルを勘案して、現

地の作業員や資機材を最大限に活用できる方法とし、雇用機会の創出や現地作業員に対

する技術移転の促進を図る。 

（３）現地業者の活用分野・方法 

「タ」国では、本プロジェクトのような大規模な工事を日本の請負業者のサブコント

ラクターとして請負える業者や技術者、建設機械などを自前で揃えられる業者は少ない。

このため、本プロジェクトでは、現地業者をサブコントラクターとして起用する形態で

はなく、日本の請負業者が現地の技術者や作業員を雇用し、同業者が派遣する日本人技

術者の下で工事を行う直営方式を採用する。ただし、高架水槽の基礎工事（現場打ち杭）

や取水井（深井戸）の工事については、これらの工事を専門とする現地の業者を活用す

る。 

（４）技術者派遣の必要性 

本プロジェクトで建設する給水施設は、井戸、土木、建築、電気及び機械設備で構成

される複合施設である。これらの施設を設計で要求する仕様や品質を満足して施工する

ためには、請負業者の日本人技術者を現地に派遣して、現地技術者を指導しながら工事
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を行う必要がある。具体的には、工事全体を統括する所長の他、現場において技術面で

の指示や品質管理を担当する副所長、各種工事の現場作業チームを管理・監督する技術

者（さく井技術者1人、土木技術者2人、配管技術者3人）の合計6人の派遣が必要である。 

一方、作業員についても「タ」国では各種の工事に専門的な技術を持つ作業員は少な

く、その技術水準も低い。このため、工事の品質を確保するためには、専門工として実

際の作業を行う日本人技能工の派遣が必要である。日本人技能工の派遣が必要な工種と

しては、高架水槽等の大型土木構造物の建設に対応するための鉄筋工、型枠工及び防水

工（各1人）、深井戸の水中ポンプや制御盤、消毒設備の据付けのための機械設備工（1

人）、電力の動力線引き込みのための電工（1人）、送水管等の鋼管を布設する際の管材

の加工やフランジ溶接のための配管工（1人）の合計6人が必要である。 

3-2-4-2 施工上／調達上の留意事項 

（１）施工に対する留意事項 

１）仮設工事 

本プロジェクトで建設する高架水槽は高さ25m を超える大型構造物であり、同施設を

建設するに当っては、仮設工事として支保工や足場工の設置を行う。掘削工事に関して

は、上記の高架水槽の基礎掘削でも最大で深さ3m 程度であり、地下水の湧出もないこと

から、大規模な仮設工事は不要である。また、計画施設の建設予定地へのアクセスはす

でに確保されているため、新たな仮設道路の整備も不要である。 

２）さく井工事 

本プロジェクトで建設する深井戸は、ピアンジ・ボドカナルの敷地内に4本、サルマン

トイ2村に2本の計6本である。工事数量を勘案すると、日本のさく井業者を現地に派遣す

るほどではなく、工事費の縮減の観点からも、同工事は現地業者を活用する。ただし、

現地で調達できる仕様のケーシングパイプやスクリーンパイプでは、地層中の砂を井戸

内に引き込み、水中モーターポンプの故障の原因となるため、同工事の資材は請負業者

が日本から調達し、現地業者に支給するものとする。 

また、対象サイトの帯水層は、豊富な地下水を得られる良好な砂レキ層であるが、一

方で、地層の崩壊性に富んでいる。サルマントイ2村で行った試掘調査の結果でも、この

ような地層に対して、現地のさく井業者が通常使用している泥水では、掘削孔壁の崩壊

を抑制することはできないことが明らかになった。このため、本プロジェクトの工事で

は、調泥材として一般的に用いられているベントナイトを請負業者が日本から調達し、

現地業者に支給すものとする。 

３）土工 

本プロジェクトの掘削、埋戻し、転圧等の作業は原則として機械力によるものとする。 
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４）基礎工 

現地調査で実施した地盤調査の結果、高架水槽の建設予定地は表層に沖積の粘土層が

堆積しており、1,800m3と250m3の高架水槽の支持層の位置は、各々、地表から深さ7m と

5m の砂礫層となる。これらの砂礫層は、大量の地下水を賦存する帯水層であるため、開

削すると排水できないほどの大量の地下水が湧出する可能性が高い。このため、高架水

槽の基礎形式は、杭基礎（現場打ち杭）を採用する。同工事の施工に当っては、現地に

専門業者がいることから、現地業者を活用する。 

５）コンクリート工 

対象サイト及びその周辺地域にはレディーミックスト・コンクリートのプラントはな

い。このため、本プロジェクトのコンクリートの生産は、現場練りとする。コンクリー

トの品質管理の観点からは、簡易バッチャープラントを導入することが望ましいが、本

プロジェクトの工事では、高架水槽のフーチングやスラブを除くと、1日当りの打設量は

50m3未満であるため、コンクリートミキサーによって練り立て、人力もしくはホッパー

を用いて打設する。 

本プロジェクトの対象サイトは、12月～2月が厳冬期となる。本プロジェクトに先立っ

て実施された「ハトロン州ハマドニ地区給水改善計画」では、この気象条件やコンクリ

ート工事に係る現地の慣習を踏襲して、厳冬期はコンクリート工事を実質的に取り止め

ている。本プロジェクトの工事においても、品質管理の観点から同期間のコンクリート

工事は休止する。 

６）型枠工 

本プロジェクトで建設する高架水槽は、その規模は大きいものの、比較的単純な構造

の施設である。このような構造物の型枠には、コンクリート用型枠合板（コンパネ）を

用いるのが一般的である。本プロジェクトでも、作業性やコンクリート面の仕上がりを

考慮してコンパネを使用する。 

７）支保工 

本プロジェクトで建設する高架水槽は、水槽底盤までの高さが約20m と高いことや枠

組み足場を足場工として常設することから、支保工も枠組み足場を採用する。 

８）足場工 

足場は鉄筋、型枠、コンクリート打設工事のために設ける。これらの目的で設置する

足場は、枠組み足場を採用する。コンクリートを打設する必要のない場合には、単管足

場とする。なお、高架水槽の施工に当っては躯体の周囲に枠組み足場を常設する。 

９）配管工 

配管工事は、機械施工を原則とする。配管用のトレンチ掘削は土質性状から、対象サ

イトのほとんどの場所で、土留めなしの素掘りでの掘削が可能である。幅員が5m 未満の
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道路での配管工事は、掘削土の仮置きスペースが確保できないため、施工現場から離れ

た地点に土砂の仮置き場を設け、掘削土の搬出・搬入を行う。管の布設に当っては、埋

戻し土中の礫によって管が損傷するのを防止するため、管の周囲をサンドベッドで360度

の巻き立てを行う。 

舗装道路での配管工事は、管の布設後、舗装の復旧を行う。なお、本プロジェクトの

対象サイト及びその周辺にはアスファルトプラントがないことや既存の舗装は経年変化

による劣化が激しいことから、本プロジェクトに先立って実施された「ハトロン州ハマ

ドニ地区給水改善計画」での方法に倣い、コールドアスファルト合材を利用した舗装復

旧を行うものとする。 

１０）電気・機械設備工事 

本プロジェクトの電気及び機械設備工事は、土木工事や建築工事が終わりに近づき、

機器の搬入・据付けが可能になった時点で開始する。ただし、躯体に埋設する電線管等

は、コンクリート打設前に十分に確認の上、事前に配置する。 

１１）その他 

本プロジェクトの対象サイトでは、既存の配水管にアスベスト管が部分的に使用され

ており、配管工事の掘削の際にこれらのアスベスト管を誤って破損することが懸念され

る。この対応を行う場合のアスベストによる作業員への健康被害を防止するため、アス

ベスト管を破損した場合の粉塵対策として、アスベストに対応できる防塵マスクを作業

員に装着させることとする。 

（２）工期の設定に係る留意事項 

本プロジェクトの工期の設定に当っては、各種工事の工事数量の他、「タ」国の休祭

日の日数、作業に影響する降雨日数、上述の厳冬期（12月～2月）のコンクリート工事の

休止期間等を勘案して必要な工期の算定を行う。また、上記の施工条件を勘案して、本

プロジェクトの主要工事である高架水槽（1,800m3）や配管工事（延長約90km）の施工工

期からクリティカルパスを検討し、本プロジェクトを実施する上での必要な工期を検討

する。 

（３）労働基準の遵守 

本プロジェクトの請負業者は「タ」国の労働法規を遵守して労働者の調達を行うもの

とする。同国の労働関連の法規には、以下の規定がある。 

・基礎労働時間： 月曜日から金曜日までの1日8時間 

・最低賃金： 1日あたり80ソモニ 

・納税義務： 所得税：14% 
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3-2-4-3 施工区分／調達・据付区分 

本プロジェクトを実施するに当っての日本側と「タ」国側の給水施設の建設及び機材

の調達に係る分担範囲は以下のとおりである。 

（１）日本側の分担範囲 

① 「3-2-2 基本計画」に示したピアンジ町と隣接3村及び北部3村の給水施設の建設及

び機材の調達。 

② 日本及び第三国から調達される資機材及び調達機材の「タ」国までの海上輸送。 

③ 資機材及び調達機材の陸揚げ港からプロジェクト・サイトまでの内陸輸送。 

④ コンサルタント業務（詳細設計、入札図書の作成、入札業務補助、施工監理、調

達監理）。 

（２）「タ」国側の分担範囲 

① 本プロジェクトの工事に必要な現場事務所、資材置場等の仮設用地の確保。 

② サルマントイ2村の取水井の建設用地の確保。 

③ ピアンジ・ボドカナルの敷地内にある既存取水井の送水管の新設送水管への接続

（切回し）工事。 

④ 給水装置の接続工事の内、日本側が設置する水道メーターより先の工事。 

⑤ 上記④の工事で使用する配管材は「タ」国側の工事分を含めて想定される数量を

日本側で調達するが、同数量を超えて必要となる場合、あるいは他の種類の配管

材が必要となる場合の配管材の調達。 

⑥ 集合住宅の上層階に給水するための増圧ポンプの設置工事。 

⑦ 資機材及び機材の速やかな通関手続き及び免税措置。 

⑧ 「タ」国側プロジェクト担当者の派遣とその費用負担。 

3-2-4-4 施工監理計画／調達監理計画 

（１）コンサルタント業務 

コンサルタントは、E/N 及び G/A 署名後、コンサルタント契約を KMK と締結し、詳細

設計、入札図書の作成、入札業務の補助及び業者契約締結後の施工監理及び機材の調達

監理を行う。コンサルタント業務に含まれる主な内容は以下のとおり。 

１）詳細設計 

準備調査時に実施した自然条件調査（測量調査、地盤調査等）の結果及び詳細設計の

ためのより詳細な現地調査（追加測量や取水井建設地点での電気探査等）に基づいて、

詳細設計図書を作成する。取水井建設地点の電気探査結果は「タ」国地質委員会に地下

水開発の承認を得るための資料の一部として、先方実施機関に提出する。また、機材調

達に関しては、機材内容のレビューと数量の最終確認を行う。これら詳細設計に当って
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は「タ」国の設計基準と日本あるいは国際基準との整合性に十分留意して行う。 

なお、入札関連業務で作成される技術仕様書、設計図面等は「タ」国の法令に従い「国

家建築建設庁」による建築確認の審査を受け、同庁の承認を得る必要があることから、

後の入札スケジュールに影響しないように先方実施機関と同庁に審査内容と審査日程を

確認する。 

２）入札関連業務１ 

上記の詳細設計の結果を基に入札業務に必要な書類（入札図書）を作成し、その内容

について JICA 及び「タ」国側と協議して承認を得る。その際、入札図書の内、技術関連

図書（技術仕様書、設計図面等）は国家建築建設庁による建築確認の審査を受け、事前

に同庁の承認を得るものとする。なお、同審査には約1ヶ月を要する。 

３）入札関連業務２ 

コンサルタントは入札公示、事前資格審査、入札図書の配布、入札図書に係る質問へ

の対応、応札書の受理及びその分析・評価を「タ」国側を補助して実施する。また、「タ」

国政府と落札者間の契約交渉での助言等を行うとともに両者による工事契約締結に立ち

会う。 

４）施工監理 

日本国内では、請負業者より提出される承認図書類の承認業務を行う。現地において

は「タ」国側を補助して着工前打合せ、資機材の輸送に係る請負業者への指導・監督を

行うとともに施設建設に係る工程監理、品質監理（業者によって実施される品質検査を

含む）及び材料監理を行う。また、常駐施工監理者は工事の進捗状況等を毎月「タ」国

側実施機関及び JICA タジキスタン支所へ報告し、必要な調整・協議を行う。 

５）調達監理 

機材調達に関して、コンサルタントは日本国内では、機材の製作前、製作時、輸送前

の各段階において以下の検査を実施し、要求された仕様及び数量に則った機材を調達す

るための監理を行う。また、現地では、機材の現地到着時の検収・引渡し及び機材引渡

し時に請負業者が実施する機材の初期操作指導の監督等の業務を行う。 

① 機材製作前： 機材製作図確認・照合 

② 機材製作時： 製品検査 

③ 機材出荷前： 出荷前検査 

④ 船積み時： 船積み前機材照合検査 

（２）詳細設計、入札関連業務体制 

詳細設計及び入札関連業務を円滑に実施するため、協力準備調査に参加した要員を中

心に、無償資金協力の制度を熟知している要員による実施体制を確立する。詳細設計、
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入札関連業務１（入札図書の作成・承認）及び入札関連業務2（入札業務の補助）に係る

要員とその役割分担は以下のとおり。 

１）詳細設計 

① 業務主任 詳細設計に係る総括、先方実施機関との協議 

  （3号、国内：1.50MM、現地：1.50MM） 

② 水理地質 取水井の建設に係る踏査及び電気探査、井戸掘削に係る

 許可申請書類の作成支援 

  （4号、現地：1.00MM） 

③ 給水施設設計 取水施設、高架水槽、建屋、消毒設備に係る詳細設計 

  （3号、国内：1.50MM、現地：1.50MM） 

④ 管路設計 送水管、配水管、給水管に係る詳細設計 

  （3号、国内：1.50MM、現地：1.50MM） 

⑤ 機材／積算※ 工事・機材発注に係る予定価格の積算、機材仕様の再確認 

  （4号、国内：1.50MM、現地：1.50MM） 

⑥ 通訳（日露） 現地派遣時の通訳、各種文書の翻訳。 

  （4号、現地：1.50MM） 

※機材調達に係る詳細設計は機材／積算担当者が行う。 

２）入札関連業務１ 

① 業務主任 入札図書の作成・承認に係る総括、先方実施機関との協議 

  （2号、国内：0.50MM、現地：0.37MM） 

② 給水施設設計 入札関連図書の作成管理、建築確認審査書類の作成及び申請 

  （3号、国内：1.50MM、現地：0.37MM） 

③ 入札図書作成 入札関連図書の作成 

  （4号、国内：1.50MM） 

④ 通訳（日露） 現地派遣時の通訳、各種文書の翻訳 

  （4号、現地：0.37MM） 

３）入札関連業務２ 

① 業務主任 入札業務に係る総括、先方実施機関との協議 

  （2号、国内：0.25MM、現地：0.33MM） 

② 入札管理 事前審査及び入札補助業務 

  （3号、国内：0.25MM、現地：0.33MM） 

③ 通訳（日露） 先方実施機関の入札立会者に対する通訳 

  （4号、国内：0.25MM） 

（３）施工監理、調達監理体制 

本プロジェクトの工事内容及び規模を勘案して常駐による施工監理を行う。常駐監理
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者は無償資金協力の経験を有する土木技術者を派遣する。また、業務主任及を工事段階

の節目に派遣し、業務調整及び工事監理を行う。さらに、さく井工事と配管工事につい

ては、当該工事の技術者をスポットで派遣し、常駐監理者の支援を行う。 

機材の調達監理については、日本国内での検査業務を実施する検査技術者を配置する。

現地での機材の検収、引渡し及び機材の初期操作指導の監督等の業務については常駐監

理者が行うものとする。 

施工監理及び調達監理に係る要員とその役割は以下のとおり。 

１）施工監理 

① 技術監理者 業務を円滑に遂行するための調整業務、技術的監理業務 

  （2号、現地：1.00MM） 

② 常駐施工監理技術者 日常監理、工程監理、品質監理 

  （3号、現地：22.50MM） 

③ 施工監理技術者1 さく井工事の監理 

  （4号、現地：5.27MM） 

④ 施工監理技術者2 配水管及び給水管工事の監理 

  （4号、現地：3.00MM） 

⑤ 完工検査 竣工施設の引渡し前の最終検査 

  （3号、現地：0.50MM） 

２）調達監理 

① 検査技術者 機材調達に係る日本国内の各種検査業務 

  （3号、国内：0.25MM） 

なお、上記の日本人技術者に加えて、常駐監理者を補助する現地傭人による施工管理

技術者を配置する。 
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3-2-4-5 品質管理計画 

コンサルタントは、施設建設に関連して請負業者に対して、下記の項目の分析・試験

等の実施を指示し、その結果を品質管理に反映させる。 

表3-2-5 品質管理に係る分析・試験方法 

工種 試験項目 試験頻度 備考 

1. コンクリート工 

(1) 試験練 

 

 

 

(2) 現場打設 

 

 

細骨材粒度分析 

粗骨材粒度分析 

塩化物イオン濃度試験 

圧縮強度試験 

スランプ試験 

塩化物イオン濃度試験 

圧縮強度試験 

 

配合毎に1回 

同上 

同上 

同上 

50m3毎に1回 

2週間に1回 

50m3毎に1回 

 

フルイ法 

フルイ法 

カンタブ法 

7日及び28日強度 

 

カンタブ法 

7日及び28日強度 

2. 鉄筋工 - 搬入毎 ミルシートの確認 

3. 配管工 水圧試験 管布設完了後、仕切

り弁の区間毎に1回 

 

4. 井戸掘削工 「タ」国の基準による水質

試験 

掘削後の各取水井の

地下水について1回 

公的検査機関に検査を

依頼 

なお、コンクリートの試験については、｢タ｣国内に試験を依頼できる会社や機関がな

いため、試験器具は施工業者が調達して現地に持ち込むものとする。日本から調達する

資機材の内、ポンプ等の設置機材については、工場検査を実施し、品質・機能等を事前

に確認する。出来高管理は、適宜測量班（測量士、測量補助）を配置し、施設建設の仕

上がり状況をチェックする。これらの費用は共通仮設費で計上する。 

3-2-4-6 資機材等調達計画 

（１）工事用資機材の調達 

本プロジェクトの主要な工事用資機材は、セメント、鉄筋、配管材（水配管用亜鉛引

き鋼管、水道用硬質塩ビ管、水道メーター、弁類等）、消毒設備等である。これら建設

資機材の調達計画は、品質、調達の難易度を勘案して以下のとおりとする。 

１）セメント 

「タ」国内にセメント工場がある他、国内の市場ではパキスタン製やイラン製のセメ

ントが多く出回っている。品質及び安定供給に問題ないと判断されるため、セメントは

「タ」国製の他、「タ」国の市場で入手できるセメントを使用する。 

２）鉄筋 
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「タ」国では鉄筋を製造していないが、ロシア製あるいは中国製の鉄筋が国内の市場

で入手できる。中国製の鉄筋は品質が均一でないなどの問題があり、実際の建設現場で

も敬遠される傾向にあることから、本プロジェクトの工事では中国製の鉄筋は使用しな

い方針とする。一方、ロシア製の鉄筋については、サイズ、品質、数量ともに問題ない

ため、ロシア製の鉄筋を調達して使用する。 

３）配管材料 

「タ」国では鋼管や PVC 管は製造していない。市場にはロシア製の鋼管やトルコ製（口

径100mm 以下のみ）の PVC 管が輸入されているが、数量に限りがある。また、継手類が

流通していないなどの問題があり、配管材の現地調達は困難な状況にある。同国で他ド

ナーが支援する大規模な給水事業では、請負業者が配管材を輸入している。このような

状況から、本プロジェクトでも配管材の現地調達は困難であり、輸入する必要があると

判断する。通常、日本からの調達は、製品の値段や輸送費の面で割高になると言われて

きたが、昨今の円安傾向の状況下では、欧州等からの調達価格とさほど変わらないこと

から、配管材は日本からの調達とする。 

４）井戸用ケーシング材及び井戸掘削用調泥材 

「タ」国では、井戸のスクリーンパイプとして、一般に鋼管に直径25mm 程度の穴を複

数個所に開けたものを使用している。このため、地下水を揚水する際に砂が混入して水

中モーターポンプが頻繁に故障する原因となっている。また、「タ」国のさく井業者は、

掘削壁の崩壊を防ぐための調泥材として、ベントナイトの代わりに粘土を使用している。

このため、調泥材としての機能が十分に果たせず、掘削中に掘削壁を崩壊さる事故を頻

繁に起こしている。ベントナイトは「タ」国では調達できず、近隣諸国からの調達も難

しい状況にある。従って、本プロジェクトでは、さく井工事の失敗のリスクを低減する

ため、調泥材としてベントナイトを日本から調達する。また、砂の流出しない井戸に仕

上げるため、巻き線型のスクリーンパイプやケーシング材を日本から調達する。 

５）井戸用水中モーターポンプ 

「タ」国では、陸上ポンプ（自吸式ポンプ）が井戸用のポンプとして利用されている

場合が多く、同国では水中モーターポンプの市場が形成されていない。この背景として、

他ドナーの協力で水中モーターポンプを設置した井戸もあるが、上述のように井戸から

流出する砂が原因で水中モーターポンプが頻繁に故障するため、水中モーターポンプへ

の信頼が失墜しているという事情がある。本プロジェクトで調達する水中モーターポン

プは、品質や耐久性、出荷前に工場検査を実施する必要があること等を勘案して日本か

らの調達とする。 

６）消毒設備 

本プロジェクトでは、高度さらし粉あるいは次亜塩素酸ソーダ（粉末）を消毒剤とし

て使用し、同薬剤の溶液を注入ポンプによって、取水井から高架水槽間の送水管に圧入
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する。注入ポンプは比較的故障の多い機器であり、「タ」国に販売代理店のあるメーカ

ーのポンプを導入するのが望ましいが、「タ」国にはこれらの機器の販売代理店はない。

このため、本プロジェクトでは、品質や耐久性の面で信頼性の高いポンプを設置するも

のとし、当該製品の分野では世界で最も信頼性の高い日本製を調達する。 

表3-2-6 工事用資機材の調達先 

資機材名 現地 日本 第三国 備考 

セメント ○    

骨材 ○    

鉄筋   ○ 輸入品を現地調達 

配管材（PVC）  ○   

配管材（SGP）  ○   

弁類  ○   

井戸ケーシング材等  ○   

水中モーターポンプ  ○   

消毒設備  ○   

（２）機材の調達 

調達する主要機材の内、車輌については日本調達か、現地代理店を通しての日本ある

いは第三国調達となる。工事用機械についても、現地では製造していないため、車輌と

同様の調達とする。なお、配管材については本プロジェクトの工事と合わせて、日本調

達とする。主要機材の調達国及び原産国を表3-2-7に示す。 

表3-2-7 主要機材の調達先 

機材名 
調達国 原産国 

現地 日本 第三国 現地 日本 第三国 

クレーン付きカーゴトラック  ○   ○  

ピックアップトラック ○     ○ 

小型バックホー・ローダー ○  ○   ○ 

エンジン溶接発電機  ○   ○  

アスファルトカッター  ○   ○  

3-2-4-7 初期操作指導・運用指導等計画 

本プロジェクトの工事に関連して請負業者が調達するポンプ類及び消毒設備等の機器

単体の操作方法は、竣工時に請負業者の技術者が KMK 及びピアンジ・ボドカナルの技術

要員に指導を行うものとする。一方、給水施設全体の運転・維持管理、運用に係る指導

は、「タ」国側が要請している JICA の技術協力のスキームで派遣される日本人専門家の

指導のもとに実施されるものとする。 
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3-2-4-8 ソフトコンポーネント計画 

本プロジェクトでは、協力対象事業にソフトコンポーネントは含めないものとする。

本プロジェクトで建設される給水施設の運営・維持管理を行うことになるピアンジ・ボ

ドカナルの技術要員及び事務要員の能力強化に係る教育訓練は「タ」国側が要請してい

る JICA の技術協力スキームで「タ」国側を支援して実施されるものとする。 

3-2-4-9 実施工程 

（１）工事施工順序 

本プロジェクトは、請負業者決定後、国内での調達監理（国内調達、配管材等）、現

地での準備・仮設工に引き続いて、井戸掘削工事、配管工事、高架水槽工事、建築工事

を実施する。準備・仮設工以降の工事では、土木・建築・配管の各種工事を並行作業で

実施する。概略検討の結果、本案件は全体で2年7カ月程度の期間が必要と考えられ、本

案件が2013年12月の閣議で国債案件（E/N から完工証明・最終支払いまでの事業実施期間

が24ヶ月以上の案件）として承認された場合、プロジェクトの全体工程は次のように想

定される。以下では同想定に基づいて工事工程を検討する。 

① 詳細設計・入札 

 交換公文（E/N） 2014年1月 

 無償資金拠出協定 2014年1月 

 コンサルタント契約 2014年2月 

 詳細設計/入札図書作成 2014年2月～2014年5月 

 入札図書説明・承認 2014年6月 

 入札・開札 2014年8月～2014年9月 

② 本体工事 

 施工業者契約 2014年9月 

 工事期間 2014年10月～2016年8月 

（２）工期設定の条件 

上記（１）の工種の内、施工工程を左右する主な要素は次のとおりである。 

① 契約から着手までの国内準備期間 

② 配管材料等の資機材調達期間 

③ 高架水槽工事のコンクリートの打設工程数 

④ 配管工事の施工班同時投入数 

⑤ 冬季のコンクリート工事休止期間 

１）国内準備期間 

通常、施工業者は工事契約の完了後、契約の認証を待って正式な資機材の発注手続き
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や現地乗り込みを開始する。認証手続きに要する期間を考慮して、国内準備期間として1

ヶ月間を取り、現地での実際の工事着手は基礎工（現場打ち杭）を実施する現地業者と

の下請け契約交渉期間を考慮し、契約後1.5ヶ月とする。 

２）資機材調達期間 

本件工事で使用する資機材の内、配管材料は日本からの調達を想定している。調達数

量としては、口径75mm～300mm の塩ビ管及び鋼管が約90km になる。通常、調達には発

注から製作・船積みに約3ヶ月、海上輸送、内陸輸送、通関に2ヶ月の計5ヵ月を要するこ

とから、調達期間として5ヶ月を見込むものとする。他の資機材については、工期の終盤

に据付ける資機材や他の工程に影響を与えることのない資機材であるため、工程への影

響はない。 

３）高架水槽工事の期間 

本件工事では、以下の工程で高架水槽の工事を実施する。 

① 基礎工： 場所打杭工（現地業者） 

② 床掘り、基礎砕石工、均しコンクリート工 

③ 杭頭処理、フーチング工事： コンクリート打設 2工程 

④ 架台工事： コンクリート打設 12工程 

⑤ 水槽底盤スラブ工事： コンクリート打設 1工程 

⑥ 水槽壁面工事： コンクリート打設 3工程 

⑦ 水槽屋根スラブ工事： コンクリート打設 1工程 

⑧ 上部換気孔工事： コンクリート打設 1工程 

⑨ 配管工事（高架水槽内） 

⑩ 防水工事 

本件工事で建設する高架水槽は、1,800m3と250m3の鉄筋コンクリート製である。双方

とも架台や水槽の高さがほぼ同じであるため、工程数もほぼ同じである。工期設定にあ

たっては、同時に施工できる工種を考慮し、各々の工種の施工日数の積上げから施工工

期の算定を行う。 

４）配管工事の期間 

本件工事では以下の配管工事を実施する。 

① 送水管（取水井～高架水槽）： 鋼管φ100mm～300mm×470m 

② 配水管（高架水槽～市街地）： 塩ビ管φ75mm～250mm×89,151m 

③ 給水管（配水管～各戸庭先）： 塩ビ管φ15mm～25mm×204,015m 

なお、本件工事では、上記の工事に加え、ピアンジ・ボドカナル敷地内の既存送水管

を新設送水管につなぐ連絡管（135m）の布設を「タ」国側負担工事として実施する。 

配管工事の工期の設定に当っては、本プロジェクトに先立って実施された「ハトロン
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州ハマドニ地区給水改善計画」での工事と施工条件が類似していることから、同計画の

施工業者から配管工事の日当り進捗量を聞き取り、これを参考にして工期の算定を行う。

給水管工事については、配水管の布設工事と並行して作業を行うものとし、配管のため

の掘削工事が二度手間にならないように配慮する。また、配水管工事、給水管工事とも

に必要な施工班の編成を検討する。 

送水管の工事については、高架水槽の工事の進捗に合わせて、施工時期を検討する必

要がある。また、全体工期にも影響を及ぼすことから、口径別に1日当りの施工量を算定

し、必要な施工日数を検討する。なお、「タ」国側が実施する連絡管の工事は本件工事

の工程には影響しない。 

５）冬季の作業 

本プロジェクトの対象サイトであるピアンジ町及び周辺村落の気候は、12月～2月が厳

冬期となり、平均気温が4℃を下回る日数が1ヶ月当り10日間を超える。特に、1月～2月

にかけては、最低気温が0℃を下回る日数が20日を超えることから、工事への影響が懸念

される。具体的には、コンクリート工事への影響が想定され、厳冬期は寒中コンクリー

トの対策が必要となる。 

本プロジェクトに先立ち実施された「ハトロン州ハマドニ地区給水改善計画」の工事

関係者からの聞き取り調査によると、同計画の工事では冬季の厳しい気象条件のため、

12月～2月の厳冬期はコンクリート工事を休止していたとのことである。本プロジェクト

の対象サイトもハマドニ地区と気象条件と類似しており、厳冬期のコンクリート打設は

困難であると考えられることから、同期間におけるコンクリート工事は休止する。なお、

配管工事については、厳冬期でも土壌が固く凍結することはないとのことであり、配管

工事は冬季でも継続する。 

（３）施工工期の算定 

上記（２）で述べた工期設定の条件となる各種工事及び降雨の条件等について以下で

検討を行い、本件工事の施工工期の設定を行った。 

１）作業休止係数の設定 

作業休止係数は、JICA 設計・積算マニュアル（土木分野）の標準値を用いる。本件工

事については、同ガイドラインの一般的な工事の作業休止係数である1.35を採用する。な

お、前述のとおり、12月～2月の3ヶ月間は、コンクリート工事は休止するものとして工

期の設定を行う。 

２）高架水槽の施工工期 

高架水槽の工事は、基礎工事、躯体コンクリート工事、防水工事、配管工事に分割さ

れる。2つの高架水槽の内、ピアンジ町と隣接3村に給水する1,800m3の高架水槽はピアン

ジ・ボドカナルの敷地内に、北部3村用の250m3の高架水槽はサルマントイ2村に建設する。 
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基礎工事は、1,800m3の高架水槽には54本、250m3の高架水槽には20本の基礎杭が必要

となる。工期短縮の観点から、同工事は現地業者を活用するものとし、同工事の着工時

期を早める。基礎工事は、場所打杭工を採用する。杭の長さは約7m であることから、

1,800m3と250m3の高架水槽の基礎杭工に要する期間は、各々、3.28ヶ月、1.22ヶ月となる。

また、基礎工事では、場所打杭工の完了後、床掘り、基礎砕石工、均しコンクリート工

を行う。これらを含む基礎工事全体では、1,800m3の高架水槽が3.96ヶ月、250m3の高架水

槽は1.41ヶ月を要する。 

躯体コンクリート工事については、コンクリートの打設工程数によって必要な工期が

規定される。1,800m3、250m3の高架水槽はともに全高約30m で、同様の構造であること

から、1工程あたりのコンクリート打設量は異なるものの、打設の工定数は同じである。

具体的には、フーチング部位で1工程、架台部位で12工程、水槽部位で6工程のコンクリ

ート打設を行うことになる。これらを考慮して高架水槽の躯体コンクリート工事の工期

を算定すると、1,800m3の高架水槽で13.19ヶ月、250m3の高架水槽は5.57ヶ月となる。 

次に、高架水槽の水槽内の防水工事と、水槽周りの配管工事は同時施工が可能である

が、工程に影響を及ぼすのは防水工事である。防水工事の工期としては、1,800m3と250m3

の高架水槽で、各々、1.50ヶ月と0.50ヶ月を要する。 

３）配管工事の施工工期 

配水管工事の総延長は、ピアンジ町と隣接3村で約68.9km、北部3村は約24.7km である。

管種は、口径750mm～250mm の塩ビ管である。本プロジェクトの対象サイトと施工条件

が類似している「ハトロン州ハマドニ地区給水改善計画」の配管工事の実績によると、1

日当りの進捗は、口径150mm～250mm が80m、口径75mm～100mm は100m であった。同

実績値を基に、配管工事の工期を算定すると、ピアンジ町と隣接3村が延べ32.51ヶ月、北

部3村は11.28ヶ月となる。 

＜ピアンジ町と隣接3村＞ 

・φ150mm～250mm 13,433m÷80m/日×1.35＝ 226.68日 

・φ75mm～100mm 55,444m÷100m/日×1.35＝ 748.49日 

＜北部3村＞ 

・φ150mm～250mm 1,456m÷80m/日×1.35＝ 24.57日 

・φ75mm～100mm 23,249m÷100m/日×1.35＝ 313.86日 

上記のように配水管工事は、ピアンジ町と隣接3村が32.51ヶ月、北部3村は11.28ヶ月を

要するが、配管工事の施工班数を「3班」体制にすると、ピアンジ町と隣接3村が10.84ヶ

月、北部3村は3.76ヶ月となり、配水管工事全体では約15ヶ月の工期となる。 

一方、取水井と高架水槽を結ぶ送水管については、管種として鋼管（フランジ付き）

を用いることから、鋼管を布設するためのクレーンの吊り込み据付け能力に作業日数が

規定される。同能力を基に送水管工事に必要な工期を算定すると、ピアンジ・ボドカナ
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ルの敷地内の配管が0.68ヶ月、サルマントイ2村の場内配管は0.45ヶ月となる。なお、送

水管の工事は高架水槽の躯体工事完了後に開始する。 

４）クリティカルパスの検討 

上記の検討から、本件工事のクリティカルパスは、1,800m3の高架水槽工事となる。同

工事は、工期短縮のために基礎工事（現場打ち杭）に現地業者を活用するが、請負業者

の現地乗り込みから同業者との交渉・契約や工事準備（測量）に最低でも約1ヶ月は必要

である。このため、高架水槽工事の着工は2014年11月になる。 

また、高架水槽の工事は、翌2015年11月までに架台部分のコンクリート打設が終わり、

次の工程である水槽底盤スラブ部分のコンクリート打設のための支保工の設置作業が完

了した時点で12月末を迎える。本プロジェクトの工事では厳冬期（12月～2月）の3ヶ月

間はコンクリート工事を休止するため、翌年の3月までは同スラブのコンクリート打設は

休止する。 

2016年3月に高架水槽の上部（タンク部分）の工事を再開し、底盤スラブ、タンク側壁、

屋根部分のコンクリート工事を実施する。これらのタンク部分の工事には、3.62ヶ月を要

する。高架水槽の全てのコンクリート工事が完了した後、タンク内の防水工事に着手す

る。同工事には約1.5ヶ月を要する。 

以上より、1,800m3の高架水槽の工事には、着工後20.5ヶ月（冬季の工事中断期間を含

む）を要する。また、工事契約調印から着工前の準備期間（2.00ヶ月）、工事完了後の後

片付け及び検査引渡し（1.00カ月）を考慮すると、同工事の全体工期は23.50ヶ月となる。 

（４）実施工程表 

上記の条件等を考慮した本プロジェクトの実施工程は表3-2-8に示すとおりである。 
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表3-2-8 業務実施工程表 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

詳
細
設
計

施
工
・
調
達

現地調査

入札図書作成

入札図書承認

図渡し、入札、契約

準備工・仮設工事

基礎工事

配水管工事

検査・引渡し

（計 26.5ヶ月）

（計 3.5ヶ月）

寒中につきコンクリート工事休止

国内準備（調達監理）

高架水槽躯体工事

防水工事

給水管工事

送水管工事

井戸掘削工事

建築工事

設備・電気工事

場内整備

後片付け

【機材調達】

機材製作（日本調達）

機材製作（現地調達）

輸送
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3-3 相手国側分担事業の概要 

本プロジェクトを実施するに当っての「タ」国側負担事項は以下のとおりである。 

１）サルマントイ2村の取水井の建設用地に係る土地所有者の移転登記手続きと同手続き

に必要な費用の負担。 

２）上記１）の取水井の井戸掘削許可申請と同申請に必要な費用の負担。 

３）本プロジェクトの工事の実施に係る建築確認のための申請と同申請に必要な費用の

負担。 

４）本プロジェクトの工事の実施に係る環境社会配慮（EIA）の申請に必要な費用の負担。 

５）本プロジェクトの工事に必要な資材置場等の仮設用地（ピアンジ・ボドカナルの敷

地内に約5,000m2）の提供。 

６）本プロジェクトの給水施設に給電する送電線及び電力計の設置。 

① ピアンジ・ボドカナルの敷地内の既存トランスから本プロジェクトの給水施設

に給電するための送電線及び電力計の設置。 

② サルマントイ2村の既存給水施設敷地内の既存トランスから本プロジェクトの

給水施設に給電するための送電線及び電力計の設置。 

７）本プロジェクトの水道メーター設置に係る住民への広報の実施。 

８）本プロジェクトで実施する給水装置の接続工事の内、日本側が設置する水道メータ

ーより先の民地側の工事。本プロジェクトの着工から竣工年（2017年）までと、竣

工年以降で計画目標年次（2020年）までの想定される接続工事の世帯数は以下のと

おり。 

① 着工～竣工年まで 

・ピアンジ町と隣接3村： 4,796世帯 

・北部3村： 831世帯 

② 竣工年～計画目標年次まで 

・対象サイト全体： 455世帯 

９）上記８）の工事で使用する配管材は、想定される数量を日本側で調達するが、同数

量を超えて必要となる場合、あるいは他の種類の配管材が必要となる場合の配管材

の調達。 

１０）ピアンジ町内にある集合住宅（10棟程度）の高層階へ給水するための増圧ポンプ

の設置（電気工事を含む）。 

１１）ピアンジ・ボドカナルの敷地内にある既存送水管と本プロジェクトの送水管の間

の連絡管の工事。 

１２）本プロジェクトの給水施設周りのフェンスの建設。 
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１３）本プロジェクトの供与機材（車輌等）のためのガレージの建設。 

１４）本プロジェクトの実施及び施設の運営・維持管理に必要な「タ」国側の人材の確

保及び雇用。 

１５）輸入工事用資機材及び機材に対する速やかな通関手続き及び免税措置、国内輸送

の促進。 

１６）契約に基づく工事用資機材、機材及びサービス（本プロジェクトに従事する日本

人及び第3国人の業務等）の調達に対して「タ」国側で課せられる関税、内税及びそ

の他賦課の免除。 

１７）契約に基づいて業務に従事する日本人及び第3国人に対する入国許可及び滞在許可

に係る便宜供与（ビザ発給、外国人登録に係る支援）。 

１８）銀行間協定（B/A）に基づく銀行業務に対し、日本の銀行に支払う授権証（A/P）

の通知手数料及び支払手数料の負担。 

１９）本プロジェクトで整備される給水施設及び機材の適切な運転・維持管理と有効活

用。 
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3-4 プロジェクトの運営・維持管理計画 

（１）運営・維持管理体制 

「タ」国では、2012年5月の大統領令に基づき、首都ドゥシャンベとホジャンド市を除

く同国内の水道事業（都市部及び村落部）は KMK が管轄する。KMK は独立採算を原則

として運営される国営企業であるが、一方で大統領府直轄の組織として KMK の総裁には

閣僚級の権限が与えられている。 

本プロジェクトで建設される給水施設の運営・維持管理は、KMK 傘下の地域ボドカナ

ルの一つであるピアンジ・ボドカナルが行う。現在、同ボドカナルは17人の職員によっ

てピアンジ町及び隣接する村落の一部に給水を行っている。現在は既存の給水施設の老

朽化などにより、十分な給水サービスを住民に提供できていないが、給水施設の運転・

維持管理や料金徴収等の運営管理については、経験とノウハウに問題はない。本プロジ

ェクトが実施されると、新しい給水施設が建設され、管轄する給水区域も拡大されるこ

とになるが、事業の拡大に伴う増員や職員への教育訓練の実施によって、適切な運営・

維持管理を行えるものと判断する。 

新しい給水施設が供用されると、ピアンジ・ボドカナルは「タ」国の政策に従って、

現行の定額制から従量料金制に移行することになる。現在、同ボドカナルの料金徴収率

は、ほぼ100％であり、財務状況も概ね健全である。本プロジェクトの実施後も、新しい

料金制度に対応した料金表の制定や料金徴収体制の整備（人員の雇用と教育訓練）、各

戸接続の推進等を行うことで、現在と同様に独立採算で水道事業を運営できる運営・維

持管理体制を構築する必要がある。 

（２）運営・維持管理の方法 

本プロジェクトで建設される給水施設は、計画給水人口約29,000人、水質の良い地下水

を水源とし、塩素剤による消毒処理のみで給水する運転管理の容易な給水システムであ

る。水源の深井戸から取水した地下水は、高架水槽に一旦貯水され、自然流下で市街地

に配水される。住民は各戸給水栓によって給水サービス受ける。これらの施設の運転・

維持管理は、ピアンジ・ボドカナルの技術職員が行う。本プロジェクトでは、各水栓に

水道メーターを設置して、住民が使用した水量に基づいて料金を徴収する。集金人が毎

月各戸を回って水道メーターの検針を行い、検針結果に基づいて請求書を発行する。住

民は、請求書に基づいて集金人に料金を支払う。他の事務職員は、総務や会計、顧客対

応（クレームや新規接続の申請等）等の業務を行う。 

本プロジェクト実施後のピアンジ・ボドカナルの技術職員及び事務職員の業務内容は

以下のとおりである。 

１）所長 

ピアンジ・ボドカナルの所長は、KMK 本部から派遣されるが、給与は同ボドカナルの
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料金収入から支払わられる。所長は、給水施設の管理者として、管轄区域内の給水施設

全体の運転・維持管理及び水道事業の運営を統括する。また、日々の業務に関する職員

への指示・指導を行うとともに、給水施設の管理記録（給水栓の接続数、給水量、薬品

及び電力の使用量、保守管理の状況等）、運営経費（人件費、運転・維持管理費等）及

び水道料金収入等の情報を月報として取りまとめ、KMK 本部に報告する。また、問題が

発生した場合には KMK 本部と協議し、速やかに問題の解決を図る。 

２）総務 

総務担当者は、運営・維持管理組織内の人事、法務関連の業務（料金滞納者への督促

や給水中止等を含む）、給水施設の運転・維持管理に必要な薬品や資機材等の調達管理

に加え、住民の各戸給水栓の新規接続に係る申請書類の受理及び手続を行う。また、給

水サービスに関する住民への広報活動、住民からのクレームや要望への対応等、給水サ

ービスの改善に係る業務を実施する。 

３）経理 

会計担当者は、水道料金の徴収に係る会計業務を行う。水道料金の請求書及び領収書

は、水道メーターの検針結果に基づいて、集金人が携行するコンピューター端末（ホジ

ャンド市で導入している）で計算・発行される。同端末のデータに基づいて、各利用者

の使用水量と請求金額、請求金額と受領した金額を確認する。また、料金徴収に係る PC

データベースを維持する。さらに、職員の給与や給水施設の運転・維持管理に必要な資

機材、薬品等の購入に係る支払い、帳票類によるこれらの記録と管理を行う。 

４）保守管理 

保守管理担当者は、車輌、工事用機械、配管材、工具類、スペアパーツ等の資機材の

管理、井戸ポンプや消毒設備等の電気・機械設備の保守管理、管路からの漏水修理等の

給水施設の保守管理業務を行う。また、住民の申請に基づいて各戸給水栓の接続工事（接

続工事の見積書作成を含む）や料金滞納者の水道メーターの撤去等の作業を行う。 

５）運転管理 

運転管理担当者は、取水施設の井戸ポンプの運転及び消毒設備による給水の消毒処理

を行う。井戸ポンプの運転に当っては、高架水槽の水位を監視し、井戸ポンプのスイッ

チの開閉や運転台数の制御を行う。また、井戸ポンプの運転時間、塩素剤の使用量、流

量計・電力計の読み、保守管理作業等の給水施設の運転・維持管理状況を「運転管理台

帳」に記録する。 

（３）ピアンジ・ボドカナルの組織図 

本プロジェクトの給水施設の運営・維持管理に必要な組織及びその要員は、現在の職

員の状況、プロジェクト実施後の施設規模、想定される運営・維持管理の業務内容と業

務量を勘案して図3-4-1のとおりとする。 
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図3-4-1 ピアンジ・ボドカナルの組織図（案） 

（４）運営・維持管理組織の設立に係る支援 

本プロジェクトの実施に当って、ピアンジ・ボドカナルの運営・維持管理体制の整備

については「タ」国側が責任をもって行うことになる。しかしながら、「タ」国で従量

料金制を導入しているのは、首都のドゥシャンベやホジャンド市の限られた水道事業体

しかないこと、KMK の管轄するボドカナルでは初めての経験であることから、JICA の技

術協力スキーム等の実施により、従量料金制への円滑な移行を含めて、ピアンジ・ボド

カナルの体制整備に係る KMK の活動を支援する必要がある。 

上記の技術協力では、その実施を通じて「ピアンジ・ボドカナルにおいて従量料金制

に係る適切な運営管理システムが整備され、住民に改善された給水サービスが提供され

る」ことが期待される。同目標を達成するためには、以下の成果を得る必要がある。 

① ピアンジ・ボドカナルの技術職員への教育訓練を完了し、本プロジェクトで建設

される給水施設の運転・維持管理が行えるようになる。 

② ピアンジ・ボドカナルの事務職員、集金人への教育訓練を完了し、従量料金制に

対応した水道事業の運営管理が行えるようになる。 

③ ピアンジ・ボドカナルにおいて従量料金制に対応した料金表及び料金徴収システ

ムが開発される。 

④ 従量料金制の導入、開発された料金表及び料金徴収システムに係る住民の合意が

得られる。 

従量料金制については、KMK だけではなく、本プロジェクトの対象サイトの住民にと

っても初めての経験であることから、住民への十分な説明や啓発活動を通じて、KMK と

注： （ ）内は要員数

水質分析は外注で実施

所長（1人）

Head

総務部

Administration
経理部

Accountant
保守管理部

Maintenance
運転管理部

Operation

総務（1人）

Administrator
会計（1人）

Billing

会計補助（1人）

Casher

電気工（1人）

Electrician

配管工（3人）

Plumber

運転員（6人）

Operator

集金人（11人）

Controller
溶接工（1人）

Welder

消毒係（1人）

Chlorination

水質分析

Quality Analysis

雑務（1人）

Worker
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住民との間で同制度の導入に係る合意形成が必要である。上記の成果を得るための具体

的な活動を下表に示す。 

表3-4-1 技術協力スキームで期待される成果と活動 

成果 活動 

1. 技術職員への教育訓練を

完了し、本プロジェクトで

建設される給水施設の運

転・維持管理が行えるよう

になる。 

・技術職員の雇用に係る支援を行う。 

・各給水施設の運転・維持管理計画を作成する。 

・取水井及び井戸ポンプの運転・維持管理に係る研修を実施する。 

・消毒設備の運転・維持管理に係る研修を実施する。 

・高架水槽の配水管理に係る研修を実施する。 

・配水管及び付帯設備の運転・維持管理に係る研修を実施する。 

・給水装置の運転・維持管理に係る研修を実施する。 

・水質管理に係る研修を実施する。 

・運転・維持管理データの記録に係る研修を実施する。 

・漏水など緊急時の対応に係る研修を実施する。 

・上記研修の達成度に関するモニタリングと評価を実施する。 

・運転・維持管理に係るマニュアル、教材等を作成する。 

2. 事務職員、集金人への教育

訓練を完了し、従量料金制

に対応した水道事業の運

営管理が行えるようにな

る。 

・事務職員の雇用に係る支援を行う。 

・従量料金制に係る会計及びデータ管理に関する研修を実施する。 

・ホジャンド市ボドカナルでの従量料金制に係る研修を実施する。 

・水道メーターの検針及び料金徴収に係る研修、OJT を実施する。 

・上記研修の達成度に関するモニタリングと評価を実施する。 

・事務職員及び集金人の業務に係るマニュアル、教材等を作成する。

3. 従量料金制に対応した料

金表及び料金徴収システ

ムが開発される。 

・ピアンジ・ボドカナルの運転・維持管理費、運営経費を算定する。

・「タ」国で従量料金制を導入している他の水道事業体の料金制度、

料金徴収システム、財務状況等に係る調査を実施する。 

・ピアンジ・ボドカナルの従量料金制に対応した料金表を開発する。

・料金徴収及びデータ管理のための機材・ソフトを購入する。 

・ピアンジ・ボドカナルの適切な料金徴収及びデータ管理システムを

開発する。 

・料金徴収システムの運用、データベースの管理に係るマニュアル、

教材等を作成する。 

4. 従量料金制の導入、開発さ

れた料金表及び料金徴収

方法に係る住民の合意が

得られる。 

・ピアンジ・ボドカナルの水道事業、従量料金制の導入を住民に説明

するためのパンフレット等を作成する。 

・ピアンジ・ボドカナルの水道事業及び従量料金制に関する住民説明

会を開催する。 

・従量料金制の導入に係るピアンジ・ボドカナルと住民の合意形成を

促進する啓発活動（広報活動、看板設置等）を実施する。 
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3-5 プロジェクトの概略事業費 

3-5-1 協力対象事業の概略事業費 

本協力対象事業を実施する場合に必要となる事業費総額は、15.95億円となり、先に述

べた日本と「タ」国の負担区分に基づく双方の経費内訳は、下記（３）に示す積算条件

によれば、次のとおり見積られる。ただし、この額は交換公文上の供与限度額を示すも

のではない。 

（１）日本側負担経費 

概略総事業費 約1,595百万円 

2ヶ所の給水施設の建設   配管延長 約90ｋｍ 

費目 概略事業費（百万円） 

施  設 

取水施設 
・深井戸建設 

・取水ポンプ設置 
78 

1,379 

送水施設 ・送水管布設 35 

浄水施設 ・消毒設備設置 28 

配水施設 
・高架水槽建設 

・配水管布設 
849 

給水装置 
・給水管布設 

・水道メーター設置 
359 

建  屋 
・ポンプ制御室 

・事務所棟 
30 

機  材 

・保守管理・工事用車輌 

・工事用機械 

・保守管理用工具類 

・配管材 

79 79 

実施設計・施工監理 137 137 

（２）「タ」国側負担経費 

約257万ソモニ（約52.58百万円） 

① 既存送水管の切回し工事 4万ソモニ （約0.82百万円） 

② 給水管の接続工事  245万ソモニ （約50.13百万円） 

③ 増圧ポンプ設置工事 8万ソモニ （約1.63百万円） 

（３）積算条件 

① 積算時点 平成25年6月 

② 為替交換レート 1 US$＝ 98.92円 

 1ソモニ＝ 20.38円 

③ 施工期間 詳細設計、工事の期間は、施工工程に示したとおり。 
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④ その他 積算は、日本国政府の無償資金協力の制度を踏まえて行うこと

とする。 

3-5-2 運営・維持管理費 

本プロジェクトの計画目標年次2020年におけるピアンジ・ボドカナルの運営・維持管

理費の試算を行い、計画実施に係る採算性の面での妥当性を検証する。なお、積算に当

っては、現地調査時点における KMK の料金表、電気料金及び同ボドカナル職員の給与水

準等を基に収入と経費の算定を行うものとする。また、料金収入の積算は、漏水量を含

まない住民の実使用水量（消費水量）によるものとする。 

（１）料金表 

ピアンジ・ボドカナルの現行の水道料金の料金表は下表のとおりである。用途別の水

単価を定めているが、現在の料金制度は「定額制」であるため、一般家庭では、給水原

単位を95ﾘｯﾄﾙ/人/日として基準水量を定め、これに各世帯の人数と水単価を乗じて世帯毎

の水道料金を算定している。 

一方、事業所については、接続している給水管の口径と給水圧によって標準使用水量

が決められており、この水量に政府系機関は1.0ソモニ/m3、民間企業と独立採算事業者（電

気事業者、電話会社、綿花工場等）は2.0ソモニ/m3を乗じて料金を算定している。 

本プロジェクトの実施後は従量料金制に移行するが、計画目標年次の料金収入の算定

に当っては、現行の水単価を使用する。 

表3-5-1 現行のピアンジ・ボドカナルの料金表（1m3当り） 

用途 水単価 料金算定方法 

1. 一般家庭 0.7 ソモニ/m3 給水原単位を 95 ﾘｯﾄﾙ/人/日として、世

帯の人数と水単価を乗じて算定。 

2. 政府系機関 1.0 ソモニ/m3 接続している給水管の口径別標準使用

水量に水単価を乗じて算定。 

3. 民間企業 2.0 ソモニ/m3 同上 

4. 独立採算事業者 2.0 ソモニ/m3 同上 

（２）使用水量 

計画目標年次（2020年）の使用水量は、同年のピアンジ町と隣接3村及び北部3村の計

画給水人口に各々の計画給水原単位150ﾘｯﾄﾙ/人/日と95ﾘｯﾄﾙ/人/日を乗じて算定する。年間

の水使用量は以下のとおりである。 

・ピアンジ町と北部3村 24,091人×150ﾘｯﾄﾙ/人/日×365日÷1,000 ＝ 1,318,982m3 

・北部3村 5,263人×95ﾘｯﾄﾙ/人/日×365日÷1,000 ＝ 182,497m3 

合計  1,501,477m3 
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（３）料金収入 

上記（１）の水単価と（２）の使用水量から年間の料金収入を算定する。ここで、水

単価は表3-5-1に示すとおり、4つの用途別単価となっているため、使用水量の比率を一般

家庭、政府系機関、民間企業及び独立採算事業者で、各々、86％、5％、8％、1％と仮定

して算定する。 

ピアンジ・ボドカナルの計画目標年次の料金収入は以下のとおりである。 

・一般家庭 86％ 1,291,270m3×0.7ソモニ/m3 ＝ 903,889ソモニ 

・政府系期間 5％ 75,074m3×1.0ソモニ/m3 ＝ 75,074ソモニ 

・民間企業 8％ 120,118m3×2.0ソモニ/m3 ＝ 240,236ソモニ 

・独立採算事業者 1％ 15,015m3×2.0ソモニ/m3 ＝ 30,030ソモニ 

合計   1,249,229ソモニ 

実際の水道事業の運営では、使用水量が計画に達しない場合や料金徴収において未収

金が発生するなどにより、予定した収入が得られないことも考えられる。このような経

営上のリスクを勘案して、料金収入は上記の値に20％程度の安全率を考慮して、999,383

ソモニ（＝1,249,229×0.80）とする。なお、政府からの補助金等については、独立採算の

原則から見込まないものとする。 

（４）経費 

計画目標年次におけるピアンジ・ボドカナルの年間の費目別運営・維持管理費は以下

のとおりである。 

１）人件費 

本プロジェクト実施後のピアンジ・ボドカナルの組織図（図3-4-1参照）と現在の同ボ

ドカナル職員の給与水準から以下のように算定する。 

・所長 6級 1人×973ソモニ×12ヶ月 ＝ 11,676ソモニ 

・会計 5級 1人×808ソモニ×12ヶ月 ＝ 9,696ソモニ 

・会計補助 4級 1人×668.5ソモニ×12ヶ月 ＝ 8,022ソモニ 

・総務 5級 1人×808ソモニ×12ヶ月 ＝ 9,696ソモニ 

・集金人 3級 11人×553ソモニ×12ヶ月 ＝ 72,996ソモニ 

・電気工 4級 1人×668.5ソモニ×12ヶ月 ＝ 8,022ソモニ 

・配管工 3級 3人×553ソモニ×12ヶ月 ＝ 19,908ソモニ 

・溶接工 4級 1人×668.5ソモニ×12ヶ月 ＝ 8,022ソモニ 

・消毒係 3級 1人×553ソモニ×12ヶ月 ＝ 6,636ソモニ 

・運転員 3級 6人×553ソモニ×12ヶ月 ＝ 39,816ソモニ 

・雑務 1級 1人×175ソモニ×12ヶ月 ＝ 2,100ソモニ 

合計   196,590ソモニ  



 

- 122 - 

２）電気代 

上記（２）の各地区の年間使用水量を給水するために必要な取水井の運転時間及び井

戸ポンプの出力から電力消費量を算定し、同電力量に電気の単価を乗じて電気代を算定

する。なお、「タ」国では夏季と冬季では電気の単価が大きく異なるため、季節別に電

気代を算定する。 

① 夏季（4月～10月） 

・ピアンジ町と隣接3村 40×302,400kWh×0.000188ソモニ ＝ 2,274ソモニ 

・北部3村  12×75,600kWh×0.000188ソモニ ＝ 171ソモニ 

② 冬季（11月～3月） 

・ピアンジ町と隣接3村 40×216,000kWh×0.000770ソモニ ＝ 6,653ソモニ 

・北部3村  12×22,500kWh×0.000770ソモニ ＝ 208ソモニ 

合計   9,306ソモニ  

３）燃料代 

日常の給水施設の運転・維持管理に使用する車輌や給水管の接続工事、漏水修理等で

使用する工事用車輌等の年間燃料消費量を想定される標準走行距離と燃費から算定し、

これに燃料（軽油）の単価を乗じて燃料費を算定する。 

・ピックアップトラック 3,211.42ﾘｯﾄﾙ×6.51ソモニ ＝ 20,906ソモニ 

・クレーン付きトラック 4,818.00ﾘｯﾄﾙ×6.51ソモニ ＝ 31,365ソモニ 

・バックホー・ローダー 3,909.15ﾘｯﾄﾙ×6.51ソモニ ＝ 25,449ソモニ 

・エンジン溶接発電機 265.14ﾘｯﾄﾙ×6.51ソモニ ＝ 1,726ソモニ 

・水中サンドポンプ 1,060.54ﾘｯﾄﾙ×6.51ソモニ ＝ 6,904ソモニ 

・アスファルトカッター 132.57ﾘｯﾄﾙ×6.51ソモニ ＝ 863ソモニ 

合計   87,213ソモニ  

４）機材更新料 

本プロジェクトで建設する給水施設全体の減価償却費を水道料金で回収することは困

難であると思われるが、本プロジェクトで設置する取水井の水中モーターポンプや塩素

剤を注入するための薬品注入ポンプ等の設備・機器類、車輌や工事用機械等の供与機材、

使用水量の計量の正確性を担保するための水道メーターの更新は、水道事業を継続する

ために不可欠と考えられる。 

このため、上記の設備・機器等の基礎価額に各々の償却率を乗じて原価償却費（定額

償還）を算定し、同費用を水道料金で回収するものとする。実際の会計処理としてはこ

れらの費用を積立金として計上し、更新時の費用に充てるものとする。 

・水中モーターポンプ（15KW） 201,610ソモニ×14.49%/年＝ 29,213ソモニ 

・水中モーターポンプ（7.5KW） 75,918ソモニ×14.49%/年＝ 11,000ソモニ 

・薬品注入ポンプ（ピアンジ） 112,905ソモニ×14.49%/年＝ 16,360ソモニ 
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・薬品注入ポンプ（北部3村） 96,124ソモニ×14.49%/年＝ 13,928ソモニ 

・ピックアップトラック 171,737ソモニ×10.00%/年＝ 17,174ソモニ 

・クレーン付きトラック 294,406ソモニ×8.33%/年＝ 24,524ソモニ 

・バックホー・ローダー 539,745ソモニ×10.00%/年＝ 53,974ソモニ 

・エンジン溶接発電機 63,788ソモニ×8.00%/年＝ 5,103ソモニ 

・水中サンドポンプ 29,441ソモニ×9.52%/年＝ 2,803ソモニ 

・アスファルトカッター 24,534ソモニ×13.33%/年＝ 3,270ソモニ 

・電気溶接機 31,894ソモニ×6.25%/年＝ 1,993ソモニ 

・水道メーター 1,641,364ソモニ×6.67%/年＝ 109,479ソモニ 

合計   288,823ソモニ  

５）租税手数料 

KMK 本部のサービス料、地下水の利用税及び法人税の租税手数料を料金収入に対する

比率として計上する。 

・KMK サービス料  1,249,229ソモニ×8％ ＝ 99,938ソモニ 

・地下水利用税  1,249,229ソモニ×2％ ＝ 24,985ソモニ 

・法人税  1,249,229ソモニ×6％ ＝ 74,954ソモニ 

合計   199,877ソモニ  

６）その他の経費 

上記の経費の他に、消毒用の塩素剤の購入費、外注によって実施する水質分析の費用、

事務所の備品の購入や更新のための費用を料金収入に対する比率として計上する。 

・薬品代  1,249,229ソモニ×1％ ＝ 12,492ソモニ 

・水質分析費  1,249,229ソモニ×3％ ＝ 37,477ソモニ 

・事務所経費  1,249,229ソモニ×10％ ＝ 124,923ソモニ 

合計   174,892ソモニ  

（５）収支 

上記（３）及び（４）で検討した本プロジェクト実施後のピアンジ・ボドカナルの料

金収入と運営・維持管理に係る経費の収支を表3-5-2に示す。同表より、本プロジェクト

で建設される給水施設の計画目標年次（2020年）における運営・維持管理費は、料金収

入で十分に賄うことができるものと判断される。 

上記の検討に当っては、現行の KMK の料金表の水単価（一般家庭用の水単価は0.7ソ

モニ/m3）を使用した。現在の定額制による一般家庭の水道料金は、給水原単位を95ﾘｯﾄﾙ/

人/日として基準水量を定め、これに各世帯の人数と上記の水単価を乗じて月々の水道料

金を算定しており、標準的な1世帯5人の場合、1ヶ月当りの水道料金は10ソモニ（約200

円）となる。 
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ピアンジ・ボドカナルの料金徴収の実績によると、現在の料金徴収率は、ほぼ100％で

あり、本プロジェクトの実施後も現在と同程度の料金水準（水単価）が維持されれば、

住民にとって無理なく料金の支払いができるもの判断する。また、本プロジェクトでは、

北部3村に比べて生活水準の高いピアンジ町と隣接3村の給水原単位を上記の基準水量の

約1.5倍の150ﾘｯﾄﾙ/人/日としている。このため、同地域の月々の水道料金は、標準世帯で

15ソモニ程度となるが、この金額も十分に支払い可能であると判断する。 

なお、上記で検討したピアンジ・ボドカナルの運営・維持管理費の構成は、人件費が

約20％、機材更新料が約30％、租税手数料が約20％で、これらの費用が全体の経費の約

70％を占める。これらの費用は、給水量の大小に関わらず、同ボドカナルの水道事業の

運営に必要な経費（固定費）である。 

本プロジェクトの料金制度として完全従量料金制（基本水量と基本料金がなく、使用

水量×水単価で料金を計算する方法）を採用した場合、水道料金を低く抑えたいという

利用者意識が働くことにより、使用水量が計画した水量に達せず、結果的に収入が減っ

て、上記の固定費も賄えなくなることも想定される。このため、今後、従量料金制に対

応した新たな料金表を開発する場合には、このようなリスクを回避し、固定費を確実に

回収できる料金体系とすることが必要である。 

表3-5-2 ピアンジ・ボドカナルの年間料金収入と運営・維持管理費 

項目 金額（ソモニ） 備考 

1. 収入 ・料金収入 999,383  80％を計上 

2. 運営・維持

管理費 

・人件費 196,590 (20.5%)  

・電気代 9,306 (1.0%)  

・燃料費 87,213 (9.1%)  

・機材更新料 288,823 (30.2%)  

・租税手数料 199,877 (20.9%)  

・その他の経費 174,892 (18.3%)  

計 956,701 (100%)  

3. 収支 (3=1-2) 42,682   
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第４章 プロジェクトの評価 

 

4-1 事業実施のための前提条件 

本プロジェクトの給水施設（取水施設、高架水槽、配水管、給水装置）を建設するた

めの用地の内、取水施設（深井戸）と高架水槽については、ピアンジ・ボドカナルや郡

役場（ジョモアット）の既存給水施設の敷地内に建設されること、配水管については公

道下に布設されるため、新たな用地の取得は不要である。また、各戸に接続する給水装

置の民地内の工事についても、各利用者の申請に基づいて接続工事を実施することにな

るため、用地取得の問題は発生しない。 

本プロジェクトの給水施設の建設に当っては、「タ」国の法令に従って、国家建築建

設庁による建築確認の審査を受け、同庁の承認を得る必要がある。また、新設する深井

戸の掘削に当っては、同国の地質委員会に掘削許可申請を行って承認を得る必要がある。

これらの申請については、「タ」国側分担事項として KMK が責任を持って行うことにな

る。なお、これらの手続きには1ヶ月程度の期間を要することから、本プロイジェクトの

実施工程に影響を与えないよう適切に対応する必要がある。 

本プロジェクトの実施に際しての環境社会面への影響に関しては、KMK が環境保全委

員会に提出した本プロジェクトの申請書類の審査の結果、影響は小さいと判断され、本

プロジェクトの実施はすでに承認済みである。なお、同委員会からは施設の供用開始後

の水質モニタリングの実施を求められており、KMK が対応することになる。 

本プロジェクトを実施するに当たっての「タ」国側の施工分担及び経費の負担を要す

る事項は下記のとおりである。 

① 給水施設の建設に係る建築確認、深井戸の掘削許可取得に必要な申請費用。 

② 給水装置の接続工事の内、日本側が設置する水道メーターより先の民地側の接続

工事費。 

③ ピアンジ・ボドカナルの敷地内の既存送水管を本プロジェクトの新設送水管に接

続するための工事費。 

④ ピアンジ町内の集合住宅の高層階へ給水するための増圧ポンプの設置費用。 

⑤ 本プロジェクトの実施に係る KMK 及びピアンジ・ボドカナルのプロジェクト運営

管理費。 

「タ」国側は、上記の分担工事の実施及び経費の負担の他、免税措置等の我が国の無

償資金協力事業を実施する上で必要となる「タ」国側分担事業の実施について同意して

おり、2013年10月25日付の討議議事録（資料4参照）にて確認した。 

4-2 プロジェクト全体計画達成のために必要な相手方投入（負担）事項 

本プロジェクトが実施されると、ピアンジ・ボドカナルは給水区域の拡大や24時間給
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水に対応した施設の運転・維持管理体制を整備する必要がある。また、運営面では、計

画目標年次の2020年には、経営規模（契約件数）が現在の3.4倍になると想定されること

や本プロジェクトが実施されると「タ」国政府の政策に従って、現行の定額制から従量

料金制へ移行することになるため、これらの業務に対処できる体制整備が必要である。

本プロジェクトの実施後、適正な運営・維持管理を行うためには、ピアンジ・ボドカナ

ルの職員を現在の17人から約1.7倍の28人に増員する必要がある。 

これら職員の雇用と新しい給水施設の運転管理や料金制度に対応するための職員の教

育訓練は「タ」国側が責任を持って行うことになる。しかし、「タ」国では従量料金制

を導入している水道事業体はほとんどないこと、KMK の管轄するボドカナルでは初めて

の経験であることから、JICA の技術協力スキーム等の実施を通じて「タ」国側の活動を

支援し、新しい料金制度の料金表の制定や、料金徴収体制の整備、各戸接続の推進等を

行うことで、現在と同様に独立採算で水道事業を運営できる運営・維持管理体制を構築

することが必要である。 

4-3 外部条件 

本プロジェクトの効果が発現し且つその効果が持続することで本プロジェクトの目標

が達成されるためには、下記の条件が満たされる必要がある。 

① 対象サイトの治安状況が本プロジェクトの実施に影響しない。 

② 対象サイトの住民が本プロジェクトの実施に反対しない。 

③ 本プロジェクトで研修を受けたピアンジ・ボドカナルの職員が業務を続ける。 

④ 「タ」国の給水分野の政策に大幅な変更がない。 

上記の条件の内、①については、本プロジェクトの対象サイトは、紛争国であるアフ

ガニスタンが国境となっているピアンジ川を挟んで対岸にあり、本プロジェクトを実施

する上でのリスクとして排除できない。②については、現地調査時に住民集会を開催し

て、本プロジェクトの実施や従量料金制への移行に係る住民の同意、水道料金の支払い

意思は確認されているが、本プロジェクトの実施に当っては、再度、水道事業の内容や

料金制度に係る住民説明会の開催や啓発活動等の実施を通じてピアンジ・ボドカナルの

水道事業に係る住民の十分な理解を得ることが重要である。 

③と④については、「タ」国が給水分野の政策として推進している従量料金制を本プ

ロジェクトで導入し、独立採算による水道事業の運営・維持管理を実現することで、ピ

アンジ・ボドカナルの職員に適正な給与が持続的に支払われ且つ業務に対する責任感を

醸成することが重要である。また、現行の「タ」国の政策に基づいて実施される本プロ

ジェクトが成功裏に実施され、本プロジェクトの運営・維持管理手法が同国の水道事業

のモデルとして他の地域にも普及することで、「タ」国政府の進める当該分野の政策の

実現に貢献することが望まれる。 
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4-4 プロジェクトの評価 

4-4-1 妥当性 

本プロジェクトの対象サイトであるピアンジ県ピアンジ町と隣接する6村の現状にお

ける給水率はわずか27％に過ぎない。全国平均の給水率（58.5％）に比べても極端に低く、

安全な水へのアクセスが困難な地域である。対象サイトの中で給水サービスのない地区

の住民は、給水源として主にハンドポンプ付の浅井戸を使用しているが、これら浅井戸

の地下水は濁っており、水質試験の結果でも細菌に汚染された非衛生的なものであるこ

とが明らかになっている。また、住民の多くは集落の中を流れるかんがい水路の水を食

器洗などの生活用水として日常的に利用しているが、水路の水は非衛生的で濁りが強く、

飲料水以外の生活用水としての利用にも問題がある。 

本プロジェクトは、このような劣悪な給水状況を改善することを目的とするものであ

り、民生の安定や住民の生活環境の改善など、BHN の観点から緊急性の高いプロジェク

トである。本プロジェクトが実施されると、対象サイトの住民約29,000人が直接裨益し、

給水率は100％に改善される。また、本プロジェクトは、国民の給水状況の改善を優先課

題の一つとする「タ」国の給水分野の政策に合致するとともに現状の給水率58.5％（2008

年）を2015年までに83％に改善する国家目標の達成に資するものである。 

本プロジェクトは上記のように多大な効果が期待できると同時に広く住民の公衆衛生

の改善と生活の安定に寄与するものであることから本プロジェクトに対して我が国の無

償資金協力を実施することの妥当性が確認される。 

4-4-2 有効性 

協力対象事業では、ピアンジ町と隣接3村及び北部3村に各々、給水能力5,315m3/日と735 

m3/日の給水施設を建設する。これらの給水施設の建設によって下表のような定量的な効

果が期待される。 

表4-4-1 協力対象事業の定量的効果 

指標名 基準年（2012年） 
目標値（2020年） 
【事業完成後3年】 

給水対象地域の給水人口 約6,500人 約29,000人 

また、協力対象事業の実施により、安全な水が安定的に供給されるようになることや

各戸給水栓による24時間の給水サービスが提供されることにより、下記のような定性的

な効果が期待される。 

① 住民の衛生状況が改善され、水因性疾患の罹患率が軽減される。 

② 児童及び女性の水汲み労働が軽減される。 
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調査団員・氏名 
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資料１ 調査団員・氏名 

現地調査の団員は下記のとおり。 

No. 氏  名 担  当 所  属 期  間 

1 村上 敏雄 総括 JICA国際協力専門員 
2013年4月11日～

2013年4月18日 

2 磯辺 良介 協力企画 
JICA地球環境部水資源

第一課 

2013年4月11日～

2013年4月18日 

3 山貝 廣海 業務主任／給水計画 
株式会社エイト日本技

術開発 

2013年4月11日～

2013年5月13日 

4 杉野 晋介 

（副業務主任）施工

計画／調達計画／送

配水施設計画2 

株式会社エイト日本技

術開発 

2013年4月11日～

2013年6月3日 

5 松田 和美 送配水施設計画 
株式会社エイト日本技

術開発 

2013年4月15日～

2013年5月30日 

6 苦瓜 泰秀 
地下水開発／自然条

件調査 

株式会社エイト日本技

術開発 

2013年4月11日～

2013年6月14日 

7 根本 勝 環境社会配慮 
株式会社エイト日本技

術開発 

2013年4月15日～

2013年5月12日 

8 宇佐美 栄邦 
組織体制／運営維持

管理計画 

株式会社エイト日本技

術開発（補強） 

2013年5月6日～

2013年6月3日 

9 前野 伸一 
組織体制／運営維持

管理2 

株式会社エイト日本技

術開発 

2013年4月11日～

2013年5月9日 

10 村井 義幸 通訳 株式会社フランシール 
2013年4月11日～

2013年6月3日 

準備調査報告書（案）の現地説明の団員は下記のとおり。 

No. 氏  名 担  当 所  属 期  間 

1 村上 敏雄 総括 JICA国際協力専門員 
2013年10月21日～

2013年10月28日 

2 磯辺 良介 協力企画 
JICA地球環境部水資源

第一課 

2013年10月21日～

2013年10月28日 
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3 杉野 晋介 

（副業務主任）施工

計画／調達計画／送

配水施設計画2 

株式会社エイト日本技

術開発 

2013年10月21日～

2013年10月28日 

4 宇佐美 栄邦 
組織体制／運営維持

管理計画 

株式会社エイト日本技

術開発（補強） 

2013年10月21日～

2013年10月28日 

5 村井 義幸 通訳 株式会社フランシール 
2013年10月21日～

2013年10月28日 
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調査行程 
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資料２ 調査行程 

現地調査：2013年4月11日～2013年6月13日（64日間） 

No. 月日 (曜日) 行程 内容 

1 4/10 (水) NRT→IST（TK051） 
IST→ 
村上専門員、磯辺、山貝、杉野、

苦瓜、前野、村井 

 

2 4/11 (木) →DYU（TK254） 
同上団員 

JICA事務所打合せ 
住宅サービス公社（KMK）本部への

調査説明・協議 

3 4/12 (金)  KMK本部との協議 

4 4/13 (土)  ミニッツ案作成 

5 4/14 (日) NRT→IST（TK051） 
IST→ 
松田、根本 

ミニッツ案作成 

6 4/15 (月) →DYU（TK254） 
同上団員 

移動（DYU→Pyanji） 
ピアンジ県知事表敬 
ピアンジ・ボドカナル及びピアンジ町

内現地踏査 

7 4/16 (火)  ピアンジ町現地踏査 
移動（Pyanji→DYU） 

8 4/17 (水)  KMK本部との協議、ミニッツ署名 
JICA事務所報告 

9 4/18 (木) DYU→IST（TK255） 
IST→ 
村上専門員、磯辺 

現地調査（コンサル団員） 
・サイト状況調査（自然条件、社会条

件調査） 
・運営・維持管理体制調査 
・ソフトコンポーネント計画の策定 
・施設、設備、機材計画調査 
・施工計画調査（関連法規等） 
・調達事情調査 
・施工計画調査 
・環境社会配慮事項等に係る調査 

10 4/19 (金) →NRT（TK050） 
同上団員 

11 
～ 

25 

4/20 
～ 

5/4 

(土) 
～ 

(土) 

 

26 5/5 (日) NRT→IST（TK051） 
IST→ 
宇佐美 

27 5/6 (月) →DYU（TK254） 
同上団員 

28 
～ 

29 

5/7 
～ 

5/8 

(火) 
～ 

(水) 

 

30 5/9 (木) DYU→IST（TK255） 
IST→ 
前野 

31 5/10 (金) →NRT（TK050） 
同上団員 

32 
～ 

33 

5/11 
 

5/12 

(土) 
～ 

(日) 

 

34 5/13 (月) DYU→IST（TK255） 
IST→ 
山貝、根本 
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35 5/14 (火) →NRT（TK050） 
同上団員 

36 
～ 

50 

5/15 
～ 

5/29 

(水) 
～ 

(水) 

 

51 5/30 (木) DYU→IST（TK255） 
IST→ 
松田 

52 5/31 (金) →NRT（TK050） 
同上団員 

・調査結果取りまとめ 
・JICA事務所報告 

53 
～ 

54 

6/1 
 

6/2 

(土) 
～ 

(日) 

 

55 6/3 (月) DYU→IST（TK255） 
IST→ 
杉野、宇佐美、村井 

56 6/4 (火) →NRT（TK050） 
同上団員 

57 
～ 

64 

6/5 
～ 

6/12 

(水) 
～ 

(水) 

 

65 6/13 (木) DYU→IST（TK255） 
IST→ 
苦瓜 

66 6/14 (金) →NRT（TK050） 
同上団員 

準備調査報告書（案）の現地説明：2013年10月21日～2013年10月28日（8日間） 

No. 月日 (曜日) 行程 内容 

1 10/20 (日) NRT→IST（TK051） 
IST→ 
村上専門員、磯辺、杉野、 
宇佐美、村井 

 

2 10/21 (月) →DYU（TK254） 
同上団員 

 
KMK本部への説明・協議 

3 10/22 (火) 同上団員 JICA事務所打合せ 
KMK本部への説明・協議 

4 10/23 (水) 同上団員 KMK本部への説明・協議 
独占禁止委員会打合せ 

5 10/24 (木) 同上団員 財務省、外務省、KMK、調査団の合同協議

ミニッツ案作成 

6 10/25 (金) 同上団員 ミニッツ署名 
JICA事務所報告 

7 10/26 (土) 同上団員 ハマドニ地区給水施設視察 

8 10/27 (日)  資料整理 

9 10/28 (月) DYU→IST（TK255） 
IST→ 
村上専門員、磯辺、杉野、 
宇佐美、村井 

 

10 10/29 (火) →NRT（TK050） 
同上団員 

 

注）NRT：成田、IST：イスタンブール、DYU：ドゥシャンベ 
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関係者（面会者）リスト 
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資料３ 関係者（面会者）リスト 

（１） Ministry of Foregin Affairs 

Mr. ZOHIDOV Nizomiddin Shamsiddinovich 副大臣 

Mr. Khusrav NOZIRI アジア・アフリカ局長 

Ms. Marina MURODOVA アジア・アフリカ局三等書記官 

（２） State Unitary Enterprise “Khojagii manziliyu-kommunali” (KMK) 

Mr. Alimurod TAGOIMURODOV 総裁 

Mr. Zarifovich Musso GAFUROV 副総裁 

Mr. Rayshan DADABOEV 対外経済課長 

Mr. Yorasen GULOMASENOV 経済課長 

Mr. Imomdin ISKANDAROV 上下水道課課長 

Mr. Rakhmatullo SULTONOV 上下水道課課長代理 

Mr. Sherali ZAIROV 経理主任 

Ms. Rukhshona ABDULLAEVA チーフエコノミスト 

Mr. Aliev Nevmatullo 設計研究所主任技師 

Ms. Karamanyah Evgeniya 設計研究所技師 

Ms. Normukhamedova Matlyuba 設計研究所技師 

（３） Panji Vodokanal 

Mr. Zhumakhon KHAKIMOV Head of Vodokanal Pyanji 

（４） Khujand Vodokanal 

Mr. Nematjon S. Yusupov General Director 

Mr. Abdujalilov Ibrohim Juraboevich First Deputy 

（５） Ministry of Water Resources 

Mr. Khalilov Djalim 環境保全委員会EIA課長 

（６） 独占禁止委員会 

Mr. Odinaev Nazar 副議長 

（７） ハトロン州ハマドニ地区給水改善計画 

櫻井 正人 （株）協和コンサルタンツ（常駐監理） 

梅原 昌博 大日本土木（株）（所長） 

（８） ハトロン州ハマドニ県給水事業運営維持管理技術指導技術協力プロジェクト 

小肩 雅之 （株）協和コンサルタンツ 

 （水道施設運営維持管理派遣専門家） 
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（９） JICA タジキスタン支所 

飯田 次郎 支所長（前任） 

末田 和也 支所長（新任） 

片山 浩樹 企画調査員（前任） 

須藤 貴雄 企画調査員（新任） 

Mr. Azizbek SATTOROV Program Officer 
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討議議事録（M/M） 
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資 料 ５ 

 

環境保全委員会の承認レター 







 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 ６ 

 

ステークホルダー協議議事録 

















 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 ７ 

 

JICA 環境社会配慮ガイドラインに基づく環境チェックリスト 



環境チェックリスト：14. 上水道 (1) タジキスタン共和国ハトロン州ピアンジ県給水改善計画 

分
類 

環境項目 主なチェック事項 
Yes: Y 

No: N 

具体的な環境社会配慮 

（Yes/No の理由、根拠、緩和策等) 

１ 

許
認
可
・
説
明 

(1) EIA および

環境許認可 

(a) 環境アセスメント報告書（EIA レポート)等は作成済みか。 

(b) EIA レポート等は当該国政府により承認されているか。 

(c) EIA レポート等の承認は付帯条件を伴うか。付帯条件がある場

合は、その条件は満たされるか。 

(d) 上記以外に、必要な場合には現地の所管官庁からの環境に関す

る許認可は取得済みか。 

(a) Y 

(b) Y 

(c) Y 

(d) N 

(a) 原則として、開発事業者が提出する申請資料の内容に基づき、環境保

全委員会は詳細な EIA 手続きの必要性を判断する。本プロジェクトに

ついては、2013 年 6 月に KMK より環境保全委員会に対して申請資料

を提出している。 

(b) 2013 年 8 月に環境保全委員会よりプロジェクト実施に関する承認を

受けている。 

(c)  環境保全委員会より、新規井戸掘削時の手続き、供用時の水質モニタ

リング等が求められており、実施段階で対応する必要がある。 

(d) ①施設の建設許可、②新規水源からの取水許可を取得する必要があ

る。 

(2) 現地ステー

クホルダー

への説明 

(a) プロジェクトの内容および影響について、情報公開を含めて現

地ステークホルダーに適切な説明を行い、理解を得ているか。 

(b) 住民等からのコメントを、プロジェクト内容に反映させたか。 

(a) Y 

(b) Y 

(a) 2013年5月6日に本プロジェクトの対象地域でステークホルダー協議

を開催し、プロジェクト実施に関する理解を得ている。 

(b) ステークホルダー協議の参加者から配水管の新設や雇用に関する要

望が出ており、本プロジェクト内容に反映されている。 

(3) 代替案の検

討 

(a) プロジェクト計画の複数の代替案は（検討の際、環境・社会に

係る項目も含めて）検討されているか。 

(a) N (a) 給水施設の配置に関する代替案として「給水施設を各配水区に分離し

て建設する案」があげられるが、本プロジェクトでは技術・費用およ

び用地取得面、環境社会配慮面（工事中の粉じん、騒音・振動等の影

響）で優位な「給水施設をまとめて建設する案」を採用している。 

２ 

汚
染
対
策 

(1) 大気質 (a) 消毒用塩素の貯蔵設備、注入設備からの塩素による大気汚染は

あるか。 

(b) 作業環境における塩素は当該国の労働安全基準等と整合する

か。 

(a) N 

(b) Y 

(a) 本プロジェクトでは、消毒設備室や次亜塩素酸ソーダ溶解注入設備を

新設することから、周辺の大気汚染が生じる恐れは少ない。 

(b) KMK は塩素剤の取り扱いを含む安全管理作業マニュアルを有してい

る。引き続き同作業マニュアルを使用することにより、労働者の安全

は確保される。 

(2) 水質 (a) 施設稼働に伴って発生する排水の SS、BOD、COD、pH 等の項

目は当該国の排水基準等と整合するか。 

(a) Y (a) 給水施設稼働に伴う排水は生じない。 

(3) 廃棄物 (a) 施設稼働に伴って発生する汚泥等の廃棄物は当該国の規定に

従って適切に処理・処分されるか。 

(a) Y (a) 給水施設稼働に伴う汚泥は生じない。 

(4) 騒音・振動 (a) ポンプ施設等からの騒音・振動は当該国の基準等と整合する

か。 

(a) Y (a) 騒音・振動の発生源となる機械類を建屋内に設置するほか、既存の設

備（バキュームポンプ）よりも騒音・振動の少ない設備（深井戸用水

中ポンプ）を導入する計画である。従って運転段階において騒音・振

動による負の影響が生じる恐れは少ない。 

(5) 地盤沈下 (a) 大量の地下水汲み上げを行う場合、地盤沈下が生じる恐れがあ

るか。 

(a) N  (a) ボーリング調査結果や揚水試験結果を踏まえて揚水計画を策定する。

また、 サイトの地質は砂礫層が主であり、地盤沈下は生じにくい。 

資
料
７
 
環
境
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
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環境チェックリスト：14. 上水道 (2) タジキスタン共和国ハトロン州ピアンジ県給水改善計画 

分
類 

環境項目 主なチェック事項 
Yes: Y 

No: N 

具体的な環境社会配慮 

（Yes/No の理由、根拠、緩和策等) 

３ 

自 

然 

環 

境 

(1) 保護区 (a) サイトは当該国の法律・国際条約等に定められた保護区内に立地

するか。プロジェクトが保護区に影響を与えるか。 

(a) N (a) 法律や国際条約で定められた保護区はサイトに存在しない。 

(2) 生態系 (a)サイトは原生林、熱帯の自然林、生態学的に重要な生息地（珊瑚礁、

マングローブ湿地、干潟等）を含むか。 

(b) サイトは当該国の法律・国際条約等で保護が必要とされる貴重種

の生息地を含むか。 

(c) 生態系への重大な影響が懸念される場合、生態系への影響を減ら

す対策はなされるか。 

(d) プロジェクトによる取水（地表水、地下水）が、河川等の水域環

境に影響を及ぼすか。水生生物等への影響を減らす対策はなされ

るか。 

(a) N 

(b) N 

(c) N 

(d) N 

(a)(b)(c)(d) 

原生林や生態学的に重要な生息地、法律・国際条約等で保護が必要と

される貴重種の生息地はサイトに存在しない。 

(3) 水象 (a) プロジェクトによる取水（地下水、地表水）が地表水、地下水の

流れに悪影響を及ぼすか。 

(a) N (a) ボーリング調査結果や揚水試験結果を踏まえて揚水計画を策定す

ることから、地表流水や地下水の流れに悪影響が生じる恐れは少

ない。 

４ 

社 

会 

環 

境 

(1) 住民移転 (a) プロジェクトの実施に伴い非自発的住民移転は生じるか。生じる

場合は、移転による影響を 小限とする努力がなされるか。 

(b) 移転する住民に対し、移転前に補償・生活再建対策に関する適切

な説明が行われるか。 

(c) 住民移転のための調査がなされ、再取得価格による補償、移転後

の生活基盤の回復を含む移転計画が立てられるか。 

(d) 補償金の支払いは移転前に行われるか。 

(e) 補償方針は文書で策定されているか。 

(f) 移転住民のうち特に女性､子供､老人､貧困層､少数民族・先住民族

等の社会的弱者に適切な配慮がなされた計画か。 

(g) 移転住民について移転前の合意は得られるか。 

(h) 住民移転を適切に実施するための体制は整えられるか。十分な実

施能力と予算措置が講じられるか。 

(i) 移転による影響のモニタリングが計画されるか。 

(j) 苦情処理の仕組みが構築されているか。 

(a) N 

(b) N 

(c) N 

(d) N 

(e) N 

(f) N 

(g) N 

(h) N 

(i) N 

(j) N 

(a)(b)(c)(d)(e)(f)(g)(h)(i)(j) 

本プロジェクトの実施に伴う住民移転は生じない。 
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環境チェックリスト：14. 上水道 (3) タジキスタン共和国ハトロン州ピアンジ県給水改善計画 

分
類 

環境項目 主なチェック事項 
Yes: Y 

No: N 

具体的な環境社会配慮 

（Yes/No の理由、根拠、緩和策等) 

４ 

社 

会 

環 

境 

(2) 生活・生計 (a) プロジェクトにより住民の生活に対し悪影響が生じるか。必要な

場合は影響を緩和する配慮が行われるか。 

(b) プロジェクトによる取水（地表水、地下水）が、既存の水利用、

水域利用に影響を及ぼすか。 

(a) N 

(b) N 

(a) 本プロジェクトの実施に伴い、安全な水が安定的に供給されるこ

とにより、住民の生活は基本的に向上する。なお、現在、プロジ

ェクト対象地域の住民は、既存の水道を利用しているほか、街中

のハンドポンプ井や自前で掘ったハンドポンプ井を利用してい

る。本プロジェクトでは水道施設完成後も既存の浅井戸を閉鎖す

ることは無く、住民の生活に対する悪影響は生じにくい。 

(b) ボーリング調査結果や揚水試験結果を踏まえて揚水計画を策定す

ることから、既存の地下水利用(浅井戸)に悪影響が生じる恐れは

少ない。 

(3) 文化遺産 (a) プロジェクトにより、考古学的、歴史的、文化的、宗教的に貴重

な遺産、史跡等を損なう恐れはあるか。また、当該国の国内法上

定められた措置が考慮されるか。 

(a) N (a) 考古学的、歴史的、文化的、宗教的に貴重な遺産、史跡等はサイ

トに存在しない。 

(4) 景観 (a) 特に配慮すべき景観が存在する場合、それに対し悪影響を及ぼす

か。影響がある場合には必要な対策は取られるか。 

(a) N (a) 配慮すべき景観資源や眺望点はサイトに存在しない。 

(5) 少数民族、

先住民族 

(a) 当該国の少数民族、先住民族の文化、生活様式への影響を軽減す

る配慮がなされているか。 

(b) 少数民族、先住民族の土地及び資源に関する諸権利は尊重される

か。 

(a) N 

(b) N 

(a)(b) 

少数民族、先住民族はサイトに居住していない。 

(6) 労働環境 (a) プロジェクトにおいて遵守すべき当該国の労働環境に関する法律

が守られるか。 

(b) 労働災害防止に係る安全設備の設置、有害物質の管理等、プロジ

ェクト関係者へのハード面での安全配慮が措置されているか。 

(c) 安全衛生計画の策定や作業員等に対する安全教育（交通安全や公

衆衛生を含む）の実施等、プロジェクト関係者へのソフト面での

対応が計画・実施されるか。 

(d) プロジェクトに関係する警備要員が、プロジェクト関係者・地域

住民の安全を侵害することのないよう、適切な措置が講じられる

か。 

(a) Y 

(b) Y 

(c) Y 

(d) Y 

(a) 労働環境については「タ」国の労働法が遵守される。 

(b) 施設供用時における労働災害防止に係る安全設備として、管理棟

や消毒設備室、次亜塩素酸ソーダ溶解注入設備の新設を計画して

いる。 

(c) KMK は安全管理作業マニュアルを有している。引き続き同作業マ

ニュアルを用いて、施設稼働時におけるプロジェクト関係者への

ソフト面での対応が実行される。なお、新設される消毒設備室や

次亜塩素酸ソーダ溶解注入設備などの運転、維持管理について、

専門家による支援が望まれる。 

(d) 警備要員は雇用されない。 
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環境チェックリスト：14. 上水道 (4) タジキスタン共和国ハトロン州ピアンジ県給水改善計画 

分
類 

環境項目 主なチェック事項 
Yes: Y 

No: N 

具体的な環境社会配慮 

（Yes/No の理由、根拠、緩和策等) 

５ 

そ
の
他 

(1) 工事中の影

響 

(a) 工事中の汚染（騒音、振動、濁水、粉じん、排ガス、廃棄物等）

に対して緩和策が用意されるか。 

(b) 工事により自然環境（生態系）に悪影響を及ぼすか。また、影響

に対する緩和策が用意されるか。 

(c) 工事により社会環境に悪影響を及ぼすか。また、影響に対する緩

和策が用意されるか。 

(d) 工事による道路渋滞は発生するか、また影響に対する緩和策が用

意されるか。 

(a) Y 

(b) N 

(c) Y 

(d) Y 

(a) 工事中は井戸掘削時の濁水、給水管工事時の粉じんや騒音・振動、

交通阻害に関する緩和策を講じる計画である。 

(b) 本プロジェクトの工事サイトは、宅地内の草地や道路といった既

開発地域であり、生態系への重大な影響は懸念されない。 

(c) (d) 工事中は、既設道路の一部を開削し、配水管を設置した後、埋

め戻すことにより、道路幅員が狭い場所では交通阻害が一時的に

生じる。そのため、工事中は事前に地域住民へ工事工程等を説明

するほか、必要に応じて誘導員の配置や迂回路の案内を行うとい

った緩和策を講じる。 

(2) モニタリン

グ 

(a) 上記の環境項目のうち、影響が考えられる項目に対して、事業者

のモニタリングが計画・実施されるか。 

(b) 当該計画の項目、方法、頻度等はどのように定められているか。 

(c) 事業者のモニタリング体制（組織、人員、機材、予算等とそれら

の継続性）は確立されるか。 

(d) 事業者から所管官庁等への報告の方法、頻度等は規定されている

か。 

(a) Y 

(b) Y 

(c) Y 

(d) Y 

(a) 主に工事中の濁水や粉じん、騒音・振動、交通阻害に対して事業

者のモニタリングが計画・実施される。 

(b) 事業者がモニタリング計画を立案し、環境保全委員会と内容を調

整する。 

(c) 工事中の環境モニタリングについては、施工業者、施工管理業者

が行い、KMK 側へ報告する計画であり、これらは入札 TOR に反

映される。 

(d) 環境保全委員会が求める方法、頻度等により、事業者がモニタリ

ング結果を報告する。 

 

注 1) 表中『当該国の基準』については、国際的に認められた基準と比較して著しい乖離がある場合には、必要に応じ対応策を検討する。当該国において現在規制が確立されて

いない項目については、当該国以外（日本における経験も含めて）の適切な基準との比較により検討を行う。 

注 2) 環境チェックリストはあくまでも標準的な環境チェック項目を示したものであり、事業および地域の特性によっては、項目の削除または追加を行う必要がある。 
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資 料 ８ 

 

実施機関から JICA へ報告するためのモニタリングフォーム 
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資料８ モニタリングフォーム 

 

モニタリングフォーム（案） 

 

KMK は本モニタリングフォームに基づき、モニタリング結果を JICA へ報告することが求

められる。なお、工事中は施工業者もしくは施工管理者がモニタリングを行い、KMK へ結

果を報告する。 

１．工事中（毎月） 

（１）大気汚染（粉じん） 

 Monitoring Item Methods Places Standards Monitoring 
Period 

Results 

1 粉じんの状況 目視による

確認* 
住宅地内の工

事箇所 
発生あり /な
し 

常時 
(工事中) 

 

＊ 必要に応じて住民ヒアリングにより情報を補完する。 

（２）騒音及び振動 

 Monitoring Item Methods Places Standards Monitoring 
Period 

Results 

1 住居地域における

工事時間帯の制限

(昼間の時間帯の

み工事を実施) 

工事時間帯

の記録* 
住宅地内の工

事箇所 
制限あり /な
し 

常時 
(工事中) 

 

＊ 必要に応じて住民ヒアリングにより情報を補完する。 

（３）水質（濁水） 

 Monitoring Item Methods Places Standards Monitoring 
Period 

Results 

1 濁水の状況 目視による

確認* 
ボーリング工

事箇所 
流出あり /な
し 

常時 
(工事中) 

 

＊ 必要に応じて住民ヒアリングにより情報を補完する。 

（４）社会環境 

 Monitoring Item Methods Places Standards Monitoring 
Period 

Results 

1 交通阻害の状況 目視による

確認* 
住宅地内の工

事箇所 

交通阻害あ

り/なし 

常時 

(工事中) 

 

＊ 必要に応じて住民ヒアリングにより情報を補完する。 
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２．供用時（供用開始後の 1年間） 

（１）水質（年 2回） 
 Monitoring Item Methods Places Standards Monitoring 

Period 
Results* 

ピアンジ

町と隣接

3 村 

北部 3 村

1 アンモニア 水 質 分 析

に よ る 方

法 

水 源 地 の

井戸 
1.5 mg/l 供用開始

後の 1 年

間 

  

2 硝酸 42 mg/l   

3 亜硝酸 3 mg/l   

4 総硬度 7 mEq/l   

5 蒸発残留物 1000 mg/l   

6 塩化物 350 mg/l   

7 硫化物 500 mg/l   

8 鉄 0.3 mg/l   

9 銅 1 mg/l   

10 亜鉛 5 mg/l   

11 ヒ素 0.005 mg/l   

12 水銀 0.0005 mg/l   

13 
ヘキサクロロシクロ

ヘキサン（リンデン） 
0.002 mg/l   

14 DDT（異性体数） 0.002 mg/l   

15 クロム 0.05 mg/l   

16 シアン化合物 0.035 mg/l   

17 モリブデン 0.25 mg/l   

18 鉛 0.03 mg/l   

19 フッ素 1.5 mg/l   

20 アルミニウム 0.2 mg/l   

21 マンガン 0.05 mg/l   

22 カルシウム 130 mg/l   

23 CaCO3 300 mg/l   

24 マグネシウム 65 mg/l   

25 MgCO3 200 mg/l   

26 ポリリン酸塩 3.5 mg/l   

27 K+Na 20 mg/l   

28 1ml 中の一般細菌 50 個   

29 大腸菌群 非検出   

＊ 日最大値を記載する。 

（２）水象（毎月） 

 Monitoring Item Methods Places Standards Monitoring 
Period 

Results* 

ピアンジ

町と隣接

3 村 

北部 3 村

1 地下水の状況 地 下 水 位

と 揚 水 量

の計測 

水 源 地 の

井戸 
計画揚水量

以下/超過 
供用開始

から 1 年

間 

  

＊ 日最大値を記載する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 ９ 

 

配水管水理計算書 



Branch
From

Node No. C D
(mm)

Q
(m3/min)

L
(m)

V
(m/sec)

Hf
(m)

∑Hf
(m)

Elevation
(EL-m)

Pressure
(m)

Elevated Tank 388.00

130 250 2.734 1097 0.929 4.05

114 120 100 4.05 366.00 17.95

130 250 2.108 187 0.716 0.43

101 4.48 366.00 17.52

130 250 2.085 182 0.708 0.41

151 102 4.89 366.00 17.11

130 250 2.051 244 0.697 0.53

125 103 5.42 365.00 17.58

130 200 1.600 276 0.849 1.12

152 104 6.54 362.00 19.46

130 200 1.546 50 0.821 0.19

135 105 6.73 362.00 19.27

130 200 0.934 245 0.496 0.37

106 7.10 361.00 19.90

130 200 0.904 214 0.480 0.30

153 107 7.40 359.00 21.60

130 200 0.823 264 0.437 0.31

157 108 7.71 361.00 19.29

130 200 0.725 60 0.385 0.06

158 109 7.77 361.00 19.23

130 200 0.643 17 0.341 0.01

160 110 7.78 361.00 19.22

130 200 0.603 48 0.320 0.03

145 111 7.81 363.00 17.19

130 150 0.161 244 0.152 0.06

161 112 7.87 362.00 18.13

130 150 0.065 537 0.061 0.02

113 7.89 360.00 20.11

100 4.05 366.00 17.95

130 100 0.266 320 0.565 1.38

163 114 5.43 364.00 18.57

130 100 0.210 66 0.446 0.18

101 115 5.61 363.00 19.39

130 100 0.180 197 0.382 0.41

102 116 6.02 364.00 17.98

130 100 0.134 270 0.285 0.33

103 117 6.35 362.00 19.65

130 100 0.082 161 0.174 0.08

164 118 6.43 360.00 21.57

130 100 0.036 115 0.076 0.01

164 119 6.44 362.00 19.56

130 100 0.013 103 0.028 0.00

106 6.44 361.00 20.56

100 4.05 366.00 17.95

130 150 0.360 494 0.340 0.52

165 120 4.57 370.00 13.43

130 100 0.192 62 0.408 0.15

171 121 4.72 369.00 14.28

130 100 0.134 74 0.285 0.09

172 122 4.81 368.00 15.19

130 100 0.075 118 0.159 0.05

173 123 4.86 368.00 15.14

130 100 0.012 99 0.025 0.00

124 4.86 367.00 16.14

103 5.42 365.00 17.58

130 150 0.421 163 0.397 0.23

Pyanji Town North

Hydrauric Calculation on Water Distribution Network

資料９  配水管水理計算書
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Branch
From

Node No. C D
(mm)

Q
(m3/min)

L
(m)

V
(m/sec)

Hf
(m)

∑Hf
(m)

Elevation
(EL-m)

Pressure
(m)

Pyanji Town North

Hydrauric Calculation on Water Distribution Network

213 125 5.65 365.00 17.35

130 150 0.378 99 0.357 0.11

136 126 5.76 365.00 17.24

130 150 0.323 16 0.305 0.01

167 127 5.77 366.00 16.23

130 100 0.300 165 0.637 0.89

137 128 6.66 368.00 13.34

130 100 0.228 69 0.484 0.22

170 129 6.88 367.00 14.12

130 100 0.207 35 0.439 0.09

175 130 6.97 367.00 14.03

130 100 0.181 99 0.384 0.21

139 172 131 7.18 365.00 15.82

130 100 0.112 111 0.238 0.10

141 173 132 7.28 364.00 16.72

130 100 0.042 98 0.089 0.01

176 133 7.29 366.00 14.71

130 100 0.004 35 0.008 0.00

134 7.29 367.00 13.71

105 6.73 362.00 19.27

130 150 0.606 124 0.572 0.34

177 135 7.07 363.00 17.93

130 150 0.512 106 0.483 0.21

136 7.28 364.00 16.72

130 150 0.499 210 0.471 0.40

181 137 7.68 366.00 14.32

130 150 0.300 13 0.283 0.01

138 7.69 366.00 14.31

130 150 0.298 93 0.281 0.07

139 7.76 367.00 13.24

130 150 0.287 61 0.271 0.04

190 140 7.80 366.00 14.20

130 150 0.192 58 0.181 0.02

195 141 7.82 366.00 14.18

130 100 0.168 138 0.357 0.25

196 197 142 8.07 367.00 12.93

130 100 0.111 47 0.236 0.04

198 200 143 8.11 366.00 13.89

130 100 0.026 43 0.055 0.00

199 144 8.11 366.00 13.89

111 7.81 363.00 17.19

130 150 0.436 243 0.411 0.36

161 145 8.17 366.00 13.83

130 150 0.374 20 0.353 0.02

201 146 8.19 366.00 13.81

130 150 0.319 183 0.301 0.15

185 147 8.34 366.00 13.66

130 150 0.279 173 0.263 0.11

202 207 148 8.45 368.00 11.55

130 100 0.149 160 0.316 0.24

192 205 149 8.69 366.00 13.31

130 100 0.047 113 0.100 0.02

211 150 8.71 364.00 15.29

102 4.89 366.00 17.11

130 75 0.012 101 0.045 0.01

151 4.90 367.00 16.10
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Pyanji Town North

Hydrauric Calculation on Water Distribution Network

104 6.54 362.00 19.46

130 75 0.020 160 0.075 0.02

152 6.56 363.00 18.44

107 7.40 359.00 21.60

130 100 0.055 81 0.117 0.02

156 153 7.42 359.00 21.58

130 100 0.026 153 0.055 0.01

154 7.43 359.00 21.57

130 75 0.007 58 0.026 0.00

155 7.43 359.00 21.57

153 7.42 359.00 21.58

130 75 0.019 155 0.072 0.02

156 7.44 357.00 23.56

108 7.71 361.00 19.29

130 100 0.066 538 0.140 0.18

157 7.89 362.00 18.11

109 7.77 361.00 19.23

130 100 0.075 129 0.159 0.05

154 158 7.82 359.00 21.18

130 75 0.033 267 0.125 0.10

159 7.92 359.00 21.08

158 7.82 359.00 21.18

130 100 0.026 214 0.055 0.01

154 7.83 359.00 21.17

110 7.78 361.00 19.22

130 100 0.038 315 0.081 0.04

160 7.82 366.00 14.18

112 7.87 362.00 18.13

130 100 0.066 235 0.140 0.08

161 7.95 360.00 20.05

130 75 0.037 305 0.140 0.14

162 8.09 365.00 14.91

114 5.43 364.00 18.57

130 75 0.017 140 0.064 0.02

163 5.45 364.00 18.55

115 5.61 363.00 19.39

130 100 0.022 184 0.047 0.01

101 5.62 366.00 16.38

116 6.02 364.00 17.98

130 100 0.022 176 0.047 0.01

102 6.03 366.00 15.97

117 6.35 362.00 19.65

130 100 0.019 153 0.040 0.00

103 6.35 365.00 16.65

118 6.43 360.00 21.57

130 100 0.026 212 0.055 0.01

164 6.44 362.00 19.56
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Pyanji Town North
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119 6.44 362.00 19.56

130 100 0.009 75 0.019 0.00

164 6.44 362.00 19.56

120 4.57 370.00 13.43

130 100 0.108 173 0.229 0.14

169 165 4.71 367.00 16.29

130 100 0.065 177 0.138 0.06

170 166 4.77 368.00 15.23

130 100 0.035 181 0.074 0.02

167 4.79 368.00 15.21

130 75 0.013 103 0.049 0.01

168 4.80 367.00 16.20

165 4.71 367.00 16.29

130 75 0.022 179 0.083 0.03

169 4.74 367.00 16.26

166 4.77 368.00 15.23

130 100 0.008 20 0.017 0.00

170 4.77 367.00 16.23

130 100 0.006 53 0.013 0.00

171 4.77 366.00 17.23

121 4.72 369.00 14.28

130 100 0.050 316 0.106 0.06

171 4.78 366.00 17.22

130 100 0.011 94 0.023 0.00

172 4.78 365.00 18.22

122 4.81 368.00 15.19

130 100 0.050 301 0.106 0.06

172 4.87 365.00 18.13

130 100 0.013 108 0.028 0.00

173 4.87 365.00 18.13

123 4.86 368.00 15.14

130 100 0.049 270 0.104 0.05

173 4.91 365.00 18.09

130 100 0.016 132 0.034 0.00

174 4.91 365.00 18.09

125 5.65 365.00 17.35

130 75 0.023 190 0.087 0.04

213 5.69 367.00 15.31

126 5.76 365.00 17.24

130 100 0.043 356 0.091 0.05

136 5.81 364.00 18.19

127 5.77 366.00 16.23

130 100 0.021 171 0.045 0.01

167 5.78 368.00 14.22

128 6.66 368.00 13.34

130 100 0.052 427 0.110 0.09

137 6.75 366.00 15.25

129 6.88 367.00 14.12

130 100 0.013 104 0.028 0.00
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170 6.88 367.00 14.12

130 6.97 367.00 14.03

130 75 0.022 181 0.083 0.03

175 7.00 367.00 14.00

131 7.18 365.00 15.82

130 100 0.013 105 0.028 0.00

172 7.18 365.00 15.82

131 7.18 365.00 15.82

130 100 0.044 361 0.093 0.06

139 7.24 367.00 13.76

132 7.28 364.00 16.72

130 100 0.013 108 0.028 0.00

173 7.28 365.00 15.72

132 7.28 364.00 16.72

130 100 0.043 348 0.091 0.05

141 7.33 366.00 14.67

133 7.29 366.00 14.71

130 75 0.026 214 0.098 0.05

176 7.34 367.00 13.66

135 7.07 363.00 17.93

130 100 0.079 108 0.168 0.05

157 177 7.12 362.00 18.88

130 100 0.049 63 0.104 0.01

157 178 7.13 363.00 17.87

130 100 0.013 108 0.028 0.00

179 7.13 365.00 15.87

177 7.12 362.00 18.88

130 100 0.017 140 0.036 0.00

157 7.12 362.00 18.88

178 7.13 363.00 17.87

130 100 0.028 99 0.059 0.01

157 7.14 362.00 18.86

130 100 0.016 127 0.034 0.00

180 7.14 365.00 15.86

137 7.68 366.00 14.32

130 100 0.173 107 0.367 0.21

186 181 7.89 366.00 14.11

130 100 0.091 154 0.193 0.09

188 182 7.98 366.00 14.02

130 100 0.063 100 0.134 0.03

189 183 8.01 365.00 14.99

130 100 0.029 68 0.062 0.00

189 184 8.01 367.00 12.99

130 100 0.009 71 0.019 0.00

185 8.01 367.00 12.99

181 7.89 366.00 14.11

130 100 0.069 56 0.146 0.02

179 186 7.91 366.00 14.09

130 100 0.030 246 0.064 0.02
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187 7.93 364.00 16.07

186 7.91 366.00 14.09

130 100 0.032 42 0.068 0.00

179 7.91 365.00 15.09

130 100 0.027 93 0.057 0.01

180 7.92 365.00 15.08

130 100 0.016 127 0.034 0.00

187 7.92 364.00 16.08

182 7.98 366.00 14.02

130 75 0.009 73 0.034 0.00

188 7.98 367.00 13.02

183 8.01 365.00 14.99

130 100 0.022 180 0.047 0.01

189 8.02 366.00 13.98

184 8.01 367.00 12.99

130 100 0.012 101 0.025 0.00

189 8.01 366.00 13.99

140 7.80 366.00 14.20

130 100 0.088 244 0.187 0.14

193 190 7.94 366.00 14.06

130 100 0.036 79 0.076 0.01

194 191 7.95 366.00 14.05

130 100 0.011 88 0.023 0.00

192 7.95 366.00 14.05

190 7.94 366.00 14.06

130 75 0.022 183 0.083 0.03

193 7.97 366.00 14.03

191 7.95 366.00 14.05

130 75 0.015 123 0.057 0.01

194 7.96 367.00 13.04

141 7.82 366.00 14.18

130 75 0.017 136 0.064 0.01

195 7.83 365.00 15.17

142 8.07 367.00 12.93

130 75 0.014 112 0.053 0.01

196 8.08 367.00 12.92

142 8.07 367.00 12.93

130 100 0.026 167 0.055 0.01

197 8.08 365.00 14.92

130 100 0.006 48 0.013 0.00

198 8.08 365.00 14.92

143 8.11 366.00 13.89

130 100 0.024 156 0.051 0.01

198 8.12 365.00 14.88

130 100 0.005 42 0.011 0.00

199 8.12 364.00 15.88

143 8.11 366.00 13.89

130 100 0.055 451 0.117 0.11
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200 8.22 366.00 13.78

144 8.11 366.00 13.89

130 100 0.021 171 0.045 0.01

199 8.12 364.00 15.88

145 8.17 366.00 13.83

130 100 0.032 258 0.068 0.02

161 8.19 360.00 19.81

146 8.19 366.00 13.81

130 100 0.053 98 0.113 0.02

160 201 8.21 366.00 13.79

130 100 0.009 73 0.019 0.00

185 8.21 367.00 12.79

201 8.21 366.00 13.79

130 100 0.032 52 0.068 0.00

160 8.21 366.00 13.79

130 100 0.026 215 0.055 0.01

187 8.22 364.00 15.78

147 8.34 366.00 13.66

130 100 0.018 150 0.038 0.00

185 8.34 367.00 12.66

148 8.45 368.00 11.55

130 100 0.072 88 0.153 0.03

205 202 8.48 365.00 14.52

130 100 0.041 80 0.087 0.01

206 203 8.49 365.00 14.51

130 100 0.020 165 0.042 0.01

204 8.50 364.00 15.50

202 8.48 365.00 14.52

130 100 0.020 162 0.042 0.01

205 8.49 365.00 14.51

203 8.49 365.00 14.51

130 75 0.011 93 0.042 0.00

206 8.49 365.00 14.51

148 8.45 368.00 11.55

130 100 0.037 120 0.079 0.01

208 207 8.46 367.00 12.54

130 100 0.018 145 0.038 0.00

192 8.46 366.00 13.54

207 8.46 367.00 12.54

130 75 0.004 36 0.015 0.00

208 8.46 367.00 12.54

149 8.69 366.00 13.31

130 100 0.051 90 0.108 0.02

210 205 8.71 365.00 14.29

130 100 0.027 82 0.057 0.01

204 8.72 364.00 15.28

130 75 0.017 138 0.064 0.01

209 8.73 365.00 14.27
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205 8.71 365.00 14.29

130 75 0.013 105 0.049 0.01

210 8.72 365.00 14.28

149 8.69 366.00 13.31

130 100 0.031 117 0.066 0.01

192 8.70 366.00 13.30

130 100 0.017 136 0.036 0.00

211 8.70 365.00 14.30

150 8.71 364.00 15.29

130 100 0.033 115 0.070 0.01

211 8.72 365.00 14.28

130 75 0.019 153 0.072 0.02

212 8.74 366.00 13.26
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Elevated Tank 388.00

130 150 1.230 160 1.161 1.62

320 300 1.62 367.00 19.38

130 100 0.343 314 0.728 2.16

304 301 3.78 368.00 16.22

130 100 0.163 460 0.346 0.80

308 302 4.58 369.00 14.42

130 100 0.090 245 0.191 0.14

307 303 4.72 371.00 12.28

301 3.78 368.00 16.22

130 100 0.143 116 0.304 0.16

308 304 3.94 369.00 15.06

130 100 0.093 106 0.197 0.07

309 305 4.01 370.00 13.99

130 100 0.049 35 0.104 0.01

310 306 4.02 370.00 13.98

130 100 0.025 207 0.053 0.01

307 4.03 370.00 13.97

302 4.58 369.00 14.42

130 100 0.018 154 0.038 0.00

308 4.58 368.00 15.42

303 4.72 371.00 12.28

130 100 0.061 508 0.130 0.14

307 4.86 370.00 13.14

304 3.94 369.00 15.06

130 100 0.036 300 0.076 0.03

308 3.97 368.00 16.03

305 4.01 370.00 13.99

130 100 0.031 263 0.066 0.02

309 4.03 369.00 14.97

306 4.02 370.00 13.98

130 75 0.020 166 0.075 0.02

310 4.04 369.00 14.96

300 1.62 367.00 19.38

130 150 0.887 7 0.837 0.04

309 320 1.66 367.00 19.34

130 150 0.844 121 0.796 0.61

335 321 2.27 368.00 17.73

130 150 0.521 117 0.492 0.24

343 322 2.51 370.00 15.49

130 150 0.500 40 0.472 0.08

344 323 2.59 370.00 15.41

130 150 0.485 38 0.458 0.07

345 324 2.66 370.00 15.34

130 150 0.433 251 0.409 0.37

347 325 3.03 368.00 16.97

130 150 0.389 25 0.367 0.03

348 326 3.06 368.00 16.94

130 150 0.372 115 0.351 0.13

349 327 3.19 368.00 16.81

130 100 0.293 75 0.622 0.39

355 328 3.58 369.00 15.42

130 100 0.268 128 0.569 0.56

Pyanji Town South

Hydrauric Calculation on Water Distribution Network
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356 329 4.14 366.00 17.86

130 100 0.232 264 0.493 0.88

357 330 5.02 370.00 12.98

130 100 0.146 101 0.310 0.14

358 331 5.16 370.00 12.84

130 100 0.100 189 0.212 0.13

338 332 5.29 369.00 13.71

130 100 0.034 70 0.072 0.01

333 5.30 368.00 14.70

130 100 0.026 222 0.055 0.01

334 5.31 367.00 15.69

321 2.27 368.00 17.73

130 100 0.309 242 0.656 1.37

359 335 3.64 369.00 15.36

130 100 0.267 255 0.567 1.10

360 336 4.74 370.00 13.26

130 100 0.227 152 0.482 0.49

358 337 5.23 368.00 14.77

130 100 0.160 211 0.340 0.35

361 338 5.58 366.00 16.42

130 100 0.100 61 0.212 0.04

363 339 5.62 365.00 17.38

130 100 0.077 136 0.163 0.06

364 340 5.68 368.00 14.32

130 100 0.048 125 0.102 0.02

365 341 5.70 369.00 13.30

130 100 0.015 130 0.032 0.00

333 5.70 368.00 14.30

320 1.66 367.00 19.34

130 100 0.042 163 0.089 0.02

309 1.68 369.00 17.32

130 75 0.023 193 0.087 0.04

342 1.72 368.00 18.28

322 2.51 370.00 15.49

130 75 0.007 59 0.026 0.00

343 2.51 369.00 16.49

323 2.59 370.00 15.41

130 75 0.010 85 0.038 0.00

344 2.59 367.00 18.41

324 2.66 370.00 15.34

130 100 0.047 105 0.100 0.02

348 345 2.68 370.00 15.32

130 75 0.009 78 0.034 0.00

346 2.68 369.00 16.32

345 2.68 370.00 15.32

130 100 0.026 215 0.055 0.01

348 2.69 370.00 15.31

325 3.03 368.00 16.97

130 75 0.014 119 0.053 0.01

347 3.04 367.00 17.96

326 3.06 368.00 16.94

130 100 0.014 120 0.030 0.00
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Pyanji Town South
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348 3.06 370.00 14.94

327 3.19 368.00 16.81

130 100 0.065 67 0.138 0.02

352 349 3.21 369.00 15.79

130 100 0.041 71 0.087 0.01

353 354 350 3.22 370.00 14.78

130 100 0.009 76 0.019 0.00

351 3.22 369.00 15.78

349 3.21 369.00 15.79

130 100 0.016 133 0.034 0.00

352 3.21 367.00 17.79

350 3.22 370.00 14.78

130 100 0.016 138 0.034 0.00

353 3.22 367.00 17.78

350 3.22 370.00 14.78

130 75 0.008 65 0.030 0.00

354 3.22 370.00 14.78

328 3.58 369.00 15.42

130 75 0.016 132 0.060 0.01

355 3.59 367.00 17.41

329 4.14 366.00 17.86

130 100 0.021 180 0.045 0.01

356 4.15 365.00 18.85

330 5.02 370.00 12.98

130 100 0.055 58 0.117 0.01

351 357 5.03 370.00 12.97

130 100 0.020 65 0.042 0.00

353 5.03 367.00 15.97

130 100 0.012 97 0.025 0.00

352 5.03 367.00 15.97

357 5.03 370.00 12.97

130 100 0.028 238 0.059 0.02

351 5.05 369.00 13.95

331 5.16 370.00 12.84

130 100 0.034 287 0.072 0.03

358 5.19 368.00 14.81

332 5.29 369.00 13.71

130 100 0.044 373 0.093 0.06

338 5.35 366.00 16.65

335 3.64 369.00 15.36

130 75 0.013 106 0.049 0.01

359 3.65 369.00 15.35

336 4.74 370.00 13.26

130 75 0.010 88 0.038 0.00

360 4.74 370.00 13.26

337 5.23 368.00 14.77

130 100 0.049 412 0.104 0.08
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358 5.31 368.00 14.69

338 5.58 366.00 16.42

130 100 0.035 77 0.074 0.01

362 361 5.59 367.00 15.41

130 100 0.009 80 0.019 0.00

358 5.59 368.00 14.41

361 5.59 367.00 15.41

130 75 0.017 141 0.064 0.02

362 5.61 368.00 14.39

339 5.62 365.00 17.38

130 75 0.016 131 0.060 0.01

363 5.63 367.00 15.37

340 5.68 368.00 14.32

130 75 0.013 109 0.049 0.01

364 5.69 368.00 14.31

341 5.70 369.00 13.30

130 75 0.018 150 0.068 0.02

365 5.72 368.00 14.28
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Elevated Tank 388.00

130 200 1.298 745 0.689 2.06

550 500 2.06 367.00 18.94

130 150 0.692 136 0.653 0.48

516 501 2.54 368.00 17.46

130 150 0.661 111 0.624 0.36

514 502 2.90 367.00 18.10

130 150 0.460 137 0.434 0.23

517 503 3.13 366.00 18.87

130 150 0.402 137 0.379 0.18

518 504 3.31 364.00 20.69

130 150 0.367 203 0.346 0.22

519 505 3.53 364.00 20.47

130 150 0.336 177 0.317 0.16

520 506 3.69 366.00 18.31

130 100 0.298 136 0.633 0.72

521 507 4.41 366.00 17.59

130 100 0.249 9 0.529 0.03

518 508 4.44 366.00 17.56

130 100 0.220 121 0.467 0.37

522 523 509 4.81 367.00 16.19

130 100 0.148 103 0.314 0.15

517 524 510 4.96 368.00 15.04

130 100 0.059 94 0.125 0.02

511 4.98 369.00 14.02

130 100 0.049 210 0.104 0.04

512 5.02 370.00 12.98

130 75 0.026 244 0.098 0.06

513 5.08 370.00 12.92

502 2.90 367.00 18.10

130 100 0.189 580 0.401 1.33

525 514 4.23 371.00 12.77

130 100 0.096 280 0.204 0.18

525 515 4.41 369.00 14.59

130 100 0.015 139 0.032 0.00

511 4.41 369.00 14.59

500 2.06 367.00 18.94

130 150 0.606 498 0.572 1.36

557 550 3.42 371.00 13.58

130 150 0.371 234 0.350 0.26

556 551 3.68 372.00 12.32

130 150 0.274 197 0.259 0.12

562 552 3.80 373.00 11.20

130 100 0.199 219 0.423 0.55

562 553 4.35 368.00 15.65

130 100 0.149 27 0.316 0.04

564 554 4.39 369.00 14.61

130 100 0.122 60 0.259 0.06

565 555 4.45 368.00 15.55

130 100 0.081 755 0.172 0.36

556 4.81 368.00 15.19

550 3.42 371.00 13.58

130 100 0.181 440 0.384 0.93

566 557 4.35 370.00 13.65

130 100 0.110 113 0.234 0.09

567 558 4.44 371.00 12.56

130 100 0.081 76 0.172 0.04

Shakhumat

Hydrauric Calculation on Water Distribution Network
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568 559 4.48 369.00 14.52

130 100 0.056 126 0.119 0.03

569 560 4.51 368.00 15.49

130 75 0.027 252 0.102 0.06

561 4.57 368.00 15.43

501 2.54 368.00 17.46

130 75 0.016 149 0.060 0.01

516 2.55 369.00 16.45

503 3.13 366.00 18.87

130 100 0.043 394 0.091 0.06

517 3.19 367.00 17.81

504 3.31 364.00 20.69

130 100 0.020 183 0.042 0.01

518 3.32 367.00 17.68

505 3.53 364.00 20.47

130 75 0.009 87 0.034 0.00

519 3.53 365.00 19.47

506 3.69 366.00 18.31

130 75 0.019 173 0.072 0.02

520 3.71 366.00 18.29

507 4.41 366.00 17.59

130 75 0.034 317 0.128 0.12

521 4.53 366.00 17.47

508 4.44 366.00 17.56

130 100 0.028 255 0.059 0.02

518 4.46 367.00 16.54

509 4.81 367.00 16.19

130 75 0.025 229 0.094 0.05

522 4.86 367.00 16.14

509 4.81 367.00 16.19

130 75 0.034 314 0.128 0.12

523 4.93 367.00 16.07

510 4.96 368.00 15.04

130 100 0.031 287 0.066 0.02

517 4.98 367.00 16.02

510 4.96 368.00 15.04

130 75 0.047 438 0.177 0.31

524 5.27 368.00 14.73

514 4.23 371.00 12.77

130 100 0.030 277 0.064 0.02

525 4.25 370.00 13.75

515 4.41 369.00 14.59

130 100 0.051 97 0.108 0.02

525 4.43 370.00 13.57

130 100 0.041 384 0.087 0.05

512 4.48 370.00 13.52

A-70



Branch
From

Node No. C D
(mm)

Q
(m3/min)

L
(m)

V
(m/sec)

Hf
(m)

∑Hf
(m)

Elevation
(EL-m)

Pressure
(m)

Shakhumat

Hydrauric Calculation on Water Distribution Network

551 3.68 372.00 12.32

130 100 0.072 658 0.153 0.25

556 3.93 368.00 16.07

552 3.80 373.00 11.20

130 100 0.054 123 0.115 0.03

562 3.83 371.00 13.17

130 75 0.041 381 0.155 0.21

563 4.04 370.00 13.96

553 4.35 368.00 15.65

130 100 0.026 238 0.055 0.01

562 4.36 371.00 12.64

554 4.39 369.00 14.61

130 75 0.024 220 0.091 0.04

564 4.43 367.00 16.57

555 4.45 368.00 15.55

130 75 0.035 323 0.132 0.13

565 4.58 366.00 17.42

557 4.35 370.00 13.65

130 75 0.023 217 0.087 0.04

566 4.39 371.00 12.61

558 4.44 371.00 12.56

130 75 0.017 162 0.064 0.02

567 4.46 372.00 11.54

559 4.48 369.00 14.52

130 75 0.017 162 0.064 0.02

568 4.50 369.00 14.50

560 4.51 368.00 15.49

130 75 0.015 141 0.057 0.01

569 4.52 368.00 15.48

A-71



Branch
From

Node No. C D
(mm)

Q
(m3/min)

L
(m)

V
(m/sec)

Hf
(m)

∑Hf
(m)

Elevation
(EL-m)

Pressure
(m)

Elevated Tank 388.00

130 250 1.572 1955 0.534 2.60

618 650 600 2.60 367.00 18.40

130 150 0.600 154 0.566 0.41

619 601 3.01 367.00 17.99

130 150 0.557 42 0.526 0.10

620 602 3.11 366.00 18.89

130 150 0.525 255 0.495 0.54

619 603 3.65 363.00 21.35

130 150 0.479 45 0.452 0.08

621 604 3.73 363.00 21.27

130 100 0.419 285 0.890 2.84

622 605 6.57 365.00 16.43

130 100 0.378 84 0.803 0.69

623 606 7.26 363.00 17.74

130 100 0.355 68 0.754 0.50

621 607 7.76 361.00 19.24

130 100 0.339 23 0.720 0.15

624 608 7.91 361.00 19.09

130 100 0.318 90 0.675 0.54

625 609 8.45 361.00 18.55

130 100 0.291 64 0.618 0.33

626 610 8.78 362.00 17.22

130 100 0.268 35 0.569 0.15

627 611 8.93 362.00 17.07

130 100 0.256 40 0.544 0.16

628 612 9.09 362.00 16.91

130 100 0.236 113 0.501 0.39

629 613 9.48 361.00 17.52

130 100 0.213 316 0.452 0.90

651 655 614 10.38 364.00 13.62

130 100 0.127 442 0.270 0.48

630 615 10.86 363.00 14.14

130 100 0.057 493 0.121 0.12

691 616 10.98 362.00 15.02

130 75 0.005 47 0.019 0.00

617 10.98 360.00 17.02

600 2.60 367.00 18.40

130 75 0.048 467 0.181 0.34

618 2.94 367.00 18.06

601 3.01 367.00 17.99

130 100 0.028 285 0.059 0.02

619 3.03 365.00 19.97

602 3.11 366.00 18.89

130 75 0.028 277 0.106 0.08

620 3.19 362.00 22.81

603 3.65 363.00 21.35

130 100 0.021 113 0.045 0.00

619 3.65 365.00 19.35

130 100 0.010 105 0.021 0.00

650 3.65 365.00 19.35

604 3.73 363.00 21.27

130 100 0.056 564 0.119 0.14

621 3.87 362.00 22.13

Imon Mashrabov/Kh Sherov

Hydrauric Calculation on Water Distribution Network

A-72



Branch
From

Node No. C D
(mm)

Q
(m3/min)

L
(m)

V
(m/sec)

Hf
(m)

∑Hf
(m)

Elevation
(EL-m)

Pressure
(m)

Imon Mashrabov/Kh Sherov

Hydrauric Calculation on Water Distribution Network

605 6.57 365.00 16.43

130 75 0.013 134 0.049 0.01

622 6.58 362.00 19.42

606 7.26 363.00 17.74

130 75 0.015 147 0.057 0.01

623 7.27 362.00 18.73

607 7.76 361.00 19.24

130 100 0.009 95 0.019 0.00

621 7.76 362.00 18.24

608 7.91 361.00 19.09

130 75 0.019 188 0.072 0.02

624 7.93 363.00 17.07

609 8.45 361.00 18.55

130 75 0.018 181 0.068 0.02

625 8.47 364.00 15.53

610 8.78 362.00 17.22

130 75 0.017 174 0.064 0.02

626 8.80 365.00 14.20

611 8.93 362.00 17.07

130 75 0.009 88 0.034 0.00

627 8.93 361.00 18.07

612 9.09 362.00 16.91

130 75 0.016 158 0.060 0.02

628 9.11 364.00 14.89

613 9.48 361.00 17.52

130 75 0.012 124 0.045 0.01

629 9.49 364.00 14.51

614 10.38 364.00 13.62

130 100 0.050 495 0.106 0.10

651 10.48 364.00 13.52

614 10.38 364.00 13.62

130 100 0.004 43 0.008 0.00

655 10.38 366.00 11.62

615 10.86 363.00 14.14

130 75 0.025 252 0.094 0.06

630 10.92 361.00 16.08

616 10.98 362.00 15.02

130 100 0.002 25 0.004 0.00

691 10.98 362.00 15.02

600 2.60 367.00 18.40

130 200 0.924 400 0.490 0.59

650 3.19 365.00 19.81

130 200 0.884 467 0.469 0.63

651 3.82 364.00 20.18

130 150 0.836 106 0.789 0.53

669 652 4.35 364.00 19.65

130 150 0.758 163 0.715 0.68

A-73



Branch
From

Node No. C D
(mm)

Q
(m3/min)

L
(m)

V
(m/sec)

Hf
(m)

∑Hf
(m)

Elevation
(EL-m)

Pressure
(m)

Imon Mashrabov/Kh Sherov

Hydrauric Calculation on Water Distribution Network

669 653 5.03 365.00 17.97

130 150 0.713 278 0.673 1.03

670 654 6.06 365.00 16.94

130 150 0.661 28 0.624 0.09

655 6.15 366.00 15.85

130 150 0.658 380 0.621 1.21

662 656 7.36 364.00 16.64

130 100 0.335 447 0.711 2.95

684 691 657 10.31 362.00 15.69

130 100 0.125 721 0.265 0.77

658 11.08 358.00 18.92

130 100 0.053 76 0.113 0.02

689 659 11.10 358.00 18.90

130 100 0.037 98 0.079 0.01

690 660 11.11 359.00 17.89

130 100 0.015 150 0.032 0.00

661 11.11 360.00 16.89

656 7.36 364.00 16.64

130 100 0.285 75 0.605 0.37

672 662 7.73 364.00 16.27

130 100 0.260 12 0.552 0.05

673 663 7.78 364.00 16.22

130 100 0.220 107 0.467 0.32

674 664 8.10 364.00 15.90

130 100 0.181 23 0.384 0.05

670 665 8.15 364.00 15.85

130 100 0.150 77 0.318 0.11

675 666 8.26 364.00 15.74

130 100 0.125 58 0.265 0.06

676 677 667 8.32 363.00 16.68

130 100 0.025 252 0.053 0.01

668 8.33 362.00 17.67

652 4.35 364.00 19.65

130 100 0.067 333 0.142 0.11

669 4.46 363.00 20.54

130 100 0.034 338 0.072 0.03

668 4.49 362.00 21.51

653 5.03 365.00 17.97

130 100 0.029 289 0.062 0.02

669 5.05 363.00 19.95

654 6.06 365.00 16.94

130 100 0.024 76 0.051 0.00

670 6.06 363.00 18.94

130 75 0.016 159 0.060 0.02

671 6.08 363.00 18.92

657 10.31 362.00 15.69

130 100 0.064 139 0.136 0.04

691 10.35 362.00 15.65

130 75 0.050 97 0.189 0.08

694 692 10.43 360.00 17.57

130 75 0.022 222 0.083 0.04

693 10.47 364.00 13.53

692 10.43 360.00 17.57

130 75 0.018 178 0.068 0.02

A-74



Branch
From

Node No. C D
(mm)

Q
(m3/min)

L
(m)

V
(m/sec)

Hf
(m)

∑Hf
(m)

Elevation
(EL-m)

Pressure
(m)

Imon Mashrabov/Kh Sherov

Hydrauric Calculation on Water Distribution Network

694 10.45 361.00 16.55

657 10.31 362.00 15.69

130 100 0.101 148 0.214 0.11

686 684 10.42 360.00 17.58

130 75 0.010 102 0.038 0.00

685 10.42 361.00 16.58

684 10.42 360.00 17.58

130 100 0.076 45 0.161 0.02

687 686 10.44 359.00 18.56

130 100 0.047 258 0.100 0.04

687 10.48 359.00 18.52

130 100 0.021 62 0.045 0.00

661 10.48 360.00 17.52

130 75 0.015 155 0.057 0.01

688 10.49 362.00 15.51

686 10.44 359.00 18.56

130 100 0.025 252 0.053 0.01

687 10.45 359.00 18.55

659 11.10 358.00 18.90

130 75 0.008 77 0.030 0.00

689 11.10 359.00 17.90

660 11.11 359.00 17.89

130 75 0.012 123 0.045 0.01

690 11.12 360.00 16.88

662 7.73 364.00 16.27

130 75 0.018 182 0.068 0.02

672 7.75 361.00 19.25

663 7.78 364.00 16.22

130 75 0.039 389 0.147 0.19

673 7.97 360.00 20.03

664 8.10 364.00 15.90

130 75 0.028 276 0.106 0.07

674 8.17 361.00 18.83

665 8.15 364.00 15.85

130 100 0.029 286 0.062 0.02

670 8.17 363.00 16.83

666 8.26 364.00 15.74

130 75 0.017 166 0.064 0.02

675 8.28 361.00 18.72

667 8.32 363.00 16.68

130 75 0.029 295 0.109 0.09

676 8.41 362.00 17.59

667 8.32 363.00 16.68

130 75 0.065 107 0.245 0.14

678 677 8.46 363.00 16.54

130 75 0.035 30 0.132 0.01

683 679 8.47 363.00 16.53

130 75 0.021 105 0.079 0.02

A-75



Branch
From

Node No. C D
(mm)

Q
(m3/min)

L
(m)

V
(m/sec)

Hf
(m)

∑Hf
(m)

Elevation
(EL-m)

Pressure
(m)

Imon Mashrabov/Kh Sherov

Hydrauric Calculation on Water Distribution Network

682 680 8.49 363.00 16.51

130 75 0.006 57 0.023 0.00

681 8.49 362.00 17.51

677 8.46 363.00 16.54

130 75 0.019 188 0.072 0.02

678 8.48 363.00 16.52

679 8.47 363.00 16.53

130 75 0.011 110 0.042 0.01

683 8.48 361.00 18.52

680 8.49 363.00 16.51

130 75 0.005 54 0.019 0.00

682 8.49 364.00 15.51
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Branch
From

Node No. C D
(mm)

Q
(m3/min)

L
(m)

V
(m/sec)

Hf
(m)

∑Hf
(m)

Elevation
(EL-m)

Pressure
(m)

Elevated Tank 381.00

130 150 0.437 168 0.412 0.25

745 700 0.25 362.00 18.75

130 100 0.415 283 0.881 2.77

723 701 3.02 361.00 16.98

130 100 0.378 102 0.803 0.84

709 725 702 3.86 361.00 16.14

130 100 0.135 647 0.287 0.79

728 703 4.65 360.00 16.35

130 100 0.060 119 0.127 0.03

729 704 4.68 360.00 16.32

130 100 0.041 115 0.087 0.02

736 705 4.70 357.00 19.30

130 100 0.027 104 0.057 0.01

737 706 4.71 359.00 17.29

130 100 0.014 127 0.030 0.00

707 4.71 359.00 17.29

130 75 0.008 174 0.030 0.00

708 4.71 356.00 20.29

702 3.86 361.00 16.14

130 100 0.211 496 0.448 1.39

716 709 5.25 363.00 12.75

130 100 0.177 200 0.376 0.40

703 710 5.65 362.00 13.35

130 100 0.164 84 0.348 0.15

716 711 5.80 362.00 13.20

130 100 0.044 105 0.093 0.02

738 712 5.82 361.00 14.18

130 100 0.033 146 0.070 0.01

739 713 5.83 362.00 13.17

130 100 0.023 102 0.049 0.00

740 741 714 5.83 361.00 14.17

130 100 0.012 118 0.025 0.00

715 5.83 360.00 15.17

130 100 0.007 145 0.015 0.00

707 5.83 359.00 16.17

711 5.80 362.00 13.20

130 100 0.116 88 0.246 0.08

716 5.88 362.00 13.12

130 100 0.112 32 0.238 0.03

720 717 5.91 361.00 14.09

130 100 0.098 71 0.208 0.05

742 743 718 5.96 360.00 15.04

130 100 0.049 282 0.104 0.05

719 6.01 359.00 15.99

130 100 0.036 132 0.076 0.01

720 6.02 361.00 13.98

130 100 0.030 128 0.064 0.01

715 721 6.03 361.00 13.97

130 75 0.015 321 0.057 0.03

722 6.06 358.00 16.94

701 3.02 361.00 16.98

130 75 0.024 406 0.091 0.08

723 3.10 361.00 16.90

130 75 0.006 138 0.023 0.00

724 3.10 360.00 17.90

Sarmantoi 1

Hydrauric Calculation on Water Distribution Network
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Branch
From

Node No. C D
(mm)

Q
(m3/min)

L
(m)

V
(m/sec)

Hf
(m)

∑Hf
(m)

Elevation
(EL-m)

Pressure
(m)

Sarmantoi 1

Hydrauric Calculation on Water Distribution Network

702 3.86 361.00 16.14

130 75 0.027 154 0.102 0.04

727 725 3.90 359.00 18.10

130 75 0.009 208 0.034 0.01

726 3.91 360.00 17.09

725 3.90 359.00 18.10

130 75 0.011 249 0.042 0.01

727 3.91 360.00 17.09

703 4.65 360.00 16.35

130 100 0.047 79 0.100 0.01

731 728 4.66 358.00 18.34

130 100 0.014 194 0.030 0.00

729 4.66 358.00 18.34

130 75 0.005 105 0.019 0.00

730 4.66 358.00 18.34

728 4.66 358.00 18.34

130 75 0.029 80 0.109 0.02

734 731 4.68 359.00 17.32

130 75 0.018 68 0.068 0.01

735 732 4.69 360.00 16.31

130 75 0.009 205 0.034 0.01

733 4.70 361.00 15.30

731 4.68 359.00 17.32

130 75 0.007 298 0.026 0.01

734 0.01 358.00 22.99

732 4.69 360.00 16.31

130 75 0.006 298 0.023 0.00

735 0.00 358.00 23.00

704 4.68 360.00 16.32

130 100 0.014 298 0.030 0.01

729 4.69 358.00 18.31

705 4.70 357.00 19.30

130 75 0.009 197 0.034 0.01

736 4.71 356.00 20.29

706 4.71 359.00 17.29

130 75 0.008 180 0.030 0.00

737 4.71 358.00 18.29

709 5.25 363.00 12.75

130 100 0.013 287 0.028 0.00

716 5.25 362.00 13.75

710 5.65 362.00 13.35

130 100 0.004 84 0.008 0.00

703 5.65 360.00 15.35

712 5.82 361.00 14.18

130 75 0.006 123 0.023 0.00

738 5.82 362.00 13.18

713 5.83 362.00 13.17

130 75 0.003 73 0.011 0.00

A-78



Branch
From

Node No. C D
(mm)

Q
(m3/min)

L
(m)

V
(m/sec)

Hf
(m)

∑Hf
(m)

Elevation
(EL-m)

Pressure
(m)

Sarmantoi 1

Hydrauric Calculation on Water Distribution Network

739 5.83 362.00 13.17

714 5.83 361.00 14.17

130 75 0.004 78 0.015 0.00

740 5.83 362.00 13.17

714 5.83 361.00 14.17

130 75 0.002 50 0.008 0.00

741 5.83 361.00 14.17

717 5.91 361.00 14.09

130 100 0.013 293 0.028 0.00

720 5.91 361.00 14.09

718 5.96 360.00 15.04

130 100 0.024 171 0.051 0.01

744 742 5.97 362.00 13.03

130 100 0.012 258 0.025 0.00

743 5.97 361.00 14.03

742 5.97 362.00 13.03

130 75 0.004 93 0.015 0.00

744 5.97 362.00 13.03

718 5.96 360.00 15.04

130 100 0.022 486 0.047 0.02

743 5.98 361.00 14.02

721 361.00 20.00

130 100 0.009 203 0.019 0.00

715 0.00 360.00 21.00

700 0.25 362.00 18.75

130 75 0.022 80 0.083 0.01

747 745 0.26 362.00 18.74

130 75 0.015 326 0.057 0.03

746 0.29 358.00 22.71

745 0.26 362.00 18.74

130 75 0.003 65 0.011 0.00

747 0.26 360.00 20.74
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Branch
From

Node No. C D
(mm)

Q
(m3/min)

L
(m)

V
(m/sec)

Hf
(m)

∑Hf
(m)

Elevation
(EL-m)

Pressure
(m)

Elevated Tank 381.00

130 150 0.273 50 0.258 0.03

829 800 0.03 361.00 19.97

130 150 0.258 720 0.243 0.41

804 801 0.44 362.00 18.56

130 100 0.201 66 0.427 0.17

810 802 0.61 362.00 18.39

130 100 0.121 401 0.257 0.40

803 1.01 364.00 15.99

130 100 0.102 105 0.217 0.08

804 1.09 364.00 15.91

130 100 0.097 171 0.206 0.11

814 805 1.20 363.00 16.80

130 100 0.085 107 0.180 0.06

815 806 1.26 363.00 16.74

130 100 0.040 129 0.085 0.02

820 807 1.28 363.00 16.72

130 100 0.022 110 0.047 0.00

821 808 1.28 363.00 16.72

130 75 0.005 98 0.019 0.00

809 1.28 368.00 11.72

802 0.61 362.00 18.39

130 100 0.077 538 0.163 0.23

823 810 0.84 364.00 16.16

130 100 0.034 192 0.072 0.02

828 811 0.86 364.00 16.14

130 100 0.023 271 0.049 0.01

812 0.87 363.00 17.13

130 75 0.010 199 0.038 0.01

813 0.88 367.00 13.12

801 0.44 362.00 18.56

130 100 0.024 510 0.051 0.03

804 0.47 364.00 16.53

805 1.20 363.00 16.80

130 75 0.004 85 0.015 0.00

814 1.20 362.00 17.80

806 1.26 363.00 16.74

130 100 0.040 13 0.085 0.00

819 815 1.26 363.00 16.74

130 75 0.020 122 0.075 0.02

818 816 1.28 362.00 17.72

130 75 0.003 67 0.011 0.00

817 1.28 360.00 19.72

816 1.28 362.00 17.72

130 75 0.011 222 0.042 0.01

818 1.29 362.00 17.71

815 1.26 363.00 16.74

130 100 0.019 215 0.040 0.01

819 1.27 364.00 15.73

130 100 0.009 179 0.019 0.00

820 1.27 365.00 14.73

807 1.28 363.00 16.72

130 100 0.012 247 0.025 0.00

Sarmantoi 2

Hydrauric Calculation on Water Distribution Network
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Branch
From

Node No. C D
(mm)

Q
(m3/min)

L
(m)

V
(m/sec)

Hf
(m)

∑Hf
(m)

Elevation
(EL-m)

Pressure
(m)

Sarmantoi 2

Hydrauric Calculation on Water Distribution Network

820 1.28 365.00 14.72

808 1.28 363.00 16.72

130 100 0.012 114 0.025 0.00

812 821 1.28 362.00 17.72

130 75 0.006 116 0.023 0.00

822 1.28 364.00 15.72

821 362.00 19.00

130 100 0.001 15 0.002 0.00

812 0.00 363.00 18.00

810 0.84 364.00 16.16

130 75 0.017 19 0.064 0.00

826 823 0.84 364.00 16.16

130 75 0.009 15 0.034 0.00

827 824 0.84 364.00 16.16

130 75 0.005 95 0.019 0.00

825 0.84 365.00 15.16

823 0.84 364.00 16.16

130 75 0.007 152 0.026 0.00

826 0.84 365.00 15.16

824 0.84 364.00 16.16

130 75 0.003 66 0.011 0.00

827 0.84 364.00 16.16

811 0.86 364.00 16.14

130 75 0.002 46 0.008 0.00

828 0.86 364.00 16.14

800 0.03 361.00 19.97

130 75 0.015 98 0.057 0.01

829 0.04 362.00 18.96

130 75 0.010 212 0.038 0.01

830 0.05 360.00 20.95
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Branch
From

Node No. C D
(mm)

Q
(m3/min)

L
(m)

V
(m/sec)

Hf
(m)

∑Hf
(m)

Elevation
(EL-m)

Pressure
(m)

Elevated Tank 381.00

130 150 0.382 518 0.360 0.60

900 0.60 360.00 20.40

130 100 0.382 130 0.811 1.09

909 901 1.69 360.00 19.31

130 100 0.357 99 0.758 0.73

912 902 2.42 362.00 16.58

130 100 0.270 58 0.573 0.26

911 903 2.68 362.00 16.32

130 100 0.255 102 0.541 0.41

921 923 904 3.09 362.00 15.91

130 100 0.192 233 0.408 0.55

924 905 3.64 364.00 13.36

130 100 0.118 270 0.251 0.26

935 906 3.90 362.00 15.10

130 100 0.032 129 0.068 0.01

922 907 3.91 362.00 15.09

130 100 0.014 314 0.030 0.01

908 3.92 360.00 17.08

901 1.69 360.00 19.31

130 100 0.019 166 0.040 0.01

911 909 1.70 361.00 18.30

130 75 0.003 68 0.011 0.00

910 1.70 360.00 19.30

909 1.70 361.00 18.30

130 100 0.008 169 0.017 0.00

911 1.70 362.00 17.30

902 2.42 362.00 16.58

130 100 0.082 186 0.174 0.09

939 912 2.51 362.00 16.49

130 100 0.065 37 0.138 0.01

917 913 2.52 363.00 15.48

130 100 0.034 146 0.072 0.01

914 2.53 365.00 13.47

130 100 0.027 238 0.057 0.01

917 915 2.54 363.00 15.46

130 75 0.008 176 0.030 0.00

916 2.54 364.00 14.46

912 2.51 362.00 16.49

130 75 0.008 166 0.030 0.00

939 2.51 361.00 17.49

915 2.54 363.00 15.46

130 100 0.008 172 0.017 0.00

917 2.54 362.00 16.46

913 2.52 363.00 15.48

130 100 0.029 389 0.062 0.03

917 2.55 362.00 16.45

130 75 0.011 90 0.042 0.00

920 918 2.55 362.00 16.45

130 75 0.006 125 0.023 0.00

919 2.55 363.00 15.45

918 2.55 362.00 16.45

130 75 0.001 28 0.004 0.00

Trudishaikh

Hydrauric Calculation on Water Distribution Network
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Branch
From

Node No. C D
(mm)

Q
(m3/min)

L
(m)

V
(m/sec)

Hf
(m)

∑Hf
(m)

Elevation
(EL-m)

Pressure
(m)

Trudishaikh

Hydrauric Calculation on Water Distribution Network

920 2.55 362.00 16.45

903 2.68 362.00 16.32

130 100 0.012 85 0.025 0.00

911 2.68 362.00 16.32

130 100 0.008 167 0.017 0.00

921 2.68 363.00 15.32

904 3.09 362.00 15.91

130 100 0.027 137 0.057 0.01

921 3.10 363.00 14.90

130 100 0.021 465 0.045 0.02

922 3.12 362.00 15.88

904 3.09 362.00 15.91

130 100 0.031 123 0.066 0.01

912 923 3.10 362.00 15.90

130 100 0.014 315 0.030 0.01

914 3.11 365.00 12.89

923 3.10 362.00 15.90

130 100 0.011 244 0.023 0.00

912 3.10 362.00 15.90

905 3.64 364.00 13.36

130 100 0.063 211 0.134 0.06

931 924 3.70 363.00 14.30

130 100 0.044 98 0.093 0.02

931 925 3.72 362.00 15.28

130 100 0.035 154 0.074 0.02

932 926 3.74 363.00 14.26

130 100 0.025 20 0.053 0.00

933 927 3.74 362.00 15.26

130 100 0.021 121 0.045 0.00

934 928 3.74 362.00 15.26

130 100 0.011 128 0.023 0.00

929 3.74 363.00 14.26

130 75 0.005 109 0.019 0.00

930 3.74 363.00 14.26

924 3.70 363.00 14.30

130 100 0.009 102 0.019 0.00

931 3.70 362.00 15.30

130 100 0.004 83 0.008 0.00

923 3.70 362.00 15.30

925 3.72 362.00 15.28

130 100 0.004 86 0.008 0.00

931 3.72 362.00 15.28

926 363.00 18.00

130 75 0.003 63 0.011 0.00

932 0.00 362.00 19.00

927 3.74 362.00 15.26

130 75 0.003 72 0.011 0.00

933 3.74 363.00 14.26

928 3.74 362.00 15.26

130 75 0.004 96 0.015 0.00
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Branch
From

Node No. C D
(mm)

Q
(m3/min)

L
(m)

V
(m/sec)

Hf
(m)

∑Hf
(m)

Elevation
(EL-m)

Pressure
(m)

Trudishaikh

Hydrauric Calculation on Water Distribution Network

934 3.74 364.00 13.26

906 3.90 362.00 15.10

130 100 0.074 331 0.157 0.13

936 935 4.03 361.00 15.97

130 100 0.035 529 0.074 0.05

936 4.08 362.00 14.92

130 100 0.012 91 0.025 0.00

938 937 4.08 363.00 13.92

130 100 0.004 81 0.008 0.00

929 4.08 363.00 13.92

935 4.03 361.00 15.97

130 100 0.024 550 0.051 0.03

936 4.06 362.00 14.94

937 4.08 363.00 13.92

130 75 0.004 87 0.015 0.00

938 4.08 362.00 14.92

907 3.91 362.00 15.09

130 100 0.012 267 0.025 0.00

922 3.91 362.00 15.09
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P140

P139

P138

P137

P136

P152

P135

P178
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Pyanji Town North

53

13

42

112

20

183

173

配水管網モデル図（ピアンジ町北部）

凡例

P100 （ピンク）： 地点番号

360 （白）： 標高（ｍ）

290 （黄）： 区間距離（ｍ）
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Pyanji Town South

配水管網モデル図（ピアンジ町南部）

凡例

P100 （ピンク）： 地点番号

360 （白）： 標高（ｍ）

290 （黄）： 区間距離（ｍ）
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配水管網モデル図（シャクマット村）

凡例

P100 （ピンク）： 地点番号

360 （白）： 標高（ｍ）

290 （黄）： 区間距離（ｍ）
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配水管網モデル図（イモン・マシュラボフ村）

凡例

P100 （ピンク）： 地点番号

360 （白）： 標高（ｍ）

290 （黄）： 区間距離（ｍ）
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配水管網モデル図（北部３村）

凡例

P100 （ピンク）： 地点番号

360 （白）： 標高（ｍ）

290 （黄）： 区間距離（ｍ）
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Pumping test, Well No.6 in Pyanj Vodokanal (Preliminary test) 

Panj Vodokanal, Pumping test, Well No.6

H, m

t, h

Panj Vodokanal, Pumping test, Well No.6

H, m

t, h

5

6

7

8

9

1420
1450 1520

8.21

5.90

5.45

5.35
5.29

5.26 5.08 5.00

1455

5.00

Table of water level in the well

1421 1422 1423 1424 1425 1426 1430 1445 1500 1530 1600

Table of water level in the well

Date
hour,
minute 1021 1028 1035 1046 1251 1351 1421

8.21 5.90 5.45 5.35 5.29 5.26 5.08 5.02 5.00 5.00

The calculation formula to determine the coefficient of permeability by EA 
Zamirinu.

„ K„r = 
1.57 * r * h 

t * (S 1 + S 2 ) 

The results of calculation of the coefficient of permeability.

„ K„r = 
1.57 * 0.084 * 1.93 
0.00104 * 3.21 

= 76.2 m / day 

„ K„r = 1.57 * r * h 
t * (S 1 + S 2 ) 

r 

h 
h 
„ N 
h 

1 

2 

t = t 2 - t 1 = 90 sec = 0.00104 day  

radius filtration column = 84 mm 

h 1 - h 2 = 7.57 = 5.64 = 1.93 
The water level is equal to 0.8 „ N = 7.57 m

The water level is equal to 0.2 „ N = 5.64 m

Magunitude of down 8.21 - 5.00 = 3.21 m

t 1 
t 2 

- The time correspond to  h1 14 h 22m 05s 
- The time correspond to h2 14 h 22 m 35s 

S1 =  h1 - h0 = 7.57 - 5.00 = 2.57

h 0 - static water level = 5.00 m 

S2 =  h2 - h0 = 5.64 - 5.00 = 0.64 m

5

6

7

8

1020 11 12 13 14

4.95

7.10

7.21
7.26

8.218.20

7.90

Preliminary test25 May 2013 

Static WL - 4.95 m

Dynamic WL - 8.21 m

25 May 2013 Recovery test after preliminary test

25.05.13
depth of 
water 
level, m

4.95 7.21 7.26 7.28 7.90 8.20 8.21 25.05.13

h1=7.57 „ }

h2=5.64 „ }

9

Date
hour,
minute

depth of 
water 
level, m

33.8 37.8
Pumping
rate, 
m3/h

7.33
7.35

1141

7.33

43.9

1201

7.35

48.6

7.28
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Pumping test, Well No.6 in Pyanj Vodokanal (Step drawdown test) 

H, m

t, h

H, m

t, h

Table of water level in the well

2148 2149 2150 2151 2152 2153 2154 2155 2156 2157 2200

Table of water level in the well

1548 1549 1552 1600 1643 1748 1751 1818 1848 1948 1950

The calculation formula to determine the coefficient of permeability by EA 
Zamirinu.

„ K„r = 
1.57 * r * h 

t * (S 1 + S 2 ) 

The results of calculation of the coefficient of permeability.

„ K„r = 
1.57 * 0.084 * 2.24 
0.00064 * 3.72 

= 124 m/day 

„ K„r = 1.57 * r * h 
t * (S 1 + S 2 ) 

r 

h 
h 
„ N 
h 

1 

2 

t = t 2 - t 1 = 0.00064 day  

h 1 - h 2 = 7.91 - 5.67 = 2.24 
The water level is equal to 0.8 „ N =7.91 m 

The water level is equal to 0.2 „ N = 5.67 m

Magunitude of down 8.65 - 4.93 = 3.72 m 

t 1 
t 2 

- The time correspond to h1 21 h 48 m 15 s 
- The time correspond to h2 21 h 49 m 10 s 

S1 =  h1 - h0 = 7.91 - 4.93 = 2.98

h 0 - static water level  = 4.93 m 

S2 =  h2 - h0 = 5.67 - 4.93 = 0.74 m

5

6

7

8

9

1548
1648

1748 1848 1948 2048 2148
2348

5.00

7.25

7.60

7.70

7.80 7.82

8.60

8.50 8.51 8.53

8.60
8.62 8.64 8.65

Leve1
39.6 → 45.0 m3/h

Level 2
49.0 → 50.4  m3/h

Level 3
54.7 m3/h

2018 2048 2148

5.00 7.25 7.60 7.70 7.80 7.82 8.60 8.50 8.51 8.53 8.60 8.62 8.64 8.6525.05.13

5

6

7

8

9

2200
2300 2400 0200

8.65

5.70
5.40
5.35

5.29

5.24
5.20

5.15
5.10

4.99
4.94

4.93

h1=7.91 „ }

h2=5.67 „ }

25.05.13 8.65 5.70 5.49 5.40 5.35 5.31 5.29 5.28 5.26 5.24 5.23

2202 2204 2206 2208

5.21 5.20 5.18 5.17

2213 2218 2223 2228 2233 2238 2243 2248 2258 2308 2318

25.05.13 5.16 5.15 5.14 5.13 5.10 5.09 5.08 4.99 4.94 4.94 4.94

2328 2338 2348

4.94 4.93 4.93

Panj Vodokanal, Pumping test, Well No.6
Step drawdown test25 May 2013  

Static WL - 5.00 m

Dynamic WL - 8.65 m

Panj Vodokanal, Pumping test, Well No.6

25 May 2013  Recovery test after step drawdown test

Date
hour,
minute

depth of 
water 
level, m

Date
hour,
minute

depth of 
water 
level, m

Date
hour,
minute

depth of 
water 
level, m

radius filtration column = 84 mm 

Pumping
rate, 
m3/h

39.6 45.0 49.0 50.4 54.7
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Pumping test, Well No.6 in Pyanj Vodokanal (Continuous test) 

H, m

t, h

H, m

t, h

Table of water level in the well

0800

Table of water level in the well

0800 0801 0802 0803 0804 0805 0806 0808 0810 0818 0835

The calculation formula to determine the coefficient of permeability by EA 
Zamirinu.

„ K„r = 
1.57 * r * h 

t * (S 1 + S 2 ) 

The results of calculation of the coefficient of permeability.

„ K„r = 
1.57 * 0.084 * 1.91 
0.00092 * 3.17 

= 86.4 m/day

„ K„r = 1.57 * r * h 
t * (S 1 + S 2 ) 

r 

h 
h 
„ N 
h 

1 

2 

t = t 2 - t 1 = 0.00092 day 

h 1 - h 2 = 7.47 - 5.56 = 1.91 
The water level is equal to 0.8 „ N = 7.47 m 

The water level is equal to 0.2 „ N = 5.56 m 

Magunitude of down 8.10 - 4.93 = 3.17 m 

t 1 
t 2 

- The time correspond to h1 08 h 02 m 10 s 
- The time correspond to h2 08 h 03 m 30 s 

S1 =  h1 - h0 = 7.47 - 4.93 = 2.54

h 0 - static water level = 4.93 m 

S2 =  h2 - h0 = 5.56 - 4.93 = 0.63 m

5

6

7

8

9

0800 0900 1000 11 12 13 14 15 16 17 18 20 21 22 23 24 01 02 03 04 05 06 07 08

8.108.10
8.05

7.85
7.90

7.96

8.158.15
8.10

8.05
8.00

7.95
7.90

7.85

7.70

7.75

8.14
8.07

7.97

7.05
7.10

4.85

26.05.13 4.85 7.10 7.97 8.07 8.14 7.75 7.05 7.70 7.85 7.90 7.95

0920 1030 1400 2100 2200 2300 2400 0500 0600 0700 0800

 
27.05.13 8.00 8.05 8.10 8.15 8.15 7.96 7.90 7.85 8.05 8.10 8.10

 
27.05.13 8.10 5.95 5.42 5.33 5.25 5.20 5.10 5.05 5.00 4.90 4.81

1030 1100 1200 1300 1400 1500

4.90 4.91 4.93 4.93 4.93 4.93

0801 0802 0803 0804 0805 0808 0812 0816 0830 0900 0930 0950

4.75 4.85

5

6

7

8

9

0800 0900 1000 11 12 13 14 15

h1=7.47 m

h2=5.56 m

 
27.05.13

Panj Vodokanal, Pumping test, Well No.6
Long-term (Continuous) test26-27 May 2013

Static WL - 4.85 „ }

Dynamic WL - 8.10 „ }

Panj Vodokanal, Pumping test, Well No.6

27 May 2013 Recovery test after long-term (continuous) test

rise 0.30m
while No.3 stop 

4.75 m

4.93 m
fall 0.18m
while No.3 work 

Date
hour,
minute

depth of 
water 
level, m

Date
hour,
minute

depth of 
water 
level, m

Date
hour,
minute

depth of 
water 
level, m

Date
hour,
minute

depth of 
water 
level, m

radius filtration column = 84 mm 

Pumping rate 54.0 m3/h

Pumping
rate, 
m3/h

Pumping
rate, 
m3/h

56.0 54.0

54.0
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Camera survey in Well No.6 at Pyanj Vodokanal 

  

  

Camera survey in Well No.4 at Pyanj Vodokanal 

  

  

   The number indicate the depth (m) from the ground surface. 
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）
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 Test drilling condition in Sarumantoy 2 

 

          1. Progress 

Date Depth (m) 

June 07 0-4m 

June 08 4-8m 

June 09 8-12m 

June 10 12-16m 

June 11 16-20m 

June 12 20-24m 

June 13 24-28m 

June 14 28-30m 

June 17 30-36m 

June 18 36-42m 

June 19 42-48m 

June 20 48-54m 

June 21 54-60m 

June 22 60-66m 

June 23 66-72m 

June 24 72-78m 

June 25 78-84m 

June 26 84-87m 

 

          2. Geology 

Depth (m) Soil condition 

0~5m Arcrilla( clay,loam) 

5-29 Gravel(alluvium), sand 

29-40 Arcrilla, sand 

40-44 Arcrilla(loam), Gravel(alluvium), 

44-59 Gravel(alluvium),sand 

59-74 Arcrilla, sand 

74-85 Gravel(alluvium) 

85 Arcrilla, sand 
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Water quality test for chemical and bacteriology 

 

GOST　335-74
Protocol Number 32 33 34 35 40 44
Date of issue 2013/5/16 2013/5/16 2013/5/16 2013/5/16 2013/5/28 2013/6/24
Sample site Trudishaikh Kh. Sherov Shakhmat Pyanj Pyanj Pyanj
North latitude 37.27571 37.25013 37.22231 37.24586 37.22392 37.22625
East longitude 69.12618 69.10685 69.11111 69.08954 69.10422 69.10417
Water source Well with H.P. Well with H.P. Tap water Tap water Well No.6 Well No.4
Sample date 2013/5/8 13:40 2013/5/8 13:50 2013/5/8 14:10 2013/5/8 14:20 2013/5/26 18:00 2013/6/22 0:00

Water temperature 21.0 21.5 21.0 22.0 20.0 22.0
Odor（20℃） 0 0 0 0 0 0
Odor 0 0 0 0 0 0
Taste（20℃） 0 0 0 0 0 1
Color 5 5 5 5 5 25
Turbidity 0.0 0.0 0.0 0.0 0.14 0.6
Precipitate exist exist exist exist exist exist
Transparency 5 5 5 5 5 5
pH（normal range 6-9） 7.80 7.60 7.80 7.85 7.85 7.75

Items Unit
GOST

Standard
WHO

Guideline
Measured

Value
Measured

Value
Measured

Value
Measured

Value
Measured

Value
Measured

Value

Ammonia mg/L 0.1 ? 1.5 0.045 0.044 0.000 0.000 0.110 0.000
Nitrate mg/L 42.0 50 4.80 4.18 3.30 2.33 1.14 23.65
Nitrite mg/L 0.00 ? 3 0.096 0.013 0.000 0.000 0.000 0.000
Total Hardness mEq/ 7.0 300 mg/l 4.75 4.40 3.26 3.80 2.79 4.60
Total Residue mg/L 1000 1000 597 516 417 478 247 584
Chloride mg/L 350.0 250 176 100 100 125 10 18.9
Sulfide mg/L 500.0 250 185 128 148 133 81 195
Iron (Fe) mg/L 0.3 0.3 0.01 0.00 0.03 0.04 0.05 0.03
Copper mg/L 1.0 2 0.22 0.21 0.20 0.18 0.20 0.40
Zinc mg/L 5.0 3 0.35 0.33 0.00 0.00 0.00 0.70
Arsenic mg/L 0.005 0.01 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
Mercury mg/L 0.0005 0.006 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000
Hexachlorocyclohexane mg/L 0.002 0.002 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
DDT（sum of isomers） mg/L 0.002 0.001 traces traces 0.000 0.000 0.000 0.000
Chrome (Cr) mg/L 0.05 0.05 0.03 0.03 0.01 0.01 0.05 0.03
Cyanides (CN) mg/L 0.035 0.07 0.003 0.002 0.000 0.000 0.004 0.020
Molybdenum mg/L 0.25 0.07 0.06 0.05 0.00 0.00 0.00 0.00
Lead mg/L 0.03 0.01 0.005 0.003 0.000 0.000 0.000 0.000
Fluorine mg/L 1.5 1.5 1.1 1.45 0.05 0.04 0.4 0.6
Aluminum mg/L 0.2 0.2 0.03 0.02 0.06 0.05 0.07 0.08
Manganese (Mn) mg/L 0.05 0.1 0.013 0.004 0.007 0.008 0.021 0.005
Residual ozone mg/L 0.3 0.48 0.10 0.04 0.02 0.09 0.04
Calcium (Ca) mg/L 130.0 78.6 57.2 35.6 65.6 50.0 92.8
CaCO3 mg/L 300.0 300 (Japan) 196.5 143.0 85.6 164.0 125.0 232.0
Magnesium (Mg) mg/L 65.0 25.71 22.30 10.91 9.71 18.50 45.00
MgCO3 mg/L 200.0 300 (Japan) 90.0 78.0 25.7 34.0 77.7 189.0
Phosphate mg/L 3.5 0.000 0.000 0.000 0.000 0.220 0.380
K+Na mg/L 20 14.8 8.0 5.6 5.3 4.9 4.0

Bacteria
Count
/mL

50 <100 (Japan) 10 5 5 20 10 10

Escherichia Coli ND
ND

in 100 m/l
ND ND ND ND ND ND
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Geological column in Pyanj Vodokanal (1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

4.03 (40.3)

3.47 (34.7)

2.43 (24.3)

3.02 (30.2)

2.43 (24.3)

3.52 (35.2)

4.36 (43.6)

3.85 (38.5)

3.57 (35.7)

4.36 (43.6)

4.16 (41.6)

8.10 (81.0)

9.66 (96.6)

Point sensing DZ - 1

Instration type UBP - 15

Abs. mark the surface of the soil

Date sensing 22.05.13

Soil Sampling monolith Soil Sampling of  broken structure

Water Sampling 1 The point number indicate the cumulative number of strike.

1 Interval number indicate the average values of ?Pd.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
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12

13
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sole layer 
(m)

Description of 
soil
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m
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Abs.
elev.

Depth

Date

Se
ns
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de
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h 
(m

)

In
de

x 
so

un
di

ng
of

 P
d 

M
P

a 
(k

gf
/c

m
2)

1

2

3

4

5

ar
Q

3

0.20

6.60

7.00

7.50

13.00

0.20

6.40

0.60

0.50

5.50

 soil- topsoil

Macroporous loam of light - 
brown to dark - brown, solid 
consistency

loam and sand

fine sand

Pebble ground

9.3

15.05.13

8

7

6

5

4

3

2

1

0 2 (20) 4 (40) 6 (60) 8 (80) 10 (100) 12 (120), Mpa (kgf/cm2)

0 100 200 300 400 500 600 (n number of strokes)

Engineering - geological column

346.0
345.8

339.4

339.0

338.5

333.0

336.7
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Geological column in Pyanj Vodokanal (2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.86 (48.6)

4.93 (49.3)

4.88 (48.8)

5.73 (57.3)
5.14 (51.4)
4.16 (41.6)

3.95 (39.5)

3.88 (38.8)
3.22 (32.2)
3.88 (38.8)

3.58 (35.8)

5.33 (53.3)

4.20 (42.0)

7.50 (75.0)

1

2

3

4

5
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10
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13

14

1

2

3

4

5

6

7

8

9
10

11

12

13

14

1

2
3

4

ar
Q

3

0.20

6.80
7.10

13.00

0.20

6.60
0.30

5.90

soil- topsoil

Macroporous loam of light - 
brown to dark - brown, solid 
consistency

fine sand

Pebble ground

8.95

18.05.13

8

7

6

5

4

3

2

1

0 2 (20) 4 (40) 6 (60) 8 (80) 10 (100) 12 (120), Mpa (kgf/cm2)

0 100 200 300 400 500 600 (n number of strokes)

1 The point number indicate the cumulative number of strike.

1 Interval number indicate the average values of ?Pd.
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Abs.
elev.

Depth

Date
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h 
(m

)
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of

 P
d 

M
Pa

 (
kg

f/
cm

2)

Point sensing DZ - 2

Instration type UBP - 15

Abs. mark the surface of the soil

Date sensing 23.05.13

Soil Sampling monolith Soil Sampling of  broken structure

Engineering - geological column

346.0
345.8

339.2
338.9

333.0

337.1
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Geological column in Sarumantoy 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ar
Q

3

Loam macroporous brown 
to reddish - brown solid 
consistency in the range of 
3.7 - 3.9 m, black, and 1.5 
m from the root, below 3.5 
m semisolid consistency, 
less than 4 m tight-plastic 
consistency below 4.3 m 
gently-plastic consistency 
ranging 4.5 - 5.0 m with 
the inclusion of a pebble

Pebble soil mainly small and 
medium-sized with a sandy 
and loamy filler, 
water-saturated, petrographic 
composition of igneous and 
metamorphic rocks

8

7

6

5

4

3

2

1

0 2 (20) 4 (40) 6 (60) 8 (80) 10 (100)

0 100 200 300 400 500

1 The point number indicate the cumulative number of strike.

1 Interval number indicate the average values of ?Pd.

2.42 (24.2)

1.32 (13.2)
2.42 (24.2)
1.30 (13.0)
2.34 (23.4)
1.04 (10.4)

2.47 (24.7)

1.01 (10.1)
2.42 (24.2)
2.90 (29.0)

3.63 (36.3)
4.36 (43.6)

1

2

3
4

5
6

7

8

9

10

11

12

Panj Sarumantoi2

Engineering - geological column
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sole layer 
(m)

Description of 
soil
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Point sensing DZ - 3

Instration type UBP - 15

Abs. mark the surface of the soil

Date sensing 22.05.13

600 (n number of strokes)

12 (120), MPa (kgf/cm2) 

Soil Sampling monolith Soil Sampling of  broken structure

Water Sampling

4.30

22.05.13

1 5.00 5.00

2 10.70 10.70

339.3

334.3

328.6

335.0
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Table of physical properties of soils
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lo
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pl
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tic
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m
it

rs r rв rв rd n е W Iw Wп WL Wp Jp

3 4 5 6 7 8 9 10 11 13 14 15 16 17 18 19

S-2 1 2.68 1.59 1.88 0.88 1.41 0.473 0.901 12.2 0.36 33.5 29.9 21.9 8 loam
S-1 2 2.68 1.75 1.94 0.94 1.5 0.44 0.787 16.4 0.56 29.3 29.3 20.7 8.6 loam
S-2 3 2.68 1.57 1.92 0.92 1.46 0.455 0.835 7.1 0.23 31.1 28.1 21.1 7 sandy loam
S-1 4 2.68 1.75 1.93 0.93 1.48 0.448 0.811 18.2 0.6 30.3 29.3 20 9.3 loam
S-2 5 2.68 1.81 1.92 0.92 1.46 0.455 0.835 23.3 0.74 31.1 34 24 10 loam
S-1 6 2.68 1.55 1.88 0.88 1.41 0.474 0.901 9.7 0.29 33.6 29.7 20.2 9.5 loam

S-3 1 2.67 1.83 1.95 0.95 1.52 0.43 0.757 20.4 72 28.3 28.1 21.5 6.6 sandy loam
S-3 2 2.68 1.87 1.93 0.93 1.48 0.447 0.812 26 86 30.2 32.6 22.6 9.7 loam
S-3 3 2.68 1.82 1.89 0.89 1.42 0.47 0.887 28.5 86 33 33.2 25 8.2 loam
S-3 4 2.68 1.92 1.96 0.96 1.53 0.428 0.752 25.5 91 27.9 30.6 22.4 8.2 loam
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Table of mechanical properties of soils
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E Ew Рn Рps jw Сw JL JL

3 4 26 27 28 29 30 31 32 33 35 37 39 40 41

S-2 1 5.79 2.03 0.0188 0.01 0.014 0.017 0.019 0.021 0.0188 <0 1.4
S-1 2 <0 1
S-2 3 16.1 2.46 0.0576 0.015 0.021 0.026 0.031 0.0384 <0 1.4
S-1 4 23 0.0175 <0 1.1
S-2 5 9.62 4.44 0.096 0.003 0.007 0.008 0.009 >0.2 24 0.035 <0 0.7
S-1 6 24 0.025 <0 1.4

S-3 1 9.5 4 0.0195 0.002 0.005 0.008 0.01 0.011 0.1695 21 0.03 <0 1
S-3 2 8.8 3.8 0.0384 0.001 0.002 0.003 0.004 0.005 >0.2 19 0.025 0.35 0.78
S-3 3 8.6 3.8 0.0567 0.001 0.002 0.003 0.005 >0.2 20 0.0275 0.42 0.97
S-3 4 8.4 5.6 0.0784 0.001 0.002 0.004 0.006 >0.2 0.38 0.67
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Social condition survey 

Ethnic group
Name of village

Number of samples

Tadzhik 92 97% 15 100% 15 100% 14 100% 15 100% 31 100% 15 100%

Uzbek 2 2% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Others 1 1% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Religion
Name of village

Number of samples

Shia 95 100% 15 100% 15 100% 14 100% 15 100% 31 100% 15 100%

Sunni 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Christian 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Number of generation
Name of village

Number of samples

1 1 1% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 1 3% 1 7%

2 45 49% 4 27% 6 40% 3 21% 6 40% 14 45% 4 27%

3 46 50% 11 73% 9 60% 11 79% 9 60% 16 52% 10 67%

>4 3 3% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Occupation
Name of village

Number of samples

Agriculture 2 2% 15 100% 9 60% 13 93% 9 60% 13 42% 2 13%

Stock farming 0 0% 0 0% 2 13% 0 0% 0 0% 2 6% 0 0%

Textile industry 5 5% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 1 3% 0 0%

Migrant work 51 54% 3 20% 1 7% 0 0% 1 7% 5 16% 0 0%

Public employee 8 8% 2 13% 1 7% 0 0% 6 40% 0 0% 0 0%

Forestry 4 4% 0 0% 0 0% 2 14% 0 0% 0 0% 0 0%

Manufacturing industry 0 0% 0 0% 1 7% 1 7% 1 7% 1 3% 2 13%

Retailer 5 5% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 1 3% 0 0%

Others 20 21% 11 73% 8 53% 10 71% 11 73% 24 77% 14 93%

(* : multiple answers allowed）

Income (somoni)
Name of village

Number of samples

0～199 1 1% 0 0% 1 7% 0 0% 0 0% 1 3% 0 0%

200～299 6 6% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

300～499 25 26% 1 7% 7 47% 1 7% 2 13% 4 13% 2 13%

500～699 18 19% 4 27% 5 33% 2 14% 3 20% 7 23% 5 33%

700～899 14 15% 5 33% 1 7% 5 36% 5 33% 5 16% 4 27%

900～1099 14 15% 5 33% 0 0% 4 29% 2 13% 4 13% 3 20%

1100～ 3 3% 0 0% 1 7% 2 14% 3 20% 10 32% 1 7%

non-response 14 15% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0

*Trudishaikh *Imon Mashrabov *Shakhmat *Kh. Sherov

15 31 15

Pyanj town *Sarumantoy 1 *Sarumantoy 2

95 15 15 14

Shakhmat Kh. Sherov

95 15 15 14 15 31 15

Pyanj town Sarumantoy 1 Sarumantoy 2 Trudishaikh Imon Mashrabov

TrudishaikhSarumantoy 2Sarumantoy 1

15

Shakhmat Kh. Sherov

95 15 15 14 15 31 15

Pyanj town Sarumantoy 1 Sarumantoy 2 Trudishaikh Imon Mashrabov

31 15

Imon Mashrabov Shakhmat Kh. Sherov

Shakhmat Kh. Sherov

95 15 15 14 15 31 15

Pyanj town Sarumantoy 1 Sarumantoy 2 Trudishaikh Imon Mashrabov

95 15 15 14

Pyanj town
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Social condition survey (1) 

Ethnic group
Name of village

Number of samples

Tadzhik 92 97% 15 100% 15 100% 14 100% 15 100% 31 100% 15 100%

Uzbek 2 2% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Others 1 1% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Religion
Name of village

Number of samples

Shia 95 100% 15 100% 15 100% 14 100% 15 100% 31 100% 15 100%

Sunni 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Christian 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Number of generation
Name of village

Number of samples

1 1 1% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 1 3% 1 7%

2 45 49% 4 27% 6 40% 3 21% 6 40% 14 45% 4 27%

3 46 50% 11 73% 9 60% 11 79% 9 60% 16 52% 10 67%

>4 3 3% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Occupation
Name of village

Number of samples

Agriculture 2 2% 15 100% 9 60% 13 93% 9 60% 13 42% 2 13%

Stock farming 0 0% 0 0% 2 13% 0 0% 0 0% 2 6% 0 0%

Textile industry 5 5% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 1 3% 0 0%

Migrant work 51 54% 3 20% 1 7% 0 0% 1 7% 5 16% 0 0%

Public employee 8 8% 2 13% 1 7% 0 0% 6 40% 0 0% 0 0%

Forestry 4 4% 0 0% 0 0% 2 14% 0 0% 0 0% 0 0%

Manufacturing industry 0 0% 0 0% 1 7% 1 7% 1 7% 1 3% 2 13%

Retailer 5 5% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 1 3% 0 0%

Others 20 21% 11 73% 8 53% 10 71% 11 73% 24 77% 14 93%

(* : multiple answers allowed）

Income (somoni)
Name of village

Number of samples

0～199 1 1% 0 0% 1 7% 0 0% 0 0% 1 3% 0 0%

200～299 6 6% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

300～499 25 26% 1 7% 7 47% 1 7% 2 13% 4 13% 2 13%

500～699 18 19% 4 27% 5 33% 2 14% 3 20% 7 23% 5 33%

700～899 14 15% 5 33% 1 7% 5 36% 5 33% 5 16% 4 27%

900～1099 14 15% 5 33% 0 0% 4 29% 2 13% 4 13% 3 20%

1100～ 3 3% 0 0% 1 7% 2 14% 3 20% 10 32% 1 7%

non-response 14 15% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0

*Trudishaikh *Imon Mashrabov *Shakhmat *Kh. Sherov

15 31 15

Pyanj town *Sarumantoy 1 *Sarumantoy 2

95 15 15 14

Shakhmat Kh. Sherov

95 15 15 14 15 31 15

Pyanj town Sarumantoy 1 Sarumantoy 2 Trudishaikh Imon Mashrabov

TrudishaikhSarumantoy 2Sarumantoy 1

15

Shakhmat Kh. Sherov

95 15 15 14 15 31 15

Pyanj town Sarumantoy 1 Sarumantoy 2 Trudishaikh Imon Mashrabov

31 15

Imon Mashrabov Shakhmat Kh. Sherov

Shakhmat Kh. Sherov

95 15 15 14 15 31 15

Pyanj town Sarumantoy 1 Sarumantoy 2 Trudishaikh Imon Mashrabov

95 15 15 14

Pyanj town
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Social condition survey (2) 

Existing water facilities
Name of village

Number of samples

Tap water 64 67% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 7 23% 0 0%

Borehole with hand pump 16 17% 15 100% 15 100% 13 93% 15 100% 8 26% 4 27%

Canal 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Shallow well with hand pump 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Others 15 16% 0 0% 0 0% 1 7% 0 0% 14 45% 0 0%

Willingness and demand for new water facilities
Name of village

Sample number

Yes 95 100% 15 100% 15 100% 14 100% 15 100% 31 100% 15 100%

No 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Reason for Yes
Name of village

Number of samples

Economize times for
transportation

0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Reduce transportation work 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Secure good quality 95 100% 15 100% 15 100% 14 100% 15 100% 31 100% 15 100%

Secure sufficient volume 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Secure cheep rate 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Others 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Understanding for mater rate system
Name of village

Number of samples

Yes 95 100% 15 100% 15 100% 14 100% 15 100% 31 100% 15 100%

No 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Charge for water rate par volume consumed
Name of village

Number of samples

Yes possible 95 100% 15 100% 15 100% 14 100% 15 100% 31 100% 15 100%

No difficult 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

How much can you pay for water rate for one month ?
Name of village

Number of samples

1～2.99 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

3～5.99 1 1% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

6～8.99 12 13% 0 0% 1 7% 2 14% 12 80% 4 13% 1 7%

9～11.99 32 34% 7 47% 10 67% 6 43% 3 20% 21 68% 8 53%

12～14.99 41 43% 7 47% 4 27% 5 36% 0 0% 6 19% 6 40%

15～17.99 6 6% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

18～ 3 3% 1 7% 0 0% 1 7% 0 0% 0 0% 0 0%

Shakhmat Kh. Sherov

95 15 15 14 15 31 15

Pyanj town Sarumantoy 1 Sarumantoy 2 Trudishaikh Imon Mashrabov

Shakhmat Kh. Sherov

95 15 15 14 15 31 15

Pyanj town Sarumantoy 1 Sarumantoy 2 Trudishaikh Imon Mashrabov

Shakhmat Kh. Sherov

95 15 15 14 15 31 15

Pyanj town Sarumantoy 1 Sarumantoy 2 Trudishaikh Imon Mashrabov

Shakhmat Kh. Sherov

95 15 15 14 15 31 15

Pyanj town Sarumantoy 1 Sarumantoy 2 Trudishaikh Imon Mashrabov

Shakhmat Kh. Sherov

95 15 15 14 15 31 15

Pyanj town Sarumantoy 1 Sarumantoy 2 Trudishaikh Imon Mashrabov

Shakhmat Kh. Sherov

95 15 15 14 15 31 15

Imon MashrabovPyanj town Sarumantoy 1 Sarumantoy 2 Trudishaikh
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Social condition survey (3) 

Charge for pipe laying cost in private land
Name of village

Number of samples

Yes possible 95 100% 15 100% 15 100% 14 100% 15 100% 31 100% 15 100%

No difficult 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Vessel for water
Name of village

Number of samples

Water jar or bucket
without cover

14 15% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Water jar or bucket with
cover

81 85% 15 100% 15 100% 14 100% 15 100% 31 100% 15 100%

Others 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Hygiene control before meal
Name of village

Number of samples

Always wash hand with
soap

61 64% 15 100% 15 100% 14 100% 15 100% 31 100% 15 100%

Always wash hand
without soap

34 36% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Wash hand without soap
sometimes

0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Wash rarely 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Not wash 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Hygiene control after toilet
Name of village

Number of samples

Always wash hand with
soap

86 91% 15 100% 15 100% 14 100% 15 100% 31 100% 15 100%

Always wash hand
without soap

9 9% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Wash hand without soap
sometimes

0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Wash rarely 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Not wash 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

How many times do they wash?
Name of village

Number of samples

Every day 58 61% 7 47% 12 80% 10 71% 13 87% 13 42% 7 47%

2-3 times a week 24 25% 4 27% 3 20% 3 21% 2 13% 18 58% 8 53%

Once a week 13 14% 4 27% 0 0% 1 7% 0 0% 0 0% 0 0%

Others 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Types of disease you failed in last 5 years
Name of village

Number of samples

Malaria 95 100% 15 100% 15 100% 14 100% 15 100% 31 100% 15 100%

Diarrhea 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Dysentery 93 98% 15 100% 15 100% 14 100% 15 100% 31 100% 15 100%

Cholera 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Typhoid 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

Shakhmat Kh. Sherov

95 15 15 14 15 31 15

Pyanj town Sarumantoy 1 Sarumantoy 2 Trudishaikh Imon Mashrabov

Pyanj town Sarumantoy 1 Sarumantoy 2 Trudishaikh Imon Mashrabov Shakhmat Kh. Sherov

95 15 15 14 15 31 15

Pyanj town Sarumantoy 1 Sarumantoy 2 Trudishaikh Imon Mashrabov Shakhmat Kh. Sherov

95 15 15 14 15 31 15

Pyanj town Sarumantoy 1 Sarumantoy 2 Trudishaikh Imon Mashrabov Shakhmat Kh. Sherov

95 15 15 14 15 31 15

Pyanj town Sarumantoy 1 Sarumantoy 2 Trudishaikh Imon Mashrabov Shakhmat Kh. Sherov

95 15 15 14 15 31 15

Pyanj town Sarumantoy 1 Sarumantoy 2 Trudishaikh Imon Mashrabov Shakhmat Kh. Sherov

95 15 15 14 15 31 15
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